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大 空 町 議 会 



 

大空町議会会議録 

 

 

１ 応招議員は次のとおりである。 

 

 １番  上 地 史 隆  ７番  齋 藤 宏 司 

 

２番  田 中 裕 之   ８番  松  岡  克  美 

 

 ３番  原 本 哲 己   ９番  欠 員 

 

４番  沢 出 好 雄  10番  後 藤 幸 太 郎 

 

 ５番  品 田 好 博  11番  深 川  曻 

  

 ６番  松 田 信 行  12番  近 藤 哲 雄 

 

２ 不応招議員は次のとおりである。 

 

  

 

３ 出席議員は応招議員と同じである。 

 

 

 

４ 欠席議員は不応招議員と同じである。 

 

 

 

 

 

 



 

５ 会議事件のために出席した者は次のとおりである。 

 

町 長  教 育 委 員 会 委 員 長 

代 表 監 査 委 員  農 業 委 員 会 会 長 

   

副 町 長  産 業 課 長 

総 合 支 所 長  産 業 課 参 事 

会 計 管 理 者  建 設 課 長 

総 務 課 長  建 設 課 参 事 

総 務 課 参 事  地 域 振 興 課 長 

住 民 課 長  住 民 福 祉 課 長 

福 祉 課 長  総 務 課 主 査 

福 祉 課 参 事   

   

教 育 長  生 涯 学 習 課 参 事 

生 涯 学 習 課 長   

   

監 査 委 員 事 務 局 長  農 業 委 員 会 事 務 局 長 

選挙管理委員会事務局長   

 

６ 職務のため出席した事務局職員は次のとおりである。 

 

事務局長、主査 

 

７ 会議事件及び議事日程は別紙のとおりである。 



 

平成２９年第１回大空町議会定例会議事日程 

第１号 平成２９年３月７日（火） １０時００分開議 

 
日程第１  会議録署名議員の指名について 
 
日程第２  議会運営委員会審査報告 
 
日程第３  会期の決定について 
 

（諸般の報告） 
 
日程第４  行 政 報 告 
 
日程第５  平成２９年大空町議会第１回定例会にあたって（町政執行方針） 
 
日程第６  平成２９年度大空町教育行政執行方針 
 
日程第７  諮問第１号 人権擁護委員の推薦について 
 
日程第８  諮問第２号 人権擁護委員の推薦について 
 
日程第９  諮問第３号 人権擁護委員の推薦について 
 
日程第10  同意第１号 大空町教育委員会委員の任命について 
 
日程第11  同意第２号 オホーツク町村公平委員会委員の選任について 
 
日程第12  議案第３号 町道路線の廃止について 
 
日程第13  議案第４号 町道路線の認定について 
 
日程第14  議案第５号 オホーツク町村公平委員会規約の変更について 
 
日程第15  議案第６号 指定管理者の指定について 
 
日程第16  議案第７号 大空町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条 

例制定について 
 
日程第17  議案第８号 大空町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例制定 

について 
 
日程第18  議案第９号 大空町老人等短期入所生活介護利用期間弾力化事業に関する条例 

の一部を改正する条例制定について 
 
日程第19  議案第10号 平成２８年度大空町一般会計補正予算（第１０号） 
 
日程第20  議案第11号 平成２８年度大空町国民健康保険事業特別会計補正予算（第４号） 
 
日程第21  議案第12号 平成２８年度大空町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 
 
日程第22  議案第13号 平成２８年度大空町介護保険事業勘定特別会計補正予算（第３号） 
 
日程第23  議案第14号 平成２８年度大空町介護サービス事業勘定特別会計補正予算（第３号） 
 
日程第24  議案第15号 平成２８年度大空町簡易水道事業特別会計補正予算（第３号） 
 
日程第25  議案第16号 平成２８年度大空町下水道事業特別会計補正予算（第４号） 



 
日程第26  議案第17号 平成２８年度大空町個別排水処理事業特別会計補正予算（第２号） 
 
日程第27  議案第20号 大空町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例制定につい 
           て 
 
日程第28  議案第21号 大空町臨時職員等の勤務条件に関する条例の一部を改正する条例 

制定について 
 
日程第29  議案第22号 平成２９年度大空町一般会計予算 
 
日程第30  議案第23号 平成２９年度大空町国民健康保険事業特別会計予算 
 
日程第31  議案第24号 平成２９年度大空町後期高齢者医療特別会計予算 
 
日程第32  議案第25号 平成２９年度大空町介護保険事業勘定特別会計予算 
 
日程第33  議案第26号 平成２９年度大空町介護サービス事業勘定特別会計予算 
 
日程第34  議案第27号 平成２９年度大空町簡易水道事業特別会計予算 
 
日程第35  議案第28号 平成２９年度大空町下水道事業特別会計予算 
 
日程第36  議案第29号 平成２９年度大空町個別排水処理事業特別会計予算 
 
 



 

 出 席 説 明 員 の 報 告 
 
１．地方自治法第１２１条第１項の規定により説明のために出席する者は次のとおり。 
 
   町 長  山 下 英 二   教育委員会委員長  相 馬   隆 
 
   代 表 監 査 委 員  近 藤 克 郎   農業委員会会長  山 神 正 信 
 
    
 
２．大空町長の委任を受けて説明のために出席する者は次のとおり。 
 
   副 町 長  川 口 明 夫   産 業 課 長  佐々木 徳 幸 
 
   総 合 支 所 長  菊 地 教 男   産 業 課 参 事  中 村 直 樹 
 
   会 計 管 理 者  丹 治   健   建 設 課 長  佐 薙 幸 史 
 
   総 務 課 長  藤 田   勉   建 設 課 参 事  高 島 清 和 
 
   総 務 課 参 事  林   敏 美   地 域 振 興 課 長  伊 藤 裕 幸 
  
   住 民 課 長  山 本 勝 栄   住 民 福 祉 課 長  平 田 義 和 
 
   福 祉 課 長  南 部   猛   総 務 課 主 査  土 田 康 裕 
 
   福 祉 課 参 事  松 川 一 正    
   
 
３．大空町教育委員会委員長の委任を受けて説明のために出席する者は次のとおり。 
 
   教 育 長  渡 邊 國 夫    
 
   生 涯 学 習 課 長  田 中 信 裕  生 涯学習課参事  田 端 久 剛 
 
 
４．大空町代表監査委員の委任を受けて説明のために出席する者は次のとおり。 
 
   事 務 局 長   熊 谷 裕 幸 
 
５．大空町農業委員会会長の委任を受けて説明のために出席する者は次のとおり。 
 
   事 務 局 長  作 田 勝 弥 
 
６．大空町選挙管理委員会委員長の委任を受けて説明のために出席する者は次のとおり。 
 
   事 務 局 長  熊 谷 裕 幸 
 
７．本議会の事務に従事する者は次のとおり。 
 
   事 務 局 長  大 槻 明 弘    
 
   主 査  石 川 大 樹    
 
 

以上のとおり報告する。 
 
                    平成２９年 ３月 ７日 
 
                     大空町議会議長  近 藤 哲 雄 



諸 般 の 報 告 

 

≪平成２９年２月２７日～平成２９年３月７日≫ 

 

２月２７日  第１８回総務厚生・第１９回産業建設文教合同常任委員会 

     第１０回議員協議会 

     第１９回産業建設文教常任委員会 

 ３月 １日  東藻琴高等学校第６１回卒業証書授与式 

        女満別高等学校第６３回卒業証書授与式 

  ＪＲ問題に係る意見交換会（北見市） 

第１３回議会運営委員会 

  第１７回議会広報常任委員会 

  第２回議会広報モニター連絡会議 

    ７日  平成２９年第１回定例会 

 

 



１ 

 

（開会 午前１０時００分） 

◎開会、開議宣告 

◇議  長 おはようございます。 

ただいまから平成２９年第１回大空町議会定例会を開会します。 

これから本日の会議を開きます。 

 

    ◎日程第１ 会議録署名議員の指名 

◇議  長 日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。 

会議録署名議員は、会議規則第１２７条の規定によって、議長において、２番 田

中裕之議員及び３番 原本哲己議員を指名します。 

 

    ◎日程第２ 議会運営委員会審査報告 

◇議  長 日程第２ 議会運営委員会審査報告を行います。 

議会運営委員会審査の結果について委員長から報告の申し出がありますので、これ

を許します。 

議会運営委員会委員長 松岡克美議員。 

 

◇議会運営委員会委員長 議会運営委員会の審査結果を報告いたします。 

本定例会を開催するに当たり、去る３月１日と本日、議会運営委員会を開催し、本

定例会会期等について協議をいたしました。 

本定例会では、一般質問者が４名、町長から提出されております案件が３２件であ

ります。 

その内訳は、諮問３件、同意２件、条例制定等の議案が１１件、平成２８年度補正

予算が８件、新年度予算８件であります。 

議会側提出議案も予定をされております。 

したがいまして、一般質問及び提出議案の内容、件数から判断いたしまして、本定

例会の会期は、本日３月７日開会をして、３月１４日までの８日間とすることが妥当

であると全会一致で判断いたしましたので、その結果について報告いたします。 

以上、議会運営委員会の審査報告といたします。 

 

◇議  長 これで議会運営委員会審査報告は、終わりました。 

 

    ◎日程第３ 会期の決定について 

◇議  長 日程第３ 会期の決定についてを議題とします。 

お諮りします。 

本定例会の会期は、先ほどの議会運営委員会審査報告のとおり、本日から３月１４



２ 

 

日までの８日間にしたいと思います。 

◇議  長 御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、会期は本日から３月１４日までの８日間に決定しました。 

 

    ◎諸般の報告 

◇議  長 この際、諸般の報告を行います。 

事務局長に報告いたさせます。 

事務局長。 

 

◇事務局長 諸般の報告を申し上げます。 

ただいまの出席議員は１１名全員であります。 

本日の会議に説明のために出席する者の職氏名は、一覧表として配付しているとお

りであります。 

なお、職務の都合により、一部異動がある場合がありますことを御了承願います。 

本日の議事日程は、配付しております日程表のとおりであります。 

前議会から本日までの議会の動向につきましては、お手元に配付しているとおりで

あります。以上でございます。 

 

◇議  長 これで諸般の報告を終わります。 

 

    ◎日程第４ 行政報告 

◇議  長 日程第４ 行政報告を行います。 

山下町長から行政報告の申し出がありますので、これを許します。 

山下町長。 

 

◇町  長 おはようございます。 

平成２９年大空町議会第１回定例会に当たり、行政報告を申し上げます。 

１２月１日から２月１１日までの間におきまして、町政懇談会、ふれあいトークお

おぞらを開催してございます。 

本年につきましては、東藻琴地区老人クラブの方々のふれあいトークも含めまして、

２３会場５２２人の参加をいただいたところでございます。 

課題といたしまして、市街地区での開催の方法に工夫が必要であると感じたところ

であります。また、農村部においても一部未実施の地域がありましたので、これらを

今後解消していくことが課題だと認識をしたところでございます。 
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１２月２２日、広域穀類乾燥調製貯蔵施設整備に係る北海道との協議のために、札

幌に出向きました。工事発注に係る考え方、スケジュール、補助事業上の留意点など

について、北海道農政部と協議を行ったところであります。この結果、平成２９年２

月２１日に入札、２月２７日、臨時会におきまして議決をいただいたところでありま

す。３月１日に正式に契約に至ったところでございます。 

１２月２６日、北海道における空港経営改革に関する知事との意見交換会が札幌で

開かれ出席をいたしました。知事の日程に合わせたわけでありますけれども、知事は

体調不良で欠席ということでございました。 

北海道が取りまとめました国に対する提案の説明を受け、了承したところでありま

す。私からは、地元の努力も今後さらに必要になるということ、さらに地域における

雇用の確保、さらには北方４島を意識した空港の活用について、発言をさせていただ

いたところであります。 

１２月２８日、大空町農業再生協議会水田部会を開催しております。経営所得安定

対策交付額の確定値について報告をさせていただきました。あわせて、平成２９年生

産数量目標の説明と作付意向の取りまとめスケジュールについて決定をしたところで

あります。 

１月８日、大空町成人式を挙行いたしました。対象者は７４人でございましたけれ

ども、当日の出席は６０人でございました。アトラクションには本町出身のアキオカ

マサコさんにお願いをしたところであります。 

１月１８日、大空町畜産振興協議会を開催いたしました。畜産、酪農関係における

事業予算状況について説明を行いました。住吉の町営牧場の将来のあり方について問

題提起をさせていただいたところであります。 

１月２４日、Ｂ＆Ｇ全国サミットが東京で開催をされました。教育長とともに参加

をしたところであります。東藻琴、女満別両海洋センターとも特Ａの評価をいただい

たところであります。 

１月２７日、オホーツク町村会建設経済委員会が津別町で開催をされました。 

担当副会長として出席をしたところであります。地域おこし協力隊として津別町で

活動する 立川彰さんの映像技術を活用した町のＰＲ方法などについてお話を伺いま

した。あわせて、ペレットボイラーから熱供給をする公営住宅について、見学をさせ

ていただいたところであります。 

１月３０日、大空町企業誘致委員会を開催いたしました。 

宿泊施設、新エネルギー施設、試験研究施設に係る指定についてお諮りをしたとこ

ろであります。今後、補助金の対象となってくるものでございます。委員からは、投

資も必要であるけれども、さらに雇用につなげる努力というものも必要であると、そ

のような意見をいただいたところでございます。 

同日、オホーツク町村会役員会が網走市で開催をされ、出席をいたしました。 
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総会提出議案の確認、また、職員採用試験のあり方やＪＲ問題に対する意見交換を

行ったところでございます。 

２月２日、オホーツク東部広域農業水利管理協議会を開催をいたしました。 

美幌町長の出席をいただき、協議会を開催したところであります。平成２８年度の

決算見込みを説明させていただくとともに、平成２９年度予算について決定をいたし

ました。また、国営の美女地区における管理費負担割合について、協議を行ったとこ

ろであります。 

同日、大空町行政改革推進委員会を開催をいたしました。第３次行政改革大綱につ

いて答申をいただいたところであります。量の改革、さらには質の改革も必要である

と、そのことによって町民満足度の向上を図るべき、そういった意見をちょうだいし

たところでございます。 

２月３日は、市町村長政策研究会が札幌市で開催をされ、職員とともに出席をいた

しました。隠岐島前高校の魅力化プロジェクトに参画をされた藤岡慎二さんの講演を

聞いたところであります。生徒数が激減している中でも魅力を高め、入学者を増やし

ている学科もあるというお話でございました。学生はもとより、地域関係者、行政の

熱意が問われていることなんだなと改めて感じたところでございます。 

２月６日、オホーツク町村会定期総会が遠軽町で開催をされ、出席をいたしました。 

２７年度の決算の認定、２９年度の事業計画、予算を決定したところでございます。 

また、各種役員等の推薦を行うと同時に、この日は網走開発建設部長、オホーツク

総合振興局長、オホーツク教育局長から、この近隣の情報などもいただき、懇談をさ

せていただいたところであります。 

２月９日は、大空町民自治推進委員会を開催いたしました。私の任期中における条

例の見直しの必要性について規定されておりまして、今回は、条文の見直しまでは必

要ないとの答申をいただいたところであります。しかしながら、町民意見の集約方法、

委員の公募における環境整備について工夫が必要であるとの意見をちょうだいいたし

ました。 

２月１５日、北海道地域公共交通検討会議が札幌市で開催をされ、出席をしており

ます。鉄道ネットワークワーキングチームの検討結果が報告され、それを了承したと

ころであります。私からは、地域の議論も進めていかなければならない。また、北海

道の当事者として、さらには調整役としてのリーダーシップを期待したいと、そのよ

うに発言をさせていただきました。 

２月２２日、オホーツク町村会総務文教厚生委員会拡大委員会が網走市で開催をさ

れました。北海道保健福祉部から講師を招き、平成３０年度からの国保事業における

現時点での負担金額の仮算定の考え方などについて、説明を受けたところでございま

す。 

２月２２日は、北海道合併処理浄化槽普及促進協議会役員会のため、札幌に出張を
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いたしました。平成２７年度の決算、平成２８年度の決算見込み、平成２９年度の予

算について審議をしたところであります。合併浄化槽の保守点検と法定点検のあり方

について国へ要望していくべきということを確認し、今後の活動方針としたところで

ございます。以上でございます。 

 

◇議  長 これで行政報告は終わりました。 

 

    ◎日程第５ 町政執行方針 

◇議  長 日程第５ 平成２９年大空町議会第１回定例会にあたって、町政執行方針

の説明を行います。 

山下町長から、町政執行方針について説明の申し出がありますので、これを許しま

す。 

山下町長。 

 

◇町  長 平成２９年第１回大空町議会定例会に当たり、町議会議員並びに町民皆様

に私の町政に対する基本的な考え方と事業の概要、予算について説明申し上げ、ご理

解とご協力を賜りたいと存じます。 

 

大空町長としての３回目の任期をいただいてから３年が経過しようとしています。

この間、町民の皆様からいただきました温かい御支援と議会議員各位のご理解に心か

ら深く感謝を申し上げます。任期の最終年を迎えるに当たり、自身が掲げた町民皆様

との共通目標の達成のため、全身全霊を傾注する所存です。変わらぬご指導をお願い

申し上げます。 

 

昨年イギリスでは国民投票の結果を受け、ヨーロッパ連合からの離脱を決定しまし

た。アメリカ大統領選挙では当初の予想を大きく覆しトランプ大統領が選出され、ア

メリカファースト（アメリカ第１主義）を掲げ、世界に波紋を広げています。グロー

バル化が進むスピードに社会制度が追いつかないことへの不満の表れとも言える事象

ではないかと考えます。 

アメリカでは自国内経済を優先する傾向が一段と進んでいます。ＴＰＰが事実上崩

壊し、改めて日米間の貿易ルールが求められる様相となっています。日本経済にも大

きな影響を与え、今でさえ不透明な景気の動向は、まったく予想がつかない状況とな

っています。 

中国、韓国、ロシアなど隣国との領土や歴史認識をめぐる意見の違い。国際紛争地

域での日本の役割など、世界の中の日本を感じる１年でもありました。 

東日本大震災から６年、いつ、どこで、どのような災害が起こっても不思議ではな
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いと言われてきました。４月に発生した熊本地震、友好町である氷川町も被災地とな

りました。８月、北海道に台風が３つ上陸、４つ目は上陸こそしなかったものの奇妙

な進路をたどり、大きな被害をもたらしました。まさに、災害の不確実性を実証し、

防災減災の大切さを痛感させられました。「地方創生」は、地方自治社会が確立され

てから、何度目の地方重視を打ち出したものだったでしょうか。最近この言葉が使わ

れる機会が少なく、不安を感じています。人口減少社会は労働力の不足、地域担い手

の減少、コミュニティの希薄化、教育水準の格差など、様々な問題の根源となってい

ます。地方が人口減少の解決に立ち向かってこそ、日本の将来が拓かれるという気概

を持って、総合戦略に掲げた各種施策に取り組んでまいりたいと存じます。 

 

昨年３月には議会において、町民・議会・行政がともに目指すまちづくりの普遍的

理念として、生涯にわたる教育を「人」、農業を中心とした産業を「花」、心身の健

康を「心」の言葉に込め、『大空に 人・花・心 育むまち』という育みの町宣言を

議決してくださいました。この宣言は、澄みわたる大空のもとでたくさんの幸せを育

むことを目標としています。教育の将来展望、地域交通機関のあり方、安心安全・快

適な環境の確立、医療や介護・福祉の充実、産業振興による雇用の確保など、課題は

山積しています。育みの町宣言の理念はもちろん、自治基本条例、第２次総合計画、

総合戦略、それぞれの示すところをしっかりと捉え、魅力あるまちづくりに臨んでま

いりたいと存じます。町民皆様にも参画をいただきますようお願い申し上げます。 

予算編成に当たりましては、総合計画、総合戦略に示された事業を計画的に進める

こととしております。合わせて、町民皆様との共通目標である子どもたちの「夢」を

実現し、働く人たちの「元気」を支え、生活の「安心」を守ることを基本といたしま

した。さらに、職員には自己を表現する手段としての予算編成となるよう、工夫を求

めたところでございます。 

提案いたしました事業の概要について、分野ごとに申し述べたいと存じます。 

 

総務関係についてであります。 

町民皆様が豊かな生活を営むことができる、魅力あるまちづくりを進めていくため

には、職員一人一人の意欲と能力を最大限に引き出すことが重要です。時代や環境の

変化に適切、迅速かつ柔軟に対応できる職員の育成と資質の向上に努めてまいります。 

 

光通信網などの超高速ブロードバンドサービス未普及地域を対象にニーズ調査を行

い、必要となる情報通信基盤の整備方法や運営体制などについて検討し、情報通信の

格差解消に向けて取り組んでまいります。 

 

防災対策の基本である「自助・共助・公助」の推進と、町民皆様の防災意識の高揚
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をはかり、災害時における適切な行動力の向上を目指すため防災訓練を引き続き実施

してまいります。 

地域では自主防災組織の役割が重要となっています。組織の立ち上げや活動に必要

な資機材の整備、運営に要する費用の一部を支援してまいります。 

近年、集中豪雨などによる水害が頻発し、短時間で河川が増水したり、堤防が決壊

するなどの甚大な被害が発生しています。国の管理する河川が氾濫した場合に浸水が

想定される区域や水深、浸水継続時間などの変更に伴い、洪水時の円滑かつ迅速な避

難の確保をはかるため、防災マップの見直しを行い、各世帯に配布してまいります。 

災害時に対策の拠点となる東藻琴総合支所庁舎において継続的な対応ができるよう

自家発電装置を設置するとともに、町民皆様の安全確保をはかるため排水用ポンプを

増強いたします。 

気象予報や地震速報などの防災情報と町の情報をお知らせするメール配信サービス

を実施しています。防災対策の向上をはかるとともに、迅速な情報提供と利便性の向

上をはかってまいります。 

 

消防では小型動力ポンプ付積載車の更新を行い、町民の生命や財産の保護と安全で

安心な暮らしを確保し、防災体制の強化をはかってまいります。 

 

人口減少への対応と、将来にわたって活力あるまちを実現するために策定した「総

合戦略」につきましては、社会情勢の変化などを踏まえて内容の検証・見直しを行い、

実効性を高めてまいります。 

子育て環境の充実や観光、産業の振興、住みよい環境づくりなど、地域の特性を活

かした施策を展開し、いきいきと暮らせる魅力あるまちづくりを進めてまいります。 

 

オホーツク管内の広域連携事業として東京都江東区との交流促進事業を行うほか、

オホーツクブランドの形成やイメージアップをはかる取り組みも併せて行ってまいり

ます。 

 

路線バスや鉄道などの地域公共交通につきましては、日常の生活をはじめ、経済活

動などにおいても欠かすことができません。引き続き関係自治体などとも連携し、暮

らしと地域を支える交通手段の維持・確保に努めてまいります。 

 

女満別空港につきましては、既存路線の安定運航や新たな路線の就航に向けた働き

かけを行うとともに、就航都市との双方向による連携事業を強化し、利用を促進して

まいります。 

空港の運営戦略につきましては、複数空港による一体的な民間委託の手法を用いた
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機能強化や一層の利用拡大をはかるため、関係機関などと緊密な連携の下に進めてま

いります。 

広域的なプロモーション活動を実施して誘客を促すとともに、国内外から多くの人

や物が交流し、賑わいあふれ、地域振興に資する空港づくりを目指してまいります。 

 

企業誘致対策につきましては、魅力ある多様な地域素材や空港を有する優位性など

を活かした誘致活動を行い、雇用の安定確保と拡大をはかってまいります。新たな事

業や雇用増に資する取り組みを支援し、活発な産業交流と経済の持続的な発展に努め

てまいります。 

 

移住・定住対策につきましては、分譲地への住宅建設支援や民間賃貸住宅に対する

家賃助成など、子育てしやすい住環境づくりと移住を促す支援事業を継続し、人口減

少の抑制と定住人口の増加につなげてまいります。 

様々な施策を広く効果的に発信するため、移住・定住に関するホームページを運用

するなど、一層のピーアールに努めてまいります。 

 

平成２２年から多くの方に参加をいただき検討してまいりました東藻琴地区の地域

振興施設が、８月に飲食部門を中心にプレオープン、９月にはグランドオープンを予

定しています。交流人口の拡大と観光・地域情報の発信や地場産品の販売を通じた観

光と産業の振興など、地域の拠点施設となるよう今後の管理・運営に努めてまいりま

す。 

 

町民皆様が自主的・主体的に行う、まちづくりに関する活動を支援するため、元気

づくり応援事業を継続します。特色ある地域活動や産業を振興する取り組みなどを応

援し、個性豊かな活気あるまちづくりを推進してまいります。 

 

財政につきましては、国の補正予算により現年度補正予算として計上した一部の事

業について繰り越し、平成２９年度予算と一体的な財政運営を行ってまいります。 

  地方財政計画では、２９年度も地方税の伸びが見込まれ、地方交付税は減少が続い

ている状況にあります。また、合併により特例算定されています普通交付税は２８年

度から段階的に減少となり、財政運営は厳しさを増しています。 

予算編成にあたっては、地域振興施設の整備などに充てるため地域振興基金の一部

を取り崩すほか、教育環境の充実などのための子ども未来づくり教育基金、特別養護

老人ホーム増床など福祉の増進を目的とする地域福祉・医療基金など、特定目的基金

の趣旨に基づく繰り入れを行います。さらに、財源不足を補うため財政調整基金から、

一部を取り崩すことといたしました。 
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引き続き将来の財政負担の軽減をはかるため、地方債残高の縮減や国の動向を見極

め財源の確保に努めるとともに、行財政改革を推進し、安定的で持続可能な財政基盤

の確立を目指してまいります。 

 

広報広聴事業につきましては、行政情報の共有化をはかるため、広報誌やホームペ

ージのほか、SNSなどの情報通信ネットワーク技術を活用して積極的な発信に努めて

まいります。 

様々な機会を通じて多様化する町民ニーズの把握に努め、町民皆様の理解と参画を

得ながら協働によるまちづくりを進めてまいります。 

 

町史につきましては、ふるさとの理解と愛着を深め、歴史、伝統、文化などを後世

に残し伝えるため、引き続き編さん作業を進めてまいります。 

 

まちづくり宣言につきましては、一層の親しみと周知をはかるため、ロゴマークを

活用したピーアール活動を展開してまいります。 

 

姉妹都市稲城市と友好町氷川町との交流につきましては、産業、教育、スポーツ、

文化など、様々な分野において幅広い世代の町民が交流し、その輪を広げています。

相互の交流を重ね、更に友好関係が深まるよう努めてまいります。 

 

網走刑務所住吉作業所用地につきましては、貴重な資源を有効活用するため、取

得に向けて国と具体的な協議を進めると同時に、活用プランについて町民皆様と検

討してまいります。 

 

網走市との定住自立圏につきましては、地域医療や交通機能、教育など生活基盤

の確保・充実をはかり、安心して暮らし続けられる環境づくりを進めるとともに、観

光や産業に関する連携を一層深め、地域経済の活性化と魅力あふれる圏域づくりを推

進してまいります。 

 

  住民関係についてであります。 

 住み慣れた地域で暮らすためには、地域における交流や日頃からの人と人の関わり

が大切です。地域担当職員は、地域が抱える課題の解消やコミュニティ活動を支える

など様々な役割があり、地域の方々との人間関係を築く必要があります。今後も地域

と関わる地域担当職員の活動を続けてまいります。 

  

  花いっぱい運動につきましては、町民皆様のご協力をいただき、女満別空港前や道
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道女満別空港線の露地花壇、その他の道路沿いや空き地、公共施設などに明るく華や

かな花を咲かせています。  

ご協力いただいている皆様のご意見により、昨年から花の種類を変更し好評を得ま

したので、本年もご意見を基に花の選定を行います。駅前花壇のリニューアルを行い、

東藻琴高等学校で育てた花苗を一部に植栽することとしています。これからも町民皆

様にご協力をいただき、大空町のイメージアップを続けてまいります。 

 

  交通安全運動につきましては、交通事故死ゼロ２，５００日を本年 1月１７日に達

成することができました。悲惨な交通事故に遭わない、起こさない取り組みを町民、

関係機関・団体が一丸となって運動してきたことがこの大きな結果につながったもの

です。次の目標である平成３０年 6 月 1日の３，０００日達成に向けて、交通安全運

動を強力に推進してまいります。 

大成地区には、過去から事故が多発している交差点があります。これまでも公安委

員会などへ信号機の設置について要望を続けてきましたが、基準となる交通量に達し

ていないことなどから設置に至っていません。女満別空港にも近く、夏場の観光シー

ズンには交通量も増えることから、安全対策として注意を促す電光看板を設置し、事

故防止に努めてまいります。 

 防犯運動につきましては、犯罪や事件があった際の早期の解決や抑止効果があるこ

とから、全国的に防犯カメラの設置が進んでいます。   

平成２７年度から、図書館や体育施設などの公共施設に防犯カメラを設置していま

す。今後も計画的に公共施設への設置を進め、防犯体制の強化をはかってまいります。 

 

廃棄物処理につきましては、町民の皆様には決められたルールに基づいたごみの分

別にご協力をいただいております。 

現在の最終処分場は、平成１６年に供用を開始しており、当初の計画は３１年を処

理の期限としていましたが、延長が可能な状況です。このことは、資源物の再資源化

率が全国目標よりも高いこと、燃やせるごみの焼却処理や生ごみのたい肥化による減

容化が行われていることなどによるものです。 

しかし、最近は粗大ごみや災害により発生した木材などの搬入が増加する傾向にあ

ります。このため、減容に効果のある掘削・再転圧作業が常時行えるよう、新たに油

圧ショベルを購入して作業の効率を高め、更なる最終処分場の延命化をはかってまい

ります。 

最終処分場の埋立て可能容量は年々減少していきます。施設の整備までには数年の

期間が必要となることから、次期施設の整備に係る基本構想の策定に着手し、将来的

な施設のあり方について検討を行ってまいります。 
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地球温暖化対策につきましては、平成２９年度で「第２期地球温暖化対策実行計

画」が終了することから、新たな温室効果ガスの削減目標の達成に向けて次期計画の

策定を行います。世界基準に適応した地球環境にやさしい町を目指して、公共施設の

電気使用量などの削減を進めてまいります。また、高圧受電設備を備える一部の公共

施設につきましては、より割引率の高い新電力会社に移行し、経費の節減に努めてま

いります。 

 

住宅対策につきましては、特に単身者住宅と特定公共賃貸住宅の空き室が長期化し

ています。近隣市町からの通勤者へ周知をはかるための広告を継続するとともに、入

居要件の緩和や設備の改修により入居者の確保をはかってまいります。 

 

廃屋対策につきましては、全国的にも大きな社会問題となっています。廃屋の処 

理については平成２６年度から解体撤去工事に係る補助制度により、毎年十数件の解

体が進んでいます。  

居住者の居なくなった住宅は次第に荒廃が進んでいきます。 

さらに、台風や雪害などにより状況が急激に悪化する例が見受けられ、周辺の危険

回避のためにも廃屋対策は重要です。引き続き補助制度の周知に努めてまいります。 

 

  エキノコックス症対策として、昨年 6 月から 11 月までの間、町民ボランティアの

ご協力をいただいてキツネへの虫卵の寄生を防ぐ駆虫剤の散布を行いました。調査の

結果、エキノコックスの感染率を４２％から８％へと大幅に減少させることができま

した。キツネの行動範囲は広く、効果を維持するためには、駆虫対策を継続すること

が必要です。エキノコックスに感染する恐れのない安全・安心な町を目指して、自然

との共生をはかりながら今後も事業を継続してまいります。 

 

墓地の管理では、少子化や核家族化などによりお墓の継承者が不在であったり、遠

方で管理ができないなど、不安の声が聞かれます。そのような方の中には、永代供養

を望まれる方もおられることから共同埋葬墓を整備し、お墓に対する悩みを解消する

とともに、墓地の適正な管理に努めてまいります。 

 

  徴収事務につきましては、債権管理条例に基づく適正な滞納整理事務と全庁的な連

携による滞納者への納付相談や訪問徴収などを更に強化し、滞納額の縮減を目指して

まいります。 
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  ふるさと応援寄附金につきましては、マスコミなどにも大きく取り上げられ、様々

な民間業者も参入するなど全国的なブームとなっています。地域の産業振興だけでは

なく、寄附の目的に沿った自治体の新たな事業の原資としても活用されています。 

  平成２８年度から地域の特色を活かした特産品を公募するとともに、大空町へ体験

に来てもらう特典を設けるなど、知名度を高める新たな取り組みも行っています。今

後も特産品の公募を続けるとともに、全国的な動向を注視しながら貴重なご寄附をま

ちづくりに活用してまいります。 

 

福祉・保健関係についてであります。 

お互いを認め合い、保健・医療・福祉が連携し、共に支え合う地域社会の実現をは

かり、健やかに安心して暮らせるまちづくりを進めてまいります。 

 

住民戸籍につきましては、町民として誕生されたことをお祝いし、未来を担う子ど

もたちが健やかに育つよう支援する出産祝い金支給事業を引き続き行ってまいります。 

戸籍業務の処理を行う戸籍総合システム機器を更新し、事務の正確性の確保とシス

テムの安定稼働により、利便性の向上と合理化をはかってまいります。 

 

  マイナンバー制度につきましては、昨年１月からマイナンバーカードの交付が始ま

りました。今後、様々な申請手続きなどに個人番号の記入やカードの活用が広がるこ

とから、カード交付業務が円滑に進むよう努めてまいります。 

 

保健医療体制につきましては、町民皆様が健やかでいきいきと心豊かに暮らすため

に、食生活を見直し、適切な生活習慣を身につけ、心疾患、糖尿病などの生活習慣病

と糖尿病性腎症などの合併症の発症や重症化の予防が大切です。特定健康診査やがん

検診のほか、北見赤十字病院のＰＥＴ－ＣＴ検査、胃内視鏡検査など、各種検診機会

と保健指導の充実をはかり、医療費の抑制に努めてまいります。さらに、健康・医

療・介護・育児などについて気軽に相談できる２４時間年中無休の電話健康相談サー

ビスの提供を引き続き行ってまいります。 

 

新生児全数訪問や第 1子の 2か月児訪問により、健康的な生活習慣の確立を目指し

た母子保健指導を進めるとともに、集団健診の実施により乳児期から定期的な関わり

を持ち、親の育児への不安解消がはかられるよう支援してまいります。 

少子化対策や不妊治療に要する経済的負担軽減をはかるため不妊治療助成制度を拡

充し、子育ての喜びを実感できる環境整備に努めてまいります。 

 

医療保険制度や診療報酬の改定、医師・看護師不足などにより病院経営は厳しさを
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増しています。町の基幹病院として女満別中央病院を運営し地域医療や救急対応を担

うとともに、東藻琴診療所の指定管理者でもある医療法人社団双心会に対し、医療環

境充実のため必要な支援を引き続き実施してまいります。 

東藻琴診療所では、電子内視鏡装置の更新を行い、医療提供体制の充実をはかって

まいります。 

 医療機関や介護施設における従事者不足の解消と定着を目的として、新たな常勤雇

用に対する就業支援事業のほか、在宅や介護施設などで必要な知識・技能を持った人

材の育成・確保をはかるため、介護員養成研修に対する助成を引き続き行ってまいり

ます。 

 

国民皆保険を支える重要な基盤である国民健康保険事業につきましては、保険財政

の安定化、保険料の平準化、事業運営の効率化・標準化の観点から持続可能な制度を

構築するため、平成30年度から都道府県が財政運営の責任主体となり、市町村と共に

運営を担うこととなりました。 

30年度からの国民健康保険税は、北海道が算定する標準保険料率を参考に税率を決

定することとなります。国や北海道の動向を踏まえながら国民健康保険運営協議会に

おいて議論を深め、適切な税負担となるよう検討してまいります。 

 

地域福祉につきましては、高齢者や障がいのある人の外出による生きがいづくりと

買い物や通院などを支援するため、引き続き高齢者等移動支援事業として福祉タクシ

ー券と外出支援タクシー券による助成を行います。また、安心して自宅で暮せるよう

除雪サービスを提供し、冬季の日常生活の支援を行う軽度生活援助事業を引き続き行

ってまいります。 

 

消費税率の引き上げによる日常生活の影響などを緩和するため、所得の低い方に対

する臨時福祉給付金の支給を引き続き行ってまいります。 

 

地域の福祉活動の中核として様々な事業活動を展開している社会福祉協議会の管理

運営を支援するほか、福祉団体の育成、地域福祉事業に要する費用の助成を引き続き

行ってまいります。また、認知症、知的障がい、精神障がいなどにより判断能力が十

分でない方が、地域で安心して暮らすことができるよう、社会福祉協議会と連携して、

成年後見制度等利用促進支援事業を行うことといたしました。 

 

子育て支援につきましては、疾病の早期診断と早期治療を促す子ども医療費助成、

ひとり親家庭医療費助成のほか、子どもの健やかな成長を支援する児童手当の支給を

行い、子育て世帯の経済的な負担軽減をはかってまいります。 
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児童センターや児童クラブにおいて、子どもの健全な遊びの場の提供や交流をはか

り、心身ともに健やかな子どもに育つよう努めてまいります。東藻琴地区における放

課後児童対策と子育て支援のための施設建設に向けた設計協議を行い、子どもたちの

居場所づくりを確保してまいります。 

 

  高齢者福祉につきましては、一人暮らしの高齢者などの実態把握や安否確認、相談

支援のための見守りネット事業に引き続き取り組みます。高齢者世話付住宅入居者に

対しても生活援助員を配置し、住み慣れた地域で安心して生活ができるよう支援しま

す。また、急病時や非常時に迅速な救援体制がはかられるよう、緊急通報機器の設置

と更新を引き続き行ってまいります。 

 

公共の福祉の向上と高齢社会に対応した環境整備の観点から、介護支援を必要とす

る高齢者が安心して住み続けられるよう、東藻琴地区に建設される特別養護老人ホー

ムの増床に対して支援を行ってまいります。 

 

高齢者が住み慣れた地域で自立した生活が送れるよう、介護予防の普及啓発や介護

サービスの提供と支援を行う介護保険事業を引き続き運営します。介護予防給付費の

増加や家事・外出支援などの生活支援ニーズの高まりによるサービス内容の見直しが

行われ、新たに介護予防・日常生活支援総合事業を実施してまいります。 

高齢者福祉の基本施策を定め、施設利用や介護給付などの推計を行い、介護保険料

を設定するための「第 7 期高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画」の策定を行って

まいります。 

 

障がい者福祉につきましては、障がいのある人もない人もお互いに尊重し住み慣れ

た地域で安心して暮らし続けられる環境が必要です。障がいの診断、訓練、治療のた

めの旅費助成や重度心身障がい者の医療費助成、発達支援センターの運営経費の負担

を引き続き行います。 

日常生活を支援するための介護や訓練などのサービス提供については、障害支援区

分に応じた適切な支援を行ってまいります。 

相談に応じて、必要な情報の提供・助言や関係機関との連絡調整などを行う相談支

援事業所を通して、自立した日常生活を過ごせるよう適切な支援に努めてまいります。 

  障がい者福祉センターちあふるでは、地域で安心して暮らし社会的自立を目指した

生活が送れるよう、指定管理者である東藻琴福祉会と連携し、施設の有効利用と就労

支援や生活援助事業などの充実をはかってまいります。 
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産業の振興についてであります。 

農林水産業につきましては、安全・安心で良質な食糧の生産をはじめ、生産環境の

保全や良好な景観形成など、地域経済を支える産業として重要な役割を担っています。 

本年１月にアメリカのトランプ大統領が、ＴＰＰから離脱する大統領令に署名した

ことにより、協定は発効の目途が立たなくなりました。ＴＰＰは、農業や農村を取り

巻く環境に大きな影響を及ぼすことが危惧されていました。しかし、今後は二国間に

よる協議が進むことも想定され、国の動向を注視しながら、競争力の高い農畜産物の

生産など、関係機関・団体と連携をはかり対応していくことが重要と考えています。 

  オホーツク産豆類のブランド化と作付面積の拡大による適正な畑作物の輪作体系の

確立が求められています。さらに、小麦の品質向上と安定供給による加工業者などの

ニーズに対応する広域穀類乾燥調製貯蔵施設につきましては、平成３０年度の稼働に

向けて整備を進めてまいります。 

 

優れた農業経営者や担い手の育成をはかるため、ほ場作業から経営管理などに至る

までの実践的な技術、技能、知識を習得する研修に対して引き続き支援を行ってまい

ります。 

 

町内での農業体験実習を希望する方に対して、家賃助成をすることにより実習者の

増加をはかるとともに、関係団体と連携して就農、定住対策を行ってまいります。 

 

首都圏から大学生をインターンシップとして招くことにより、就労体験の機会を設

けるとともに、将来の人材確保につながる仕組みづくりに取り組みます。 

長いもの高付加価値化をはかるため、ＪＡ、大学、行政が連携して機能成分を活用

した商品開発のための調査研究を進めます。これらの事業は、地方創生交付金を活用

し、網走市との連携により引き続き実施してまいります。 

 

  地場特産品の研究や開発、生産から加工、販売までを手掛ける６次産業化を推進す

るため、引き続き地場産品開発セミナーを開催してまいります。 

 

農業の基本となる土づくり対策につきましては、安全・安心な農産物を生産するた

めクリーン農業に取り組むとともに、地力向上をはかるための緑肥作物の導入や土壌

分析・診断に対し、支援を継続してまいります。さらに、馬鈴しょの収穫量に大きく

影響する病害虫であるジャガイモシストセンチュウ類の侵入を防止するため、引き続

き低減効果の高い抵抗性トマト野生種の導入に対して支援を行ってまいります。 

  化学肥料や農薬の低減、有機農業の取り組みなど環境に配慮した環境保全型農業を

推進してまいります。 
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農業経営基盤の強化につきましては、農業関係資金の適正な融資と利子補給により、

農業経営の安定と発展をはかってまいります。平成２７年度と２８年度の災害よる復

旧に要する農業振興資金については、農業者の負担軽減をはかるため無利子化にする

ほか、農業気象の情報提供などの事業を引き続き実施してまいります。 

農業の生産環境の維持・保全を進めるため、引き続き中山間地域等直接支払事業に

取り組むとともに、農業の基盤となる農用地・水路・農道などの機能の発揮をはかる

地域共同の維持管理活動に対し、農業農村多面的機能支払交付金事業を実施してまい

ります。農業委員会につきましては、現在の委員は本年７月１９日をもって任期が満

了となり、平成２０年７月に統合し、4期目を迎えます。 

昨年４月に農業委員会制度が改正されたことに伴い、今回の改選から選出方法が変

更となり、選挙制と団体などの推薦による併用から、推薦・応募された候補者の中か

ら選考委員会において審査を行い、議会の同意を得て任命される方法に変わります。 

農業委員会が今後も農地利用の最適化のため、農地を意欲と能力のある担い手へ集

積・集約化し、有効活用するための利用調整を円滑に行えるよう支援してまいります。 

農業従事者の高齢化や減少が進む中、耕作放棄地の発生防止や地域の農業生産力の

低下を抑制することが重要です。農業担い手育成センターを中心に道内で実施してい

た農業者のパートナー対策につきましては、首都圏にも拡充し、関係機関・団体と連

携しながら支援を行ってまいります。 

 

農業農村整備事業につきましては、女満別湖南昭和地区農地整備事業、女満別南部

地区農地整備事業、東藻琴地区中山間地域総合整備事業、女満別豊住地区農地整備事

業、藻琴山麓地区草地畜産基盤整備事業を実施し、農業生産の基盤と農村の生活環境

の整備を推進してまいります。 

新規地区として女満別大東地区農地整備事業（通作条件整備型）により、農産物の

輸送効率をはかり農業経営の安定化に資するため、町道中央大東線の整備を推進して

まいります。平成２９年度は調査設計を実施してまいります。美女地区国営かんがい

排水事業につきましては、本郷地域の湛水被害を解消し、農業経営の安定をはかるた

め継続します。町域の排水路については、２８年度で本体工事が完了したことから、

引き続き付帯工事などを実施してまいります。北海道管理区間の黒瀬川下流域の整備

につきましては、２８年度で右岸・橋梁部の整備が完了したことから、引き続き左岸

の整備を実施してまいります。 

  近年の大雨・台風災害による農用地の冠水被害の低減のため、小規模農用地整備事

業を活用し、排水ポンプと発電機を購入して災害時の対応に努めてまいります。 
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酪農・畜産につきましては、全国的に農家戸数と飼養頭数が減少し、生産基盤の弱

体化が問題となっています。畜産クラスター事業などにより生産基盤の強化に必要な

施設や機械の整備を進めるとともに、良質な生乳生産と酪農家の労働負担の軽減など

をはかるため、乳牛検定組合や酪農ヘルパー利用組合への支援を継続します。また、

ＪＡオホーツク網走が取り組んでいる黒毛和牛の改良事業を引き続き支援してまいり

ます。住吉牧野につきましては、入牧家畜の利用促進と健康保持をはかるため、草地

の適正管理に努めてまいります。 

口蹄疫や鳥インフルエンザをはじめとする家畜伝染病対策につきましては、最新情

報の収集に努め、生産者へ速やかに伝達するなど、侵入防止に向けた取り組みを進め

ます。さらに、関係機関との連携による衛生巡回などを行い、生産者における飼養衛

生管理の徹底をはかってまいります。 

 

林業につきましては、森林整備計画に基づく森づくりを推進してまいります。民有

林につきましては、森林所有者の負担軽減と森づくりへの意欲の向上をはかるため、

未来につなぐ森づくり推進事業の活用や森林整備推進対策事業による造林、下刈り、

除間伐を引き続き支援してまいります。新たに造林を目的として、伐採跡地などを取

得し植林を行った森林所有者に対して支援を行ってまいります。 

  森林認証を取得した町有林につきましては、伐採から造林までを計画的に実施する

とともに、引き続き適正な保全管理に努めます。森林認証材を活用し住宅や店舗を新

築、増改築した方に対して、引き続き支援を行ってまいります。 

 

有害鳥獣対策につきましては、「鳥獣被害防止計画」に基づき、農林業被害や人的

被害の防止のため効果的な駆除を実施します。 

駆除従事者の負担軽減と確保のため、エゾシカの駆除処理に要する経費の一部を

引き続き助成するとともに、狩猟免許を取得する方への支援を引き続き行ってまい

ります。 

水産振興につきましては、網走湖における水産資源確保のため、西網走漁業協同組

合が実施する網走湖有用資源・水質環境調査事業やシジミ食味試験事業を引き続き支

援してまいります。 

 

労働・雇用対策につきましては、企業の安定的な経営基盤の確保、雇用機会の拡大

と雇用環境の充実を進めてまいります。 

  町内における雇用の促進や事業主が雇用者の専門的な技術取得の促進をはかり優秀

な人材を確保するため、地域就業者雇用確保事業や地域産業人材育成事業により引き

続き支援してまいります。 
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商工関係についてであります。 

国内の景気は、少子高齢化や潜在成長力の低迷といった構造要因を背景に、雇用や

所得環境が改善しているものの、個人消費や民間投資は力強さを欠いた状況にありま

す。また、北海道においては景気は緩やかに回復しているものの、地域の中小企業か

らは、人口減少による需要の減退、サービス業や建設業における人手不足などへの対

応を求める声もあります。消費環境の充実と地域経済の再生を目指すとともに商工会

や関係機関・団体などと連携し、各種施策を展開してまいります。 

 

  商工会で取り組んでいるプレミアム商品券発行事業につきましては、引き続きプレ

ミアム率を３０パーセントとし、効果測定や分析を進めながら、購買力の流出防止と

消費拡大をはかってまいります。 

 

  ポイントカード事業につきましては、地元商店街における経済循環として、転入者

や出生者、イベントやボランティア事業などへの参加者などに対してポイントを発行

し、事業の促進をはかってまいります。 

 

  中小企業の育成振興と経営の安定化をはかるため、中小企業が融資を受けた資金に

対する利子や保証料の一部を引き続き助成してまいります。 

 

  大空町と圏域の物産・観光振興を展開するため、女満別空港ビル内にある道の駅ア

ンテナショップ空港店の運営費用の一部を引き続き助成してまいります。 

 

商店街の空洞化対策や商工業の活性化をはかるため、起業化支援事業や店舗改修事

業を活用いただくとともに、賑わいに満ちた魅力ある商店街づくりを推進するため、

まちゼミ事業を引き続き実施してまいります。 

 

住宅リフォーム事業につきましては、快適な住環境の向上をはかるとともに、地域

経済の活性化と雇用促進の一助となるよう、費用の一部を引き続き助成してまいりま

す。 

町内の様々な職種の方々が、人的交流や情報交換、幅広く仲間づくりなどができる

よう異業種交流事業を引き続き実施してまいります。 

 

観光関係についてであります。 

平成２１年４月に改訂された「観光庁アクションプラン」では、訪日外国人旅行者

を３２年までに２，０００万人とする目標を掲げました。ビザの緩和、免許制度の拡

充、出入国管理体制の充実などにより、２７年でほぼこの目標が達成され、４，００
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０万人と大幅に上方修正されたところです。 

北海道の観光客入込数につきましては、各地域で誘客戦略が展開されたこともあり、

２８年度に過去最高を記録し、オホーツク圏域においても増加しています。今後、更

に増加させるためには、個々のニーズに対するきめ細やかな対応が求められています。 

２９年度は、町内の観光資源を最大限に活用し、具体的に行動する「観光振興計

画」の初年度となります。町民や観光協会をはじめとする関係者と連携をはかり、体

系的・計画的に観光振興をはかってまいります。 

 

  町の景観の魅力を発見し、共有していくため、オホーツク大空町観光協会が実施す

る観光スポットを選定する取り組みに対して支援を行ってまいります。 

 

オホーツクの魅力発信と地域の活性化をはかるため、サイクリング愛好者をターゲ

ットとした事業に取り組むため、北見市、網走市、大空町の３市町で構成する協議会

へ参画してまいります。 

  

  平成２８年度にリニューアルオープンした朝日ヶ丘公園パークゴルフ場につきまし

ては、多くの皆様に利用されるよう管理と運営に努めてまいります。 

 

芝桜公園につきましては、公園と駐車場を結ぶ連絡歩道橋の老朽化に伴う改修整備

を進め、入園者の安全対策に取り組みます。芝桜の苗の老朽化も現れていることから、

指定管理者と連携して植え替えを進めます。芝桜の魅力アップと集客力を高め大空町

の知名度の向上に努めてまいります。 

 

花観光につきましては、春は水芭蕉や芝桜、夏から秋まではひまわりを観賞するた

め、多くの観光客が訪れています。各種広報手段を活用し、開花情報や周辺観光情報

の提供に努めてまいります。 

 

  イベントにつきましては、「芝桜まつり」「観光夏まつり」「ふるさとまつり」な

どの開催について引き続き支援するとともに、マスメディアを積極的に活用して情報

発信に努めてまいります。 

 

冬季の体験型観光として、道の駅メルヘンの丘めまんべつに大型滑り台やスノーシ

ュー体験コースを造成するなど、観光客が気軽に雪遊びを体験できる場を提供してま

いります。 
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  ひがしもこと乳酪館につきましては、産・学・官連携による新製品の研究開発に引

き続き取り組むとともに、製品の新たな販路の拡大や広報活動などを充実し、収益の

確保に努めてまいります。 

 

建設関係についてであります。 

道路整備事業のうち、開陽中央線につきましては、平成２８年度に新しい落合橋の

供用を開始いたしました。２９年度は橋前後の区間の舗装仕上げ工事と旧道の撤去を

行うとともに、日進方面への設計に向けた検討を進めてまいります。 

栄町６丁目線と満照寺通り線につきましては、歩道整備を行い市街地の安全な歩行

空間を確保します。 

道路付属物点検事業では、幹線道路における標識や法面の点検を行い、安全の確保

に努めてまいります。 

 

昨年８月の台風被害の復旧につきましては、早期の完成を目指して発注を行ってま

いります。 

 

  橋梁につきましては、安全性を確保するため長期的な視野に立った計画的な維持管

理が求められています。橋梁補修等整備事業として鴎橋の修繕工事と橋梁の近接目視

点検を進めてまいります。 

  河川につきましては、適切な維持管理に努めるとともに、国や北海道と密接に連携

し、降雨被害の軽減をはかってまいります。 

 

除雪機械につきましては、女満別地区の除雪ドーザと東藻琴地区の小型ロータリ除

雪車の更新をはかってまいります。併せて除雪ドーザに設置できる草刈装置を購入し、

夏季における適切な町道管理にも活用してまいります。 

 

  道路、橋梁、河川の維持と除排雪につきましては、指定管理者による管理を実施し

ています。平成２８年度より、体制を変更するとともに機械の更新や増強を進めてい

ることから、連携しより良い施設管理を行ってまいります。 

  

街灯につきましては、平成２８年度に LED 化をはかり、今後１０年間は民間事業者

の管理となります。事業者と連携し、適切な維持管理に努めてまいります。 

 

都市公園につきましては、運動公園の遊具などの整備が完了いたしました。町民皆

様の憩いの場として、多くの利用がいただけるようピーアールに努めてまいります。
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また、都市公園や緑地は、安心して、安全に利用していただくことができるよう、引

き続き施設の点検と適切な維持管理を行ってまいります。 

 

簡易水道事業につきましては、老朽管の更新を進めるとともに、道路工事などに合

わせた配水管の入れ替えなどを行い、安心で安定した給水に努めてまいります。 

  東藻琴地区での水源調査につきましては、平成２８年度までの調査結果に基づき、

ボーリング調査を行い、水量、水質の確認を進めてまいります。 

 

  下水道事業につきましては、マンホールポンプ所の長寿命化工事や設備機器の更新

を計画的に進めるとともに、道路工事に合わせた汚水管の入れ替えを行い、安定した

サービスの提供に努めてまいります。 

 

併処理浄化槽につきましては、設置費用の一部助成を引き続き行うとともに、町設

置分の適正管理に努め、生活環境の改善と公共用水域の水質保全をはかってまいりま

す。 

 

 

学校教育関係についてであります。 

学校教育環境の整備につきましては、東藻琴小学校の体育館を建設するとともに、

女満別中学校の大規模改修に向けた実施設計に着手してまいります。 

両地区中学校の教育用コンピューターを更新するとともに、新たにタブレット端末

を導入し、ＩＣＴ授業の充実をはかってまいります。また、認定こども園の開設に向

けた基本構想の策定に着手してまいります。 

 

学習指導の充実につきましては、指導主事を１名増員して新学習指導要領に基づい

た教育活動を展開するとともに、カリキュラムの連携や接続、授業改善など学校への

指導体制を充実し、大空町に相応しい一貫教育の実現を目指してまいります。 

 

特色ある教育活動の推進につきましては、学校図書館司書を引き続き配置し、児

童・生徒が本に親しみやすい図書環境の更なる充実をはかってまいります。 

語学指導助手を引き続き配置し、指導主事と共に国際理解を深める取り組みや語学

教育の充実をはかってまいります。 

地域コーディネーターを引き続き配置し、地域と学校の連携をはかるとともに、地

域資源を活用した特色ある学習を推進してまいります。 

特別支援コーディネーターを引き続き配置し、学校や関係機関との連携を強化して

特別支援教育の充実をはかるとともに、いじめや不登校などの予防、早期発見・早期
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解決に向けた相談体制の充実をはかってまいります。 

 

  高等教育の充実につきましては、町立の東藻琴高等学校と道立の女満別高等学校の

特色ある教育活動への支援や通学対策、寄宿舎の運営、制服購入費の助成などを引き

続き行ってまいります。 

大空町の新しい高校づくりにつきましては、両校の発展的な統合に向けた具体的な

検討を行います。地域と共にある学校として平成３２年度の開校を目指し、町民皆様

と魅力ある高校づくりを進めてまいります。 

 

教育機会の確保と充実につきましては、高等学校や大学などの就学に必要な費用に

対する奨学金の無利子貸付けや利子助成を引き続き行ってまいります。 

多子世帯の子育てを応援するため、町立保育園・幼稚園の保育料を軽減するととも

に、高等学校や大学などへの進学に対する費用の一部を引き続き支援してまいります。 

学校給食につきましては、子育て世代の負担軽減と、食に関する理解を深める食育

活動を推進するため、給食の無償化を引き続き実施してまいります。また、郷土で生

産された農産物などを活用したふるさと給食を引き続き提供してまいります。 

  

社会教育関係についてであります。 

町民皆様が主体的に行っている各種社会教育活動につきましては、生涯学習を推進

する観点から更に充実するよう継続して支援を行ってまいります。 

 

少年教育につきましては、引き続き社会教育コーディネーターを配置し、子どもた

ちが安心して健やかに活動できる環境づくりに努めてまいります。 

  姉妹都市である稲城市や友好町である氷川町との児童・生徒交流事業を引き続き実

施するほか、ボランティアリーダー研修会への参加や長期休業中の学習サポート事業

などを実施します。児童・生徒が広い視野を持てるよう事業を展開するとともに、健

全育成と学習意欲の向上に努めてまいります。 

 

  青年の育成につきましては、青年団体の主体的な活動を引き続き支援するとともに、

リーダー養成や青年相互の交流を促進し、地域活動の担い手づくりを目指してまいり

ます。 

 

芸能文化活動につきましては、日頃の練習成果を多くの町民に発表いただける環境

を提供するほか、総合型芸能文化倶楽部の活動を充実し、地域の芸能文化の振興をは

かってまいります。 
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  旧豊住小学校につきましては、管理人を配置し、社会教育活動を中心に町民活動や

スポーツ合宿などに利用していただいております。施設の一部改修を行い利便性の向

上をはかるとともに、更なる活用について検討してまいります。 

 

  国の天然記念物に指定されている女満別湿生植物群落につきましては、水芭蕉の減

少を調査研究するため、水位調査を継続実施するとともに、保全対策連絡会議の意見

を聴き、環境保全に向けた調査研究を進めてまいります。 

 

豊かで感性あふれる心を育む読書活動の推進につきましては、幼少期の関わりが大

切です。親子で本とふれあう時間をつくり、本を通して豊かな感性を広げるためのブ

ックスタート事業を引き続き行ってまいります。 

 

  スポーツの振興につきましては、自治会の融和や町民の体力づくりを目的としたミ

ニバレーボール、300 歳バレーボール、自治会対抗ソフトボール大会の開催と、年齢

に関係なく気軽に体験できるスポーツ縁日や各種講習会を引き続き実施してまいりま

す。 

自主的に活動している総合型地域スポーツクラブやウィンタースポーツをサポート

する実行委員会をはじめ、各種体育団体やサークルなどの運営と活動に対して支援す

るほか、人材を確保するため指導者の資格取得に対し、引き続き支援してまいります。 

 

  体育施設につきましては、町民皆様に快く利用いただける施設となるよう計画的に

改修を行い、長寿命化をはかるとともに備品の整備を行ってまいります。 

継続事業となっています運動公園野球場の大規模改修が平成２９年度で完了となり

ます。電光掲示板の設置や夜間照明の LED 化、外野フェンスの整備のほか、球場周辺

の樹木の整理を行ってまいります。 

  

  教育文化合宿誘致につきましては、質の高い文化団体やスポーツ団体などを招へい

し、教育・文化・スポーツによる町民との交流活動を更に推進するとともに、交流人

口の拡大に向けて新たな合宿の誘致を進めてまいります。 

 

文化事業につきましては、町内の劇団や各種団体が主催する公演について引き続き

支援してまいります。 

町民に質の高い芸術に触れていただく機会として、青少年育成協会が行う芸術鑑賞

事業に対する助成を充実してまいります。また、給与体系や就業規則などを見直し、

人材確保と経営の安定化をはかるための支援を行ってまいります。 

大空町の文化振興の推進母体となっています文化団体協議会に対して、引き続き支
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援を行います。姉妹都市稲城市との文化交流２５周年と大空町文化団体協議会創立１

０周年の記念事業として実施する稲城市こどもミュージカル公演に対し、費用の一部

を助成してまいります。 

 

事業の概要について申し上げましたが、その結果平成２９年度の予算は、 

一般会計                 ８，３１０，９７８千円 

国民健康保険事業特別会計         １，３４０，２９８千円 

 後期高齢者医療特別会計            １０４，２９４千円 

 介護保険事業勘定特別会計           ７６０，９２４千円 

 介護サービス事業勘定特別会計           ７，０４３千円 

 簡易水道事業特別会計             ３５３，０５９千円 

 下水道事業特別会計              ４１３，７４９千円 

 個別排水処理事業特別会計            ３０，１２０千円 

 合計                  １１，３２０，４６５千円 

となりました。 

 

私の町政に臨む基本的な考え方と事業の概要、各会計の予算について述べさせてい

ただきました。 

 

一昨年は妻の父が亡くなり、昨年は私の父が他界いたしました。大勢のご弔問の皆

様の姿や言葉に触れ、人はたくさんの方々の支えによって生かされているのだと、改

めて実感した次第です。支えてくださる人がこのまちにいるからこそ、まちを愛し、

人を愛することが何よりも大切だと思います。 

私は特別な人間ではありません。生活の中で疑問も感じます。笑うことも、涙する

ことも、怒りを覚えることや失望を感じることもあります。気弱になることもあり、

欲もあります。家族とともに暮らす普通の人間です。普通の生活があるから、町民皆

様と共通の発想を持つことができると信じています。良くなりたいと思う気持ちがあ

るから、まちづくりへのエネルギーが生まれると考えています。これからも初心を忘

れることなく、「人・花・心」育みのまちづくりに努力を重ねてまいる所存です。ご

理解とご支援を賜りますよう、心からお願いを申し上げます。 

 

なお、提案いたしております予算の細部につきましては、担当者から説明させてい

ただきます。ご審議の上、ご賛同賜りますようお願い申し上げます。 

 

◇議  長 これで、町政執行方針の説明は終わりました。 

ここで１０分間休憩します。 
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（休憩 午前１１時１６分） 

（再開 午前１１時２６分） 

 

◇議  長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 

◇議  長 日程第６ 平成２９年度大空町教育行政執行方針の説明を行います。 

渡邊教育長から教育行政執行方針について説明の申し出がありますので、これを許

します。 

渡邊教育長。 

 

◇教 育 長 平成２９年第１回大空町議会定例会の開会に当たり、平成２９年度教育行

政の執行に関する主要な方針について申し上げます。 

今日、グローバル化や高度情報化が加速度的に進展する一方で、今後、急激な人口

減少と少子高齢社会を迎えることから、地方創生を実現するため、多くの課題に一体

的に取り組むとともに、地域や住民が主体的に社会を創り出していくことが求められ

ています。 

このような変化が激しく、先を見通せない社会において、本町を持続的に発展させ

ていくためには、自らが変化し大空町の未来を創り出していくという主体性を持った

人づくりや郷土の歴史・文化を誇りに思い、生涯にわたり生きがいを持って活躍でき

る学びづくりが重要であります。 

大空町教育委員会は、多くの教育課題に対応するため、町長が主宰する総合教育会

議との連携のもと、第２次大空町総合計画や大空町教育推進計画、総合戦略などに基

づいた各種教育施策に積極的に取り組んでまいります。 

 

学校教育の推進について申し上げます。 

第１に確かな学力の定着と自立する生き方を育む教育活動の充実についてでありま

す。 

子どもたちが変化の激しい社会において自立して生きていくためには、基礎的・基

本的な知識・技能やそれらを活用できる力、すなわち「確かな学力」を育むことが必

要であります。 

このため、子どもたち一人一人の理解や習熟の程度に応じた少人数・習熟度別指導

やティーム・ティーチングなど、個に応じたきめ細かな指導による授業改善を進める

とともに、放課後や長期休業中の補充的な学習サポートを社会教育事業と合わせて実

施することにより、確かな学力の定着に努めてまいります。 

全校統一した家庭学習・宿題の取り組みにより、家庭と連携・協力して、児童・生
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徒が自ら計画を立てて学習に取り組む習慣の定着をはかってまいります。 

全国学力・学習状況調査結果の分析を行い、結果及び改善策を保護者や町民皆様に

公表するとともに、学習指導方法の改善に活かしてまいります。 

  ＩＣＴ（情報通信技術 :「Ｉ」インフォメーション、「Ｃ」コミュニケーション、

「Ｔ」テクノロジーの略）機器等を効果的に活用した指導方法の工夫改善に努め、児

童・生徒に「わかる授業」を提供してまいります。本年度は、中学校の教育用コンピ

ューターを更新するとともに、併せてタブレット端末を導入し、ＩＣＴ授業の充実を

はかってまいります。 

  将来、児童・生徒が社会人・職業人として自立していくことができるよう、コミュ

ニケーション能力や勤労観、職業観を育成するため、発達段階に応じたキャリア教育

を推進してまいります。 

 

  新しい時代に求められる資質・能力を子どもたちに育む「社会に開かれた教育課

程」や学びの本質として重要となる「主体的・対話的で深い学び」の実現、「カリキ

ュラム・マネジメント（教育課程の管理）」の確立など、次期学習指導要領全面実施

に向けて２名の指導主事を教育委員会に配置し、学校教育に関わる指導体制の一層の

強化をはかってまいります。 

 

グローバル社会にあって、国際感覚や外国語力を身につけることは、ますます重要

になっております。外国語活動の教科化に向けた準備を進めるとともに引き続き語学

指導助手を配置し、指導主事と共に国際理解を深める取り組みや英語教育の充実をは

かってまいります。また、「まちんなか留学事業」の定着と効果的な活用をはかると

ともに、新たに外国人ホームスティの推進についても取り組んでまいります。 

特別支援教育の推進や通級指導教室の運営支援のため、特別支援コーディネーター

を引き続き配置し、学校・関係機関との連携強化や校内研修の実施などにより、個々

の状況に応じた一貫した支援の充実に努めてまいります。また、補助教諭を引き続き

小学校に配置するとともに本年度から新たに女満別中学校に配置し、きめ細かな教育

指導の充実をはかってまいります。 

 

第２に豊かな心と健やかな体を育む教育活動の充実についてであります。 

  就学前の幼児期は、生涯にわたる人格形成の基礎を培う重要な役割を担っているこ

とから、平成３０年度から全面実施される幼稚園教育要領に向けて幼児教育の充実に

努めてまいります。 

  道徳教育の教科化に向けて、子どもたちが生命を大切にする心、思いやりのある心、

美しいものに感動する心、ふるさとを愛する心などを育むとともに、いじめを生まな

い人間関係の形成をはかるため、教育活動全体を通して道徳教育の充実に努めてまい
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ります。 

地域の豊かな資源を活用した特色ある学習を推進するため、地域コーディネーター

を引き続き配置し、地域と学校の連携をはかるとともに本物の体験教育を推進してま

いります。 

学校図書館司書を引き続き配置し、図書館との連携による児童・生徒の読書活動の

充実をはかるとともに、「朝読」「家読」運動を推進し、望ましい読書習慣を形成し

てまいります。 

  いじめや不登校につきましては、「大空町いじめ防止基本方針」に基づき、未然防

止の取り組みを推進するとともに情報の共有化をはかり、早期発見・早期解決に向け

て組織的な対応に努めてまいります。 

 

  全国体力・運動能力、運動習慣等調査結果の分析を行い、結果及び改善策を保護者

や町民皆様に公表するとともに、体力向上に向けた指導方法の改善に活かしてまいり

ます。 

  縄跳び運動や体育の授業の充実、家庭における運動の奨励により、子どもたちの体

力づくりを推進してまいります。 

  学校・家庭・地域と連携して「早寝・早起き・朝ごはん」や「ノーゲームデー」な

どを推進し、子どもたちの基本的な生活習慣の確立に努めてまいります。 

学校給食については、子育て世代の負担軽減をはかるため、引き続き無償化を実施

するとともに、児童・生徒や保護者が望ましい食習慣や身体の基礎となる食の大切さ

を学んでもらうために、栄養教諭などによる日常的な給食指導や食育教育を計画的に

推進してまいります。また、食育の一環として取り組んでいる地場産品を活用した

「ふるさと給食」を継続的に実施するとともに、安全・安心な給食が提供できるよう

食物アレルギー対応のためのアレルギー検査にかかる費用の一部助成についても引き

続き実施してまいります。 

 

第３に信頼に応える学校づくりと子育て世代への支援についてであります。 

学校評議員制度の有効な活用や毎年度実施している学校評価をもとに学校改善をは

かるとともに、結果や改善策の公表により開かれた学校づくりを推進してまいります。 

学習の円滑な移行や指導の充実のため、幼稚園と小学校、小学校と中学校の連携・

接続をスムーズに行うための取り組みを継続するとともに、幼・小・中・高校間や同

校種間の連携・交流を一層推進してまいります。また、小中一貫教育の実現に向けた

検討を進めてまいります。 

学校教育指導を生きたものとするため、授業公開や全体協議の充実をはかってまい

ります。 

授業改善に直結する校内研修の推進と教職員の研修機会の拡充、学校教育研究会活
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動の充実をはかるとともに、講習会・研究会への参加促進と授業交流、教職員間の交

流を推進してまいります。 

  交通違反や体罰などの教職員の不祥事防止につきましては、北海道教育委員会の

「コンプライアンス確立月間」などを通じて、教職員の自覚を促す指導を行ってまい

ります。 

 

町立東藻琴高等学校及び道立女満別高等学校で取り組まれている地域に根ざした魅

力ある教育実践に対して継続して支援するとともに、教育環境の充実に努めてまいり

ます。 

大空町の新しい高校づくりにつきましては、「大空町の高等学校教育を考える協議

会」の議論を踏まえ、両校の発展的な統合に向けた具体的な検討を行ってまいります。

地域と共にある学校として平成３２年の開校をめざし、町民皆様と魅力ある高校づく

りを進めてまいります。 

 

コミュニティ・スクール（学校運営協議会制度）の導入に向けた検討を進め、地域

に開かれた学校運営の体制づくりを推進してまいります。 

 

幼保の連携をはかるとともに、子ども・子育て支援制度の定着に努めてまいります。

本年度は、認定こども園の開設に向けた基本構想の策定に着手してまいります。 

子育て世代の多子世帯に対し、町立保育園・幼稚園の保育料を軽減するとともに、

高校や大学などへの進学に要する費用の一部を引き続き支援してまいります。 

 

東藻琴小学校が開校１１０周年、東藻琴中学校が開校７０周年を迎えるに当たり、

記念事業実施のために必要な支援を行ってまいります。 

 

学校教育施設の整備につきましては、東藻琴小学校の体育館を建設するとともに、

女満別中学校の大規模改修に向けた実施設計に着手してまいります。 

スクールバスにつきましては、安全運行の徹底は勿論のこと、児童・生徒の通学環

境と利便性の向上に努めてまいります。 

 

社会教育の推進について申し上げます。 

第１に生涯学習の振興についてであります。 

子どもから高齢者まで生涯を通じて、町民皆様が豊かで活気ある生活を送るために

は、一人一人が生きがいを感じ仲間と一緒に自己研鑽することが大切であり、率先し

て学び、学んだ成果を地域社会に活かすことのできる環境をつくる必要があります。 

生涯学習事業に関わる関係団体や行政関係部局と緊密な連携をはかりながら的確に
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町民皆様が求めるニーズを把握し、豊かな人間性とすばらしい感性を育むための生涯

学習環境の実現に向けた取り組みを進めてまいります。 

 

全国的にも深刻となっている少子化、核家族化などの進行に伴い、人間関係や連帯

感の希薄化が進み、子どもたちの成長にとって大切な体験や異世代との交流が不足し

ており、家庭や地域での教育力の向上が求められています。 

そのような中で、家庭・学校・異世代との連携をはかりながら、親子が楽しめる事

業の展開や異世代との交流事業などを積極的に取り組むため、子育て支援ネットワー

ク事業による「親子体験講座」を実施するとともに、基礎的な学力や規律ある生活習

慣を身につけるため、長期休業中の児童を対象とした補充的な学習や体験サポート事

業を引き続き実施してまいります。 

 

子どもたちが安全でのびのびと活動できる環境づくりを整備するため、子どもワー

ルド２１の活動など放課後週末活動支援事業を継続実施するとともに、青少年健全育

成指導委員会や青少年健全育成町民会議と連携しながら、子どもたちの安全確保や非

行防止の推進のため青少年の各種活動を支援してまいります。 

姉妹都市稲城市・友好町氷川町との児童・生徒の交流事業につきましては、引き続

き実行委員会に対して支援するとともに、相互の歴史や文化、郷土を学び体験できる

文化交流の機会として内容を充実してまいります。 

 

青年団体が行う自主的な活動を引き続き支援するとともに、青年リーダーの育成を

積極的に推進し、青年交流事業や地域行事への参加など、まちづくりへの参画を促し

てまいります。 

 

学習ニーズが多様化・複雑化している成人期においては、生活に活用できる生涯学

習講座を開催するとともに、自主的な活動の推進により、仲間づくりが進むよう学習

環境の整備に努めてまいります。 

 

女性の自己充実と自己実現のため、大空町自治会女性部連絡協議会をはじめ、女性

団体やグループの活動を引き続き支援するとともに、求められる学習機会を提供して

まいります。 

 

第２に芸術・文化の振興と文化財保全及び読書活動の推進についてであります。 

 価値観の多様化や情報技術の発展に伴い、素晴らしい芸術や文化に触れる機会が増

え、「心の豊かさ」を求める気運が高まりを見せています。 

  自主的・自発的な文化活動や歴史ある地域文化の振興を促すため、大空町文化団体
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協議会などが実施する町民文化祭や各種文化事業などの活動を継続的に支援するとと

もに、東京都稲城市との姉妹都市交流２５年、大空町文化団体創立１０年を記念し、

文化交流事業として実施する稲城市子どもミュージカルの招へいに対して支援を行っ

てまいります。 

芸術文化振興を目指して創設された総合型芸能文化倶楽部の活動を充実し、指導者

の養成やリーダーの発掘など新たな文化の創造に努めてまいります。 

  芸術文化振興の推進母体とも言える大空町青少年育成協会と連携し、町民ニーズを

把握し、優れた芸術鑑賞機会の提供に努めるとともに、継続して文化団体の合宿誘致

を行い、芸術や文化を町民が体験し表現できる機会の創設をはかってまいります。 

 

天然記念物に指定されている女満別湿生植物群落は、水芭蕉の減少が大きな課題と

なっております。北海道大学や関係団体と連携し継続して群落内の水位調査を実施し、

保全に向けた対策を検討してまいります。 

町内には、貴重な文化財や各種の歴史的財産が点在し、保全の取り組みが必要であ

ります。郷土・歴史文化保勝会の主体的な活動を支援するとともに、関係団体と連携

し、文化財などの保全や保存に向けた取り組みを進めるほか、文化財の展示など町民

皆様に鑑賞いただく取り組みを行ってまいります。 

 

 町内に２か所ある図書館では、図書の充実をはかるとともに、大空町図書館第２期

５ヶ年計画及び子どもの読書活動推進計画に基づいて、引き続き町民皆様の読書活動

を推進してまいります。 

町民皆様が図書に親しみをもってもらえるよう図書館内での各種自主事業の展開や、

学校や地域で読書の機会を提供する移動図書館車巡回運行や学校配本事業を引き続き

推進してまいります。 

また、幼児期に豊かな感性を育むために親子で行う読書活動として、ブックスター

ト事業に引き続き取り組んでまいります。 

 

第３にスポーツ活動の推進についてであります。 

  少子高齢社会の中で、心身ともに健康で豊かな生活を送ることは、町民の願いであ

り、幸せを実感できるものであります。 

  スポーツは、健康な心身の源であり、子どもから高齢者までそれぞれの時期に適し

た様々なスポーツに親しみ、楽しむことができる環境づくりが求められています。 

スポーツ推進委員や体育協会加盟団体との連携協力により、町民誰もが気軽に参加

できる事業の展開や、親子で楽しめるスポーツ教室の開催、町民全体を対象としたミ

ニバレーボール大会などを継続して開催します。また、各種スポーツの指導者養成と

指導力向上に努めてまいります。 
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バスケットボールをはじめとして、バレーボール、相撲、柔道といった質の高いス

ポーツ団体の合宿を誘致し、交流人口の拡大のほか地域とのふれあいやスポーツ事業

の活性化をはかってまいります。 

また、新しいスポーツ合宿の誘致にも積極的に取り組んでまいります。 

 

第４に社会教育施設の充実についてであります。 

  生涯学習事業を展開していくためには、町民皆様のニーズに対応した社会教育環境

の整備・充実が不可欠であります。社会教育施設などの計画的な整備による施設の長

寿命化をはかるとともに、指定管理者との連携により施設利用者の要望を踏まえなが

ら、適切な維持管理と安全性の確保に努めてまいります。また、指定管理者が行う自

主事業や連携事業により、社会教育施設を活用した各種文化・スポーツ事業の充実に

取り組んでまいります。 

平成２７年度に着手いたしました女満別運動公園野球場の大規模改修工事は、平成

２９年度で完成を迎えることとなっており、野球場のほか周辺スポーツ施設の利活用

の向上に取り組んでまいります。 

旧豊住小学校施設につきましては、社会教育を中心とした多様な各種事業への活用

と施設の適切な維持管理のため、本年度は１階トイレを改修し、利便性の向上をはか

ります。また、継続して管理人を配置し、利用しやすい施設として活用をはかるとと

もに、引き続き施設の適正な活用方法について検討してまいります。 

 

以上、平成２９年度の教育行政執行にあたっての主要な方針について申し上げまし

た。 

大空町教育委員会といたしましては、本町の将来を担う子どもたちが、郷土に誇り

を持って未来に向かってたくましく成長していくことができるよう、学校・家庭・地

域をはじめ、関係機関・関係団体との連携をはかりながら、大空町教育の一層の充

実・発展に全力で取り組むとともに、町民一人一人が生涯にわたり豊かに学び、学ん

だことを活かすことのできる生涯学習社会の実現をめざしてまいりますので、町議会

議員並びに町民皆様のご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。 

 

◇議  長 これで教育行政執行方針の説明は、終わります。 

 

    ◎日程第７ 諮問第１号 

◇議  長 日程第７ 諮問第１号 人権擁護委員の推薦についてを議題とします。 

本件について、提案理由の説明を求めます。 

山下町長。 
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◇町  長 議案書の１ページでございます。 

「諮問第１号 人権擁護委員の推薦について 

人権擁護委員鎌田宏惇が、平成２９年６月３０日をもって任期が満了するので、人

権擁護委員法第６条第３項の規定により、次の者を後任委員に推薦することについて、

議会の意見を求める。 

平成２９年３月７日提出 大空町長 山下英二。 

記 住所 北海道網走郡大空町東藻琴西倉３５３番地の１。氏名 鎌田宏惇。生年

月日 昭和２５年１２月１１日生まれ」の６６歳でございます。 

鎌田氏は、平成２０年７月から３期９年間、人権擁護委員として人権啓発及び相談

活動に従事され、熱意を持ち、積極的に活動されております。広く社会の実情に通じ

温厚な人柄であり、人権擁護委員に適任であると判断しております。 

引き続き同氏を推薦いたしたく議会の意見を求めるものでございます。 

本人の履歴につきましては、参考資料の１ページ、２ページに記載いたしておりま

すので、御覧いただきたいと存じます。 

以上、提案理由の説明とさせていただきます。御賛同賜りますようお願い申し上げ

ます。 

 

◇議  長 これから質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 

暫時休憩します。 

 

    （休憩 午前１１時５０分） 

    （再開 午前１１時５１分） 

 

◇議  長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

お諮りします。本件は、お手元に配付しました意見書のとおり適任と答申したいと

思います。 

御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、諮問第１号 人権擁護委員の推薦については、お手元に配付しました

意見書のとおり、適任と答申することに決定しました。 
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    ◎日程第８ 諮問第２号 

◇議  長 日程第８ 諮問第２号 人権擁護委員の推薦についてを議題とします。 

本件について、提案理由の説明を求めます。 

山下町長。 

 

◇町  長 議案書の３ページでございます。 

「諮問第２号 人権擁護委員の推薦について 

人権擁護委員河崎琢也が、平成２９年６月３０日をもって任期が満了するので、人

権擁護委員法第６条第３項の規定により、次の者を後任委員に推薦することについて、

議会の意見を求める。 

平成２９年３月７日提出 大空町長 山下英二。 

記 住所 北海道網走郡大空町女満別本通６丁目１番１号。氏名 河崎琢也。生年

月日 昭和３３年２月１９日生まれ」の５９歳てございます。 

河崎氏は、平成２３年７月から２期６年間人権擁護委員として人権啓発及び相談活

動に従事され、誠意をもって、活動に取り組まれております。地域のさまざまな活動

にも参加され、実情に通じ、人権擁護委員に適任であると判断いたしております。 

引き続き同氏を推薦いたしたく議会の意見を求めるものでございます。 

本人の履歴につきましては、参考資料の３ページ、４ページに記載しておりますの

で、御覧いただきたいと存じます。 

以上、提案理由の説明とさせていただきます。御賛同賜りますようお願いを申し上

げます。 

◇議  長 これから質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 

暫時休憩します。 

 

     （休憩 午前１１時５４分） 

     （再開 午前１１時５５分） 

 

◇議  長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

お諮りします。本件は、お手元に配付しました意見書のとおり適任と答申したいと

思います。 

御異議ありませんか。 
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（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、諮問第２号 人権擁護委員の推薦については、お手元に配付しました

意見書のとおり、適任と答申することに決定しました。 

 

◎日程第９ 諮問第３号 

◇議  長 日程第９ 諮問第３号 人権擁護委員の推薦についてを議題とします。 

本件について、提案理由の説明を求めます。 

山下町長。 

◇町  長 議案書の５ページでございます。 

「諮問第３号 人権擁護委員の推薦について 

人権擁護委員高木国広が平成２９年３月３１日をもって退任事由が生じたので、人

権擁護委員法第６条第３項の規定により、次の者を後任委員に推薦することについて

議会の意見を求める。 

平成２９年３月７日提出 大空町長 山下英二。 

記 住所 北海道網走郡大空町東藻琴３５３番地の６。氏名 中鉢由美子。生年月

日 昭和３３年５月１４日生まれ」の５８歳でございます。 

中鉢氏は、民生委員児童委員の主任児童委員として地域の児童に関する相談、支援

に携わり、問題解決の手助けとなるような活動に従事されており、人権擁護委員の活

動についても理解のある方と認識してございます。 

後任の人権擁護委員に適任であると判断いたしますことから、同氏を推薦いたした

く議会の意見を求めるものでございます。 

本人の履歴につきましては、参考資料の５ページに記載いたしておりますので、御

覧いただきたいと存じます。 

以上、提案理由の説明とさせていただきます。御賛同賜りますようお願い申し上げ

ます。 

 

◇議  長これから質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 

暫時休憩します。 

 

（休憩 午前１１時５７分） 

    （再開 午前１１時５８分） 
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◇議  長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

お諮りします。本件は、お手元に配付しました意見書のとおり適任と答申したいと

思います。 

御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、諮問第３号 人権擁護委員の推薦については、お手元に配付しました

意見書のとおり適任と答申することに決定しました。 

◇議  長 ここで昼食のため休憩します。 

再開は午後１時とします。 

 

（休憩 午前１１時５９分） 

（再開 午後０１時００分） 

 

◇議  長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 

    ◎日程第１０ 同意第１号 

◇議  長 日程第１０ 同意第１号 大空町教育委員会委員の任命についてを議題と

します。 

本件について提案理由の説明を求めます。 

山下町長。 

 

◇町  長 議案書の７ページでございます。 

「同意第１号 大空町教育委員会委員の任命について 

大空町教育委員会委員相馬隆が、平成２９年６月１１日をもって任期が満了するの

で、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第４条第２項の規定により、次の者を

後任委員に任命することについて議会の同意を求める。 

平成２９年３月７日提出 大空町長 山下英二。 

記 住所 北海道網走郡大空町女満別眺湖台２丁目４番１７号。氏名 三浦裕幸。

生年月日 昭和２６年９月１５日生まれ」の６５歳でございます。 

三浦氏は、女満別小学校教諭、旧豊住小学校長を歴任され、現在は女満別幼稚園長

として園の運営に携わっておられます。 

また、社会教育委員や学校評議員、教育支援委員会委員など、大空町の教育行政に

関わってこられました。 

大空に人・花・心育むまちの教育の実践において、教育委員会の役割は、重要とな
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っております。経験が豊かで見識も広く、教育委員会委員に適任であると判断いたし

ますことから、同氏の任命につきまして、議会の同意を求めるものでございます。 

なお、本人の履歴につきましては、参考資料の７ページ、８ページに掲載してござ

いますので、御覧いただきたいと存じます。 

以上、提案理由の説明とさせていただきます。何とぞ御同意を賜りますようお願い

を申し上げます。 

 

◇議  長 これから質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 

これから、同意第１号 大空町教育委員会委員の任命についてを採決します。 

お諮りします。本件は、同意することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、同意第１号 大空町教育委員会委員の任命については、同意すること

に決定しました。 

 

    ◎日程第１１ 同意第２号 

◇議  長 日程第１１ 同意第２号 オホーツク町村公平委員会委員の選任について

を議題とします。 

本件について、提案理由の説明を求めます。 

山下町長。 

 

◇町  長 議案書の９ページでございます。 

「同意第２号 オホーツク町村公平委員会委員の選任について 

オホーツク町村公平委員会委員 田村昌文が平成２９年３月３１日をもって任期が

満了するので、オホーツク町村公平委員会規約第３条第１項の規定により、次の者を

後任委員に選任することについて議会の同意を求める。 

平成２９年３月７日提出 大空町長 山下英二。 

記 住所 北海道常呂郡置戸町字北光５０番地の１３３。氏名 田村昌文。生年月

日 昭和２３年６月１６日生まれ」の６８歳でございます。 

田村氏は人格高潔で識見高く、公平公正であり、公平委員会委員に適任であると判

断いたしますことから、当氏の選任につきまして、議会の同意を求めるものでござい

ます。 
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なお、本人の履歴につきましては、参考資料の９ページに掲載してございますので、

御覧いただきたいと存じます。 

以上、提案理由の説明とさせていただきます。何とぞ御同意を賜りますようお願い

を申し上げます。 

 

◇議  長 これから質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 

これから、同意第２号 オホーツク町村公平委員会委員の選任についてを採決しま

す。 

お諮りします。本件は、同意することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、同意第２号 オホーツク町村公平委員会委員の選任については、同意

することに決定しました。 

 

    ◎日程第１２ 議案第３号 

◇議  長 日程第１２ 議案第３号 町道路線の廃止についてを議題とします。 

本案について、提案理由の説明を求めます。 

高島建設課参事。 

 

◇建設課参事 議案書１１ページでございます。 

「議案第３号 町道路線の廃止について 

道路法第１０条第１項の規定により、次の町道路線を廃止したいので、同条第３項

の規定により議会の議決を求める。 

平成２９年３月７日提出 大空町長 山下英二。 

記 １ 廃止する路線 路線名 栄町六丁目線、栄町六丁目西線、栄町五条線」の

３路線を廃止するものであります。参考資料１１ページでございます。栄町六丁目線

と栄町六丁目線の一部について歩道整備を計画していることから、町道路線の見直し

が必要となり、廃止するものであります。 

以上、提案理由につきまして御説明を申し上げましたので、御審議くださいますよ

うよろしくお願いいたします。 

 

◇議  長 これから質疑を行います。 
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 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。 

討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 

これから議案第３号 町道路線の廃止についてを採決します。 

お諮りします。本案は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、議案第３号 町道路線の廃止については、原案のとおり可決されまし

た。 

 

    ◎日程第１３号 議案第４号 

◇議  長 日程第１３ 議案第４号 町道路線の認定についてを議題とします。 

本案について、提案理由の説明を求めます。 

高島建設課参事。 

 

◇建設課参事 議案書１３ページでございます。 

「議案第４号 町道路線の認定について 

道路法第８条第１項の規定により、次の路線を町道路線に認定したいので、同条第

２項の規定により議会の議決を求める。 

平成２９年３月７日提出 大空町長 山下英二。 

記１ 認定する路線 路線名 栄町六丁目線、栄町五条線」この２路線を認定する

ものであります。参考資料１３ページでございます。路線認定につきましては、廃止

した栄町六丁目西線を新たに認定する２路線に振り分け認定するものでございます。 

以上、提案理由につきまして御説明を申し上げましたので、御審議くださいますよ

うよろしくお願いいたします。 

 

◇議  長 これから質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。 
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これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。 

討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 

これから議案第４号 町道路線の認定についてを採決します。 

お諮りします。 

本案は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、議案第４号 町道路線の認定については、原案のとおり可決されまし

た。 

    ◎日程第１４ 議案第５号 

◇議  長 日程第１４ 議案第５号 オホーツク町村公平委員会規約の変更について

を議題とします。 

本案について、提案理由の説明を求めます。 

藤田総務課長。 

 

◇総務課長 議案書の１５ページになります。 

「議案第５号 オホーツク町村公平委員会規約の変更について 

地方自治法第２５２条の７第２項及び第３項の規定により、オホーツク町村公平委

員会規約の一部を別紙のとおり変更することについて議会の議決を求める。 

平成２９年３月７日提出 大空町長 山下英二」 

変更の内容につきましては、定例会参考資料にて説明しますので、参考資料の１５

ページをお開き願います。 

議案第５号関係、オホーツク町村公平委員会規約の一部を改正する規約新旧対照表

であります。第３条第１項の改正は、オホーツク町村公平委員会の、共同設置地方公

共団体の長が平成２９年４月１日より清里町長から、大空町長に変更となるため改め

るものであります。また、第５条の法第８条第５項を法第８条第６項に改正しており

ますが、引用しております地方公務員法の条項が１条繰り下がったことによるもので

す。 

附則としまして、この規約は平成２９年４月１日から施行するものであります。以

上、提案理由につきまして説明申し上げましたので、御審議くださいますようよろし

くお願いします。 
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◇議  長 これから質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。 

討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 

これから議案第５号 オホーツク町村公平委員会規約の変更についてを採決します。 

お諮りします。本案は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声御あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、議案第５号 オホーツク町村公平委員会規約の変更については、原案

のとおり可決されました。 

 

    ◎日程第１５ 議案第６号 

◇議  長 日程第１５ 議案第６号 指定管理者の指定についてを議題とします。 

本案について、提案理由の説明を求めます。 

菊地総合支所長。 

 

◇総合支所長 議案書の１９ページでございます。 

「議案第６号 指定管理者の指定について  

地方自治法第２４４条の２第６項の規定により、指定管理者を次のとおり指定した

いので議会の議決を求める。 

平成２９年３月７日提出 大空町長 山下英二。 

記 １ 施設の名称等 大空町東藻琴１００番地 大空町地域振興施設。２ 指定

管理者の名称等 大空町東藻琴７１番地の２ 大空振興商事株式会社 代表取締役 

冨田勇。３ 指定の期間 平成２９年４月１日から平成３４年３月３１日までの５年

間」でございます。 

本施設につきましては、都市住民との交流や観光情報、地域情報の発信及び地場産

品等の販売などを通じ、観光や産業の振興を図り、より豊かな町民生活の実現に資す

ることを目的として、昨年６月に建設工事に着手し、この３月中旬に竣工する予定と

いうふうになってございます。 

大空振興商事株式会社につきましては、本施設の運営管理を行うために、過去から
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の住民懇談会等に参加された地元商工会員の出資により、昨年９月、設立されたもの

でございます。本施設の管理、運営を効果的かつ効率的に、行うことができるものと

見込まれますことから、大空町公の施設に係る指定管理者の指定手続等に関する条例

第５条の規定により、公募によらず、指定管理者の候補者として選定したものでござ

います。 

指定期間につきましては、新規の施設でございますことから、管理、運営の業務の

成果などを検証するため、一定の期間を要するものでありますことから実施指針に基

づきまして、５年間というふうにしてございます。今回大空町公の施設に係る指定管

理者の指定手続等に関する条例第７条の規定に基づき、指定管理者として指定を行う

ため、議会の議決を求めるものでございます。なお、参考資料の１７ページに関係資

料を添付してございますので、御覧をいただきたいと存じます。 

以上、提案理由を申し上げましたので、よろしく御審議のほど賜りますようお願い

申し上げます。 

 

◇議  長 これから質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。 

討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 

これから議案第６号 指定管理者の指定についてを採決します。 

お諮りします。本案は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、議案第６号 指定管理者の指定については、原案のとおり可決されま

した。 

 

    ◎日程第１６ 議案第７号 

◇議  長 日程第１６ 議案第７号 大空町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の

一部を改正する条例制定についてを議題とします。 

本案について、提案理由の説明を求めます。 

藤田総務課長。 
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◇総務課長 議案書の２１ページになります。 

「議案第７号 大空町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例

制定について 

このことについて、別紙のとおり提出する。 

平成２９年３月７日提出 大空町長 山下英二」 

２３ページから２４ページまでは、改正条例となっております。 

改正の内容につきましては、定例会参考資料にて説明しますので、参考資料の１９

ページをお開き願います。 

議案第７号関係、大空町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条

例新旧対照表であります。 

改正の趣旨ですが働きながら育児や介護がしやすい環境づくりの整備につきまして

は、平成２８年、人事院勧告にあわせて、育児休業法改正の意見の申し出及び勤務時

間法の改正の勧告も行われ、既に１１月の臨時会において、関係条例の改正について

お認めをいただいております。 

１２月２日に法律の一部改正が公布となり、国から条例改正参考例がだされたとこ

ろ、改正の必要な箇所が増えたこと、また一部条例の改正内容に誤りがあったことな

どから、改めて改正を行うものであります。 

第９条第１項において、子のある職員を子のある職員（職員の配偶者で当該子の親

であるものが、常態として当該子を養育することができるものとして規則で定める者

に該当する場合における当該職員を除く。）に改めております。 

規則で定める者を条文に追加しております。 

既に規則ではどのようなものか規定があり、条例の内容では文言が脱落していたこ

とから、今回、追加のため改めるものであります。 

第２項においても同様に改正するものであります。 

第６条の４第１項を第６条の４第２号に、里親を養子縁組里親に、児童のうち、当

該職員が養子縁組によって養親となることを希望している者を児童に改めております。 

児童福祉法等の一部改正に伴い、地方公務員の育児休業等に関する法律が一部改正

されたことにより、改めるものであります。 

第２項におきましても、同様に改正するものであります。 

第２項では、第１７条第１項に規定する要介護者を、第１７条第１項に規定する日

常生活を営むのに支障がある者に改めております。 

１１月臨時会におきまして、条例改正を行っておりますが、国の法律では字句の改

正がされていないことから、改正前の規定内容に改めるものであります。 

第４項においても同様に改正するものであります。 

２０ページをお開き願います。 
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第１０条第４項では、第１項及び前項を前３項に改めております。 

介護を行う職員の深夜勤務時間外勤務の制限において、第１項の深夜勤務、第３項

の時間外勤務の上限を規定している育児を行う職員の規定を読み替えることとしてお

りますが、新たに第２項の時間外勤務についても、読み替えることとなったことから、

第２項分を追加するため改めるものであります。 

中段の「とあるのは」から当該要介護者を介護と読み替える規定につきましては、

追加となりました第２項の読み替え規定を追加するものであります。 

附則としまして、第１項この条例は公布の日から施行する。 

また、２１ページにかけまして、第２項としまして、条例の施行の日から３月３１

日までの間は、第９条中第６条の４第２号に規定する養子縁組里親である職員に委託

されている児童とあるのは、第６条の４第１項に規定する里親である職員に委託され

ている児童のうち、当該職員が養子縁組によって養親となることを希望しているもの

としております。 

児童福祉法の一部改正が４月１日から施行となることから、３月３１日までは改正

前の法律を適応するため、規定するものであります。 

以上、提案理由につきまして説明申し上げましたので、御審議くださいますようよ

ろしくお願いいたします。 

 

◇議  長 これから質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。 

討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 

これから議案第７号 大空町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正す

る条例制定についてを採決します。 

お諮りします。本案は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、議案第７号 大空町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改

正する条例制定については、原案のとおり可決されました。 
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    ◎日程第１７ 議案第８号 

◇議  長 日程第１７ 議案第８号 大空町職員の育児休業等に関する条例の一部を

改正する条例制定についてを議題とします。 

本案について、提案理由の説明を求めます。 

藤田総務課長。 

 

◇総務課長 議案書の２５ページになります。 

「議案第８号 大空町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例制定に

ついて 

このことについて、別紙のとおり提出する。 

平成２９年３月７日提出 大空町長 山下英二」 

２７ページから２８ページまでは、改正条例となっております。 

改正の内容につきましては、定例会参考資料にて説明しますので、参考資料の２３

ページをお開き願います。 

議案第８号関係、大空町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例新旧

対照表であります。 

改正の趣旨につきましては、議案第７号と同様ですか、法律の一部が改正されたこ

とにより改正を行うものであります。 

第２条の２を追加しています。育児休業法第２条第１項において、育児休業の承認

の対象となる職員の子に、特別養子縁組の監護期間中の子、養子縁組里親に委託され

ている子、これらに準ずる者として条例で定める者と改められたことから、国の人事

院規則と同様に、養子縁組により養親となることを希望しているが、親権者等の反対

で、養子縁組里親となることができない職員を条例に規定するものであります。 

第２条の２の改正は、１条追加に伴い１条繰り下げるものであります。 

第３条第１号は、既に育児休業の承認を受け、産前の休業または出産により、育児

休業の承認の効力を失った後、または第５条の規定により、育児休業の承認を取り消

された後に、再度育児休業が認められる場合の条例で定める特別の事情を規定してお

りますが、特別養子縁組によることが追加となったことから、第１号を第１号と第２

号に分け、第１号には産前の休業出産に伴う育児休業の承認が効力を失った後におけ

る特別の事情を、第２号には第５条の規定により、育児休業の承認が取り消された後

の特別の事情を規定するため改めるものであります。 

２４ページをお開き願います。 

第２号から第５号までは、第１号が二つの号となったことから、１号ずつ繰り下げ

るものであります。 

第１１条第１号は、２５ページにかけまして育児短時間勤務の承認を受け、先ほど

の第３条と同様に、承認の効力を失ったり、承認を取り消された後１年を経過しない
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場合に、再度、育児短時間勤務が認められる場合の条例で定める特別の事情を規定し

ているもので、第１号を第１号と第２号にわけ、第３条と同じ特別の事情を定めるも

のであります。 

２５ページになります。 

第２号から第６号までは、第１号が二つ号となったことから、１号ずつ繰り下げる

ものであります。 

２６ページをお開き願います。 

第２４条第２項は、育児時間の承認を受けている職員に対し、部分休業の承認は、

１日につき２時間から育児時間を減じた時間と定めておりますが、同様に介護時間の

承認を受けている職員に対する部分休業の承認についても、１日につき２時間の時間

から介護時間を減じた時間を追加するため改めるものであります。 

附則としまして、第１項、この条例は公布の日から施行する。 

第２項として、条例の施行の日から３月３１日までの間は、第２条の２中、第６条

の４第１号とあるのは、第６条の４第２項と、第６条の４第２号に規定する養子縁組

里親であるものとあるのは、第６条の４第１項の規定する里親であって、養子縁組に

よって養親となることを希望している者としております。 

児童福祉法の一部改正が４月１日から施行となることから、３月３１日までは改正

前の法律を適用するため、規定するものであります。 

以上、提案理由につきまして説明申し上げましたので、御審議くださいますようよ

ろしくお願いします。 

 

◇議  長 これから質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。 

討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 

これから議案第８号 大空町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例

制定についてを採決します。 

お諮りします。本案は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 
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したがって、議案第８号 大空町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する

条例制定については、原案のとおり可決されました。 

 

    ◎日程第１８ 議案第９号 

◇議  長 日程第１８ 議案第９号 大空町老人等短期入所生活介護利用期間弾力化

事業に関する条例の一部を改正する条例制定についてを議題とします。 

本案について、提案理由の説明を求めます。 

松川福祉課参事。 

 

◇福祉課参事 議案書２９ページをお開きください。 

「議案第９号 大空町老人等短期入所生活介護利用期間弾力化事業に関する条例の

一部を改正する条例制定について 

このことについて、別紙のとおり提出する。 

平成２９年３月７日提出 大空町長 山下英二」 

３１ページは、改正条文でございます。 

改正の内容を定例会参考資料２７ページの新旧対照表により説明いたしますので、

お開きください。 

本条例は、寝たきり老人、虚弱老人、認知症老人及び身体障害者を介護している家

族が農繁期等で介護者が不在となり、または介護するために住宅改修を行う必要があ

るなど、短期、中期にわたり居宅で介護することが困難となった場合に、特別養護老

人ホームあるいは介護老人保健施設への短期入所生活介護、いわゆるショートステイ

の一部を利用することで、居宅での生活を維持継続することを目的として定めたもの

であります。 

今回の改正は、介護保険法の一部改正に伴い、短期入所生活介護を定義しておりま

した介護保険法第７条第１３項が削除され、新たに第８条第９項において定義づけら

れ、法律と条例に齟齬が生じたことから、これを引用しております本条例中改正前の

条例第１条のアンダーラインの箇所になります第７条第１３項を改正後の条例第８条

第９項に改め、同じく改正前の条例第３条第１号のアンダーラインのところ、法第７

条第１３項を改正後の条例法第８条第９項に改めるものです。 

附則としまして、この条例は公布の日から施行するとするものであります。 

以上、提案理由の説明を申し上げました。御審議くださいますようよろしくお願い

いたします。 

 

◇議  長 これから質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 
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◇議  長 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。 

討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 

これから議案第９号 大空町老人等短期入所生活介護利用期間弾力化事業に関する

条例の一部を改正する条例制定についてを採決します。 

お諮りします。本案は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、議案第９号 大空町老人等短期入所生活介護利用期間弾力化事業に関

する条例の一部を改正する条例制定については、原案のとおり可決されました。 

◇議  長 ここで１０分間休憩します。 

 

（休憩 午後０１時３５分） 

（再開 午後０１時４５分） 

 

◇議  長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 

    ◎日程第１９ 議案第１０号  

◇議  長 日程第１９ 議案第１０号 平成２８年度大空町一般会計補正予算（第１

０号）を議題とします。 

本案について、提案理由の説明を求めます。 

藤田総務課長。 

 

◇総務課長 議案書の３３ページになります。 

「議案第１０号 平成２８年度大空町一般会計補正予算（第１０号） 

平成２８年度大空町一般会計補正予算（第１０号）は、次に定めるところによる。 

（歳入歳出予算の補正）第１条 歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ１億

１,８９０万４,０００円を減額し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ１７６億２,８６

７万７,０００円とする 

第２項 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額、並びに補正後の歳入

歳出予算の金額は、第１表 歳入歳出予算による。 
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（繰越明許費の補正）第２条 繰越明許費の追加は、第２表 繰越明許費補正によ

る。 

（債務負担行為の補正）第３条 債務負担行為の追加、廃止及び変更は、第３表 

債務負担行為補正による。 

（地方債の補正）第４条 地方債の廃止及び変更は、第４表 地方債補正による。 

平成２９年３月７日提出 大空町長 山下英二」 

３５ページをお開き願います。第１表 歳入歳出補正、歳入です。 

１款 町税に１２９万８,０００円を追加、７款 ゴルフ場利用税交付金から８４

万４,０００円を減額。８款 自動車取得税交付金に２６８万９,０００円を追加、１

１款 交通安全対策特別交付金から２７万２,０００円を減額、１２款 分担金及び

負担金から４,０３１万９,０００円を減額、１３款 使用料及び手数料から３２５万

７,０００円を減額、１４款 国庫支出金から１,１９９万円を減額、１５款 道支出

金に１,２０７万３,０００円を追加、１６款 財産収入から１９８万４,０００円を

減額。 

３６ページをお開き願います。 

１７款 寄附金に１,０８５万円を追加、１８款 繰入金から１億３,０５８万６,

０００円を減額、２０款 諸収入から８,７６６万２,０００円を減額、２１款 町債

に１億３,１１０万円を追加、歳入合計は、１億１,８９０万４,０００円を減額し、

１７６億２,８６７万７,０００円とするものです。 

３７ページになります。歳出です。 

１款 議会費から２７万２,０００円を減額、２款 総務費から３,６９７万４,０

００円を減額、３款 民生費から６,７６５万６,０００円を減額、４款 衛生費から

３,２６９万６,０００円を減額、５款 労働費から４３０万９,０００円を減額、６

款 農林水産業費から８,３９８万５,０００円を減額、７款 商工費から６２２万４,

０００円を減額、８款 土木費から９,２６８万７,０００円を減額。 

３８ページをお開き願います。９款 消防費から７７８万８,０００円を減額、１

０款 教育費に２億３,６７０万９,０００円を追加、１１款 災害復旧費から４０１

万９,０００円を減額、１２款 公債費から８０１万９,０００円を減額、１３款 職

員給与費から１,０９８万４,０００円を減額、歳出合計は、１億１,８９０万４,００

０円を減額し、歳入合計と同額とするものです。 

３９ページになります。第２表 繰越明許費補正 １追加です。 

２款１項 行政事務情報化事業で５９万３,０００円を追加しています。マイナン

バー制度において、地方公共団体情報システム機構が一括して行う個人番号カードの

作成・発行業務等に対する大空町の負担分で、国では２７年度、２８年度において、

３,０００万枚の作成・発行を見込み、人口割で各市町村の負担金を算出しており、

その財源は全額国庫補助金で賄われています。 
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２８年度の個人番号カード作成・発行枚数が見込みを下回っていることから、国で

は補助金を繰越しとするため、市町村の負担金についても繰越しが必要となるもので

あります。 

１０款２項 東藻琴小学校体育館整備事業の２億５,１９０万８,０００円は、２８

年度国の補正予算により新たに建設するもので、年度内に完了しないため繰越すもの

であります。 

  ４０ページをお開き願います。第３表 債務負担行為補正、１追加です。 

  農業経営基盤強化資金利子補給金は、平成４２年度までの事業として、平成１７年  

度に債務負担行為の議決をいただいておりますが、利子補給の期間が４１年度までで

あること、利子補給額が限度額を超えることになることから、過年度議決分を廃止し、

新たに追加するものであります。期間が平成２９年度から平成４１年度まで、限度額

が８７万５,０００円であります。 

次の農業経営基盤強化資金利子補給金も同様で、平成４４年度までの事業として、

平成１９年度に債務負担行為の議決をいただいておりますが、利子補給の期間が４３

年度までであること、利子補給額が限度額を超えることとなることから、過年度議決

分を廃止し、新たに追加するものであります。期間が平成２９年度から平成４３年度

まで、限度額が６９万１,０００円であります。 

  ２廃止、追加で説明しました農業経営基盤強化資金利子補給金２件の過年度議決分

に係る債務負担行為を廃止するものであります。 

  １件目は、期間が平成１８年度から平成４２年度まで、限度額が３０８万７,００

０円、２件目は、期間が平成２０年度から平成４４年度まで、限度額が３６１万６,

０００円であります。 

３変更です。現年度議決に関わる分で、農業振興資金利子補給金は、農業者の借入

額の確定に伴い、限度額を６１９万円から７３１万２,０００円に変更するものです。 

次の平成２８年激甚災害に係る農業経営緊急支援資金利子補給金につきましても、

農業者の借入額の確定に伴い、期間、平成３４年度から平成４５年度までを平成３４

年度から平成３８年度までに、限度額を１５４万５,０００円から５０万３,０００円

に変更するものです。 

  次の平成２８年度入学資金借入金利子等助成金は、借入者の借入額の確定に伴い、

期間、平成２９年度から平成３９年度までを平成２９年度から平成３８年度までに、

限度額９３万円に金利変動による増額分を加算した額を１３万９,０００円に金利変

動による増額分を加算した額に変更するものです。 

  ４１ページになります。第４表 地方差補正、１廃止です。 

  藻琴山麓地区草地畜産基盤整備事業債は、対象工種である起伏修正の実施を取りや

めたことから廃止とするものであります。 
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２変更です。移住・定住促進事業債は、限度額１,８００万円から５００万円減額

し１,３００万円に、東藻琴特別養護老人ホーム整備事業債は、限度額１,９７０万円

から１６０万円減額し１,８１０万円に、女満別東部高台地区農地整備事業債は、限

度額５１０万円から２３０万円減額し２８０万円に変更しています。事業費の確定等

に伴い減額するものであります。 

  女満別湖南昭和地区農地整備事業債は、限度額４３０万円に１,０３０万円追加し

１,４６０万円に変更しています。対象工種である農道事業等の増によるものです 

  東藻琴地区中山間地域総合整備事業債は、限度額７３０万円から２４０万円減額し

４９０万円に変更しています。事業費の確定等に伴い減額するものです。 

  女満別南部地区農地整備事業債は、限度額４８０万円に２５０万円追加し７３０万

円に、女満別豊住地区農地整備事業債は、限度額２４０万円に６０万円追加し３００

万円に変更しています。対象工種である区画整理事業の増によるものです。 

  ４２ページをお開き願います。 

  栄町６丁目線道路整備事業債は、限度額１,０００万円から６２０万円減額し３８

０万円に変更しています。事業実施の財源であります社会資本整備交付金が減額とな

り、事業費の調整により測量設計業務のみとし、歩道設置工事を取りやめたため減額

となるものです。   

 都市公園整備事業債は、限度額１億１,１３０万円から９３０万円減額し１億２０

０万円に、町営住宅整備事業債は、限度額５,３００万円から４３０万円減額し４,６

００万円に変更しています。事業費の確定等に伴い減額するものです 

  橋梁維持管理事業債は、限度額２,３６０万円から３６０万円減額し２,０００万円

に変更しています。事業実施の財源であります社会資本整備交付金が減額となったこ

とから、事業費の調整により減額となるものです。 

  除雪機械整備事業債は、限度額１,９２０万円から１,２７０万円減額し ６５０万

円に変更しています。事業実施の財源であります社会資本整備交付金が減額となり、 

事業費の調整により小型除雪車の購入を２台から１台としたため減額となるものであ

ります。 

  東藻琴小学校整備事業債は、限度額８,５２０万円に１億７，９７０万円追加し２

億６,４９０万円に変更しています。現行予算分では５７０万円が減額となりますが、

第２表 繰越明許費補正で説明しましたように、国の補正予算により実施します東藻

琴小学校体育館整備事業の財源として、補正予算債１億８，５４０万円を借り入れる

ため、差し引き１億７,９７０万円の増額となるものです。 

  また、補正予算債の借入れのため償還の方法を１２年以内償還（うち据置３年以

内）を２５年以内償還（うち据置３年以内）に変更するものであります。 

  学校給食費補助事業債は、限度額２,７５０万円から５０万円減額し２,７００万円

に、２７年発生災害農業用施設復旧事業債は、限度額２８０万円から２５０万円減額
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し３０万円に、２７年発生災害公共土木施設復旧事業債は、限度額３００万円から１

５０万円減額し１５０万円に、２８年発生災害公共土木施設復旧事業債は、限度額６,

０１０万円から９００万円減額し５,１１０万円に変更しています。対象事業費の確

定等に伴い減額するものであります。 

 ４３ページ以降の歳入歳出事項別明細書の説明をしますが、今回、補正予算は、年

度末に向けた実行予算を実施したものであり、執行残等により整理した細かな事項に

ついては、説明を省略させていただきますので御了承願います。 

  ページが飛びますが、歳出から説明をしますので、６２ページ、６３ページをお開

き願います。 

下段の２款１項１目 行政事務情報化事業の１９節 社会保障・税番号制度システ

ム整備負担金に１１２万円追加しています。地方公共団体情報システム機構が一括し

て行う個人番号カードの作成・発行業務等に係る大空町の負担分であります。第２表

で説明しておりますが、全国ベースでの個人番号カード作成・発行枚数が見込みを下

回っていることから、５９万３､０００円については、２９年度に繰り越して負担す

るものであります。 

６６・６７ページをお開き願います。 

中段の６目 公有財産管理費の１５節 建物解体工事から７６３万２,０００円減

額しています。寄附をいただいた北見東京電波旧女満別工場の建物の解体に関わるも

ので、アスベストの使用があれば、その処理費用も含め当初予算に計上しておりまし

たが、調査の結果、使用がなく不要となったことなどから減額となるものです。 

７目 企業振興促進補助金の１９節 補助金から２４２万５,０００円減額してい

ます。補助金の額の確定に伴い減額となるものです。 

下段の移住・定住対策事業の１９節 いきいき子育て住宅支援補助金から    

４８０万円減額しています。対象となる件数及び補助額の減に伴い減額するものです。 

６８・６９ページをお開き願います。 

上段の住替え促進事業の１９節 助成金から１２８万９,０００円減額しています。

見込み件数の減によるものです。 

 下段のふるさと応援寄附金事業の７節 地域おこし協力隊員賃金から２１２万７,

０００円減額しています。地域おこし協力隊員の募集に対し応募はあったものの、採

用までに至らなかったため減額となるものです。 

  同じく８節 寄附者報償費に７９万３,０００円、１４節 公金支払・代理収納シ

ステム使用料に２０万円。 

７０・７１ページをお開き願います。上段のサイト使用料に５２万９,０００円、

それぞれ追加しています。寄附件数、寄附額の増加が見込まれることから追加するも

のです。 

同じく民間賃貸住宅改修支援事業補助金の１９節 補助金から１８９万４,０００
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円減額しています。見込み件数の減によるものです。 

  ７４・７５ページをお開き願います。 

下段の３項１目 出産祝い金支給事業の８節 出産祝い金から１０５万円減額して

います。見込み件数の減によるものです。 

７６・７７ページをお開き願います。 

中段の３款１項１目 国民健康保険事業特別会計繰出金の２８節 繰出金から１,

７４７万１,０００円減額しています。基金残高を７,０００万円とする積立分に充て

るため法定外繰入金として予算計上しておりましたが、特別会計において調整交付金

等の増額に伴い、基金積立分が確保できることから減額となるものです。 

次の高齢者等移動支援事業の１４節 外出支援タクシー借上料から１０１万２,  

０００円減額しています。利用見込みの減によるものです。 

７８・７９ページをお開き願います。 

上段の臨時福祉給付金及び加算給付金給付事業の１９節 臨時福祉加算給付金から

１２０万円減額しています。賃上げの恩恵が受けにくく、低所得の障がい年金、遺族

年金受給者に対する支援として、臨時福祉給付金に加算されるものですが、対象者の

見込み減により減額となるものです。 

同じく２３節 前年度臨時福祉給付金事業費補助金返還金に８１万６,０００円追

加しています。２７年度事業の精算により国への返還分を追加するものです。 

２目 軽度生活援助事業の１９節 除雪サービス事業助成金に１０万円追加してい

ます。利用の増加が見込まれることから追加するものです。 

下段の介護保険事業特別会計繰出金の２８節 介護保険事業勘定特別会計繰出金か

ら３４７万円減額しています。給付費の減によるものであります。 

 ８０・８１ページをお開き願います。 

  上段の後期高齢者療養給付費の１９節 負担金から１,６８３万１,０００円減額し

ています。２７年度負担金の精算に伴う返還分があるため減額となるものであります。 

  次の東藻琴特別養護老人ホーム増築事業補助金の１９節 補助金から１５３万６,

０００円減額しています。事業費の確定によるものです。  

  ３目 障害者総合支援事業の１９節 美幌地域３町障害支援区分認定等審査会負担

金に２９万６,０００円追加しています。審査会の委員報酬、賃金等が補助対象外と

なったことから３町で負担し合うため追加となるものです。 

同じく２０節 障害者自立支援医療給付費から２０６万円減額しています。利用見

込みの減によるものです。 

同じく障害児給付費に４０万円追加、療養介護医療給付費に１２１万２,０００円

追加しています。利用の増加が見込まれることから追加するものです。 

下段の６目 重度心身障害者医療費助成事業の２０節 医療費扶助から４４５万１,

０００円減額しています。利用見込みの減によるものです。 
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７目 老人福祉施設入所措置事業の２０節 措置費から１４１万８,０００円減額

しています。利用見込みの減によるものです。 

８２・８３ページをお開き願います。上段の２項２目 児童手当扶助費の２０節 

児童手当扶助から７５９万５,０００円減額、次の子ども医療費助成事業の２０節 

子ども医療費扶助から１１２万８,０００円減額しています。見込み人数の減による

ものです。 

 中段の３目 東藻琴保育園管理運営費の７節 嘱託保育士賃金から４５７万６,００

０円減額しています。保育士の確保ができず内部調整により対応したため減額となるも

のです。 

８４・８５ページをお開き願います。 

上段の４款１項２目 母子保健事業の１３節 妊婦健康診査等委託料から１７５万

７,０００円減額しています。出産予定者が見込みより少なかったことによるもので

す。 

次の各種疾病予防対策事業の１３節 予防接種委託料から３５０万円減額していま

す。利用者の見込み減によるものです。 

 中段の３目 簡易水道事業特別会計繰出金の２８節 繰出金から７７７万２,００

０円減額、次の個別排水処理事業特別会計繰出金の２８節 繰出金から１１４万４,

０００円減額しています。事業費の確定等によるものです。 

  下段のエコ運動推進事業の１１節 印刷製本費から１００万円減額しています。エ

コ運動啓発用パンフレットの作成を予定していましたが、検討の結果取りやめたこと

によるものです。 

  ８６・８７ページをお開き願います。 

中段の２項１目 ごみ収集事業の１３節 ごみ収集運搬手数料収納事務委託料に１

０万円追加しています。指定ごみ袋取扱店に販売委託している手数料徴収事務件数の

増によるものです。 

次の一般廃棄物焼却処理施設管理運営費の１１節 燃料費から１２４万１,０００

円減額しています。燃料単価等の減によるものです。同じく光熱水費で１０４万９,

０００円減額しています。粉じん用のフィルター交換により、送風のためのコンプレ

ッサーの稼働が軽減されたことなどで電気料が減額となったものです。 

次の一般廃棄物最終処分場管理運営費の１３節 木屑破砕処理委託料から４７５万

２,０００円減額しています。破砕処理が必要なくなったことから減額となるもので

す。 

 ８８・８９ページをお開き願います。 

上段の２目 合併処理浄化槽設置整備事業の１９節 補助金から２９７万５,００

０円減額しています。見込み件数の減によるものです。 

 中段の５款１項１目 地域就業者雇用確保事業補助金の１９節 補助金から   
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１８５万円減額しています。見込み件数の減によるものです。 

次の地域産業人材育成事業補助金の１９節 補助金から２４３万９,０００円減額し

ています。見込み件数の減によるものです。 

 ９０・９１ページをお開き願います。 

上段の６款１項１目 農地保有合理化促進事務費の１１節 消耗品費に３万７,０0

０円追加しています。事務委託金が追加となり対象経費の消耗品に追加するものです。 

３目 農業関係資金対策事業の１９節 農業振興資金利子補給金から１４１万４,０

００円減額しています。借入れ資金の繰上げ償還等によるものです。 

 ９２・９３ページをお開き願います。 

上段の環境保全型農業直接支援対策事業の１９節 交付金から１５０万２,０００円  

減額しています。減農薬・減肥料の取り組み対象面積の減に伴うものであります。 

 次の強い農業づくり事業の１９節 経営体育成事業補助金に４７万６,０００円追加

しています。２８年８月の台風災害に伴い倒壊したビニールハウス４棟の復旧に対す

る補助事業が採択となったため追加するものです。 

下段の畜産競争力強化整備事業補助金の１９節 補助金から７８９万円減額してい

ます。補助事業の名称変更により減額するものです。 

９４・９５ページをお開き願います。 

上段の５目 農地一般事務費の１９節 農業競争力基盤強化特別対策事業負担金に

２０万８,０００円追加しています。町内の農業者が他市町で実施する道営農業基盤整

備事業に係るパワーアップ事業の町負担金に２件分を追加するものです。同じく東藻

琴地区中山間地域総合整備事業負担金から１,３３２万３,０００円減額、女満別東部

高台地区農地整備事業負担金から１,５６４万９,０００円減額、女満別南部地区農地

整備事業負担金から２２３万６,０００円減額、女満別湖南昭和地区農地整備事業負担

金から６１５万５,０００円減額、女満別豊住地区農地整備事業負担金から３５２万８,

０００円減額、藻琴山麓地区草地畜産基盤整備事業負担金から１,９１５万２,０００

円の減額につきましては、いずれも道営事業の事業費確定に伴う減額であります。 

 ９６・９７ページをお開き願います。 

中段の２目１項 森林整備推進対策事業補助金の１９節 補助金から１２２万４,

０００円減額しています。２８年８月の台風の影響により除伐が一部実施できなかっ

たことなどによるものです。 

下段の地域材利用促進事業補助金の１９節 補助金から３１０万円減額しています。

住宅建設の見送りなどにより申請の辞退者がいたためです。 

 ９８・９９ページをお開き願います。 

中段の７款１項１目 住宅リフォーム促進事業費補助金の１９節 補助金から１６

５万３,０００円減額しています。申請の辞退者がいたためです。同じく、下段の起

業化支援事業補助金の１９節 補助金に１００万円追加しています。１件起業の見込
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みがあることから追加するものであります。 

 １００・１０１ページをお開き願います。 

上段の２目 観光振興一般事務費の７節 地域おこし協力隊員賃金から１０８万３,

０００円減額しています。１０月１日採用のため減額するものです。 

１０４・１０５ページをお開き願います。 

下段の８款２項３目 除雪機械整備事業の１８節 小型除雪車から２,９８４万円

減額しています。第４表 地方債補正で説明しましたが、国の社会資本整備交付金が

減額となり、事業費の調整により小型除雪車の購入を２台から１台としたため 減額

となるものです。 

１０６・１０７ページをお開き願います。 

上段の４目 栄町６丁目線道路整備事業の１５節 歩道新設工事から２,２０５万

円減額しています。第４表 地方債補正で説明しましたが、事業実施の財源となりま

す社会資本整備交付金が減額となり、事業費の調整により測量設計業務のみとし、歩

道設置工事を取りやめたため減額となるものです。 

次の橋梁補修等事業の１３節 設計委託料から５２７万６,０００円減額していま

す。第４表 地方債補正で説明しましたが、事業実施の財源となります社会資本整備

交付金が減額となり、事業費を減額したためであります。 

次の道路付属物点検事業の１３節 道路構造物点検業務委託料から６３０万円減額

しています。事業実施の財源となります社会資本整備交付金が減額となり、事業費の

調整により事業を取りやめたためであります。 

 中段の３項１目 河川管理事業の１５節 河川維持補修工事から１５３万３,００

０円減額しています。災害復旧事業での実施個所もあり減額となるものです。 

次の４項１目 下水道事業特別会計繰出金の２８節 繰出金に１６４万２,０００

円追加しています。公債費負担の平準化のため借入れています資本費平準化債の借入

れ基準が変更となり、見込みより減額となることから繰出金が追加となるものです。 

１０８・１０９ページをお開き願います。 

上段の６項１目 町営住宅管理一般事務費の１３節 長寿命化計画等委託料から１

４０万４,０００円減額しています。計画策定に当たりアンケート調査を予定してお

りましたが、ほかで実施した調査結果を活用することとし、取りやめたことなどによ

り減額となるものであります。 

次の町営住宅維持補修事業の１５節 町営住宅外壁塗装改修工事から３１４万４,

０００円減額しています。積算単価の増額を見込んでおりましたが、見込みより増額

とならなかったことなどによるものです。 

 下段の９款１項２目 網走地区消防組合大空消防署費負担金の１９節 負担金から

６１６万５,０００円減額しています。職員人件費の支給事由の変更などによるもので

す。 
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  １１０・１１１ページをお開き願います。 

下段の１０款１項２目 女満別高等学校生徒寄宿舎管理費の１１節 賄材料費から

１３４万６,０００円減額しています。入寮生徒数が見込みより少なかったことによ

るものであります。 

１１２・１１３ページをお開き願います。 

中段の２項１目 女満別小学校管理費の１１節 修繕料に３２万４,０００円追加

しています。屋上の塔にあります時計の基盤が故障し修理のため追加するものであり

ます。同じく１８節 管理備品に２８万円追加しています。新年度、児童の進級に  

対して机・椅子が不足する学年があるため、１４台を購入するものであります。 

 １１４・１１５ページをお開き願います。 

上段の東藻琴小学校体育館整備事業の１５節 体育館建設工事に２億５,１９０万

８,０００円追加しています。２８年度国の補正予算により実施するもので、年度内

に完了しないため、２９年度へ繰越して実施する事業であります。 

定例会参考資料の２９・３０ページに、建設工事の位置図等を掲載しております  

ので、ご参照願います。 

 下段の３項１目 女満別中学校管理費の１８節 管理備品に２７９万８,０００円

追加しています。 

１１６・１１７ページをお開き願います。同じく上段の東藻琴中学校管理費の１８

節 管理備品に１５３万３,０００円追加しています。生徒が使用する机・椅子の損傷

が激しいことから、ふるさと応援寄附金の未来を担う子どもたちを育む事業への寄附

金を活用し、全生徒分を購入するためであります。 

  １２２・１２３ページをお開き願います。 

中段の７項１目 体育振興補助金の１９節 補助金に４万円追加しています。町民

が全国・全道大会へ参加する経費の一部を助成していますが、各大会への参加が増え

ているため追加するものであります。 

１２４・１２５ページをお開き願います。 

上段の３目 東藻琴学校給食センター管理運営費の１１節 燃料費に４１万円追加

しています。暖房に利用しています温泉の温度が低くいことから、灯油暖房により温

度を確保しており、燃料費に不足が生じるため増額するものであります。 

 下段の１２款１項１目 地方債償還元金の２３節 元金償還金に７万８,０００円

追加しています。平成１７年度に借入れしました減税補てん債、臨時財政対策債は、

償還年数が２０年で、１０年目に利率を見直す地方債であります。財政融資資金の利

率をもとに予算では０.２％と見込んでいましたが０.１％となったことから、元利均

等払い償還のため、利息が減少した分、元金の償還額が増えることにより増額となる

ものです。なお、利率の変更に伴い、借入時１.５％と２.０％だった金利が０.１％

となったため、約１５０万円利息が少なくなります。 
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 同じく２目 地方債償還利子の２３節 利子償還金から８０９万７,０００円減額

しています。平成２７年度に借入れしました地方債の金利が見込みより低かったため

減額となるものです。 

 下段の１３款１項１目 職員給与費から総額１,０９８万４,０００円減額していま

す。主に１２月末、１月末での退職者、休職者に係る分が減額となっています。 

 続きまして、歳入の説明をしますので、４６・４７ページをお開き願います。 

 １款 町税から１１款 交通安全対策特別交付金までは、実績見込みなどにより 

増減させております。下段の１２款１項１目１節 農業基盤整備事業分担金で総額３,

８９９万円減額しています。各道営事業の事業費の確定等により、農業者分担金につ

いて増減しています。  

４８・４９ページをお開き願います。 

上段の２項２目１節 ごみ焼却施設維持管理費負担金から１２２万１,０００円減

額しています。ごみ焼却施設の運営に係る津別町からの負担金で、事業費の見込みに  

より減額となるものであります。 

 中段の１３款１項２目２節 保育所保育料から１８３万７,０００円減額していま

す。入園者が見込みより少なかったことにより減額となるものです。 

 ４目２節 牧野使用料から２４３万７,０００円減額しています。ヨウネ病の発症

や台風災害等に伴い入牧頭数の減少により減額となるものです。 

 ６目４節 住宅使用料に総額３０９万８,０００円追加しています。町営住宅等の

入退去によるもので、町営住宅・特定公共賃貸住宅などで増額となったものでありま

す。 

 ５０・５１ページをお開き願います。 

中段の１４款１項２目５節 児童手当負担金から総額５５１万６,０００円減額し

ています。対象者の見込み減によるものです。 

 次の４目１節 公共土木施設災害復旧事業費国庫負担金から５０３万５,０００円

減額しています。対象事業費の確定に伴い減額するものであります。 

 ２項１目１節 社会保障・税番号制度システム整備費補助金に１１２万円追加して

います。個人番号カードの作成・発行業務等に係る経費の追加負担に伴う補助金の増

額です。 

 ２目１節 社会福祉費補助金から総額２０２万２,０００円減額しています。年金

生活者等への臨時福祉給付金・加算金の給付金及び事務に対する補助金で、事業費の

確定に伴い減額するものです。 

 下段の４目１節 農地整備事業補助金から総額１,４４４万４,０００円減額してい

ます。道営の農業基盤整備事業における事業費確定に伴い減額となるものです。 

２節 畜産競争力強化整備事業補助金から８２９万円減額しています。補助事業の

名称変更に伴い減額するものです。同じく畜産・酪農収益力強化整備等特別対策事業
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補助金に４０万円追加しています。畜産競争力強化整備事業補助金の名称変更に伴う

補助金で、バンカーサイロ建設用地の造成費が採択となり追加するものです。 

 ５２・５３ページをお開き願います。 

上段の５目１節 学校施設環境改善交付金に６,６４４万円追加しています。２８

年度国の補正予算により東藻琴小学校体育館整備を行うもので、年度内に完了しない

ため、２９年度へ繰越して実施する事業に対する補助金であります。 

中段の４項１目１節 社会資本整備総合交付金から総額４,２６７万３,０００円減

額しています。国の交付金の配分が減額となったもので、事業ごとの交付金の増減に  

つきましては、事業間で調整を行ったこと、事業費の確定によるものであります。 

下段の１５款２項１目１節 地域振興施設整備事業補助金に２,６１０万円追加し

ています。北海道の地域づくり総合交付金が対象となったことから追加するものです。 

次の２目１節 重度心身障害者医療給付事業補助金から１１４万１,０００円減額

しています。重度心身障害者医療扶助費の減によるものです。 

５４・５５ページをお開き願います。 

上段の４節 乳幼児等医療給付事業補助金から１１６万４,０００円減額していま

す。子ども医療扶助費の減によるものです。 

中段の４目１節 環境保全型農業直接支援対策事業補助金から１２０万円減額して

います。補助対象面積の減に伴うものであります。 

 同じく農業競争力基盤強化特別対策事業補助金から１,２６６万円減額しています。

北海道のパワーアップ事業の補助金で事業費の確定により減額となるものです。 

 同じく乳製品加工研究所屋根外壁改修事業補助金に３５０万円追加しています。北

海道の地域づくり総合交付金が対象となったことから追加するものです。 

 同じく、強い農業づくり事業補助金に４７万６,０００円追加しています。２８年

８月の台風災害に伴い倒壊したビニールハウス４棟の復旧に対する補助金であります。 

次の２節 森林環境保全整備事業補助金から２７９万２,０００円減額しています。  

公有林整備に係る補助金で、対象事業費の減に伴うものです。 

６目１節、まちゼミ開催事業補助金に５０万円追加しています。北海道の地域づく

り総合交付金が対象となったことから追加するものです。 

 ７目１節 都市公園整備事業補助金に４１０万円追加しています。女満別運動公園

野球場の整備に北海道の地域づくり総合交付金が対象となったことから追加するもの

です。 

 ５６・５７ページをお開き願います。 

中段の１６款２項１目２節 土地売払代から１２１万８,０００円減額しています。

分譲宅地の販売区画数が見込みより減となったことによるものです。 

１７款１項１目１節 一般寄附金に１,０８５万円追加しています。全国の方  

からふるさと応援寄附金をいただいておりますが、寄附のお返しに贈呈しています 
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特産品の充実などにより増額となるものであります。 

下段の１８款１項１目１節 財政調整基金繰入金から３,６０９万１,０００円減額、  

２目１節 地域福祉・医療基金繰入金から５,６８１万８,０００円減額、４目１節 

公共施設等整備基金繰入金から３９９万６,０００円減額、５目１節 地域振興基金

繰入金から３,３３５万円減額しています。今回の補正予算の財源調整のため繰入れ

を取りやめたため減額するものです。 

５８・５９ページをお開き願います。 

中段の２０款４項６目１節 重度心身障害者医療費返納金から１９８万９,０００

千円減額しています。対象者の減によるものです。 

 下段の１１目１節 スポーツ振興くじ助成金に１１８万８,０００円追加していま

す。武道館及び東藻琴Ｂ＆Ｇ海洋センターにおける畳の購入に対する助成金で、近年

の補助決定においては補助金が配分調整され減額となっていることから、減額分を見

込み予算を計上しておりましたが、減額とならなかったため増額するものです。 

 同じく女満別高等学校寄宿舎給食費から１４５万８,０００千円減額しています。

入寮生徒の見込み減によるものです。 

 同じく備荒資金組合災害支消金から８,１２０万円減額しています。２７年１０月

及び２８年８月の台風災害に伴う復旧工事等に係る財源としておりましたが、今回の

補正予算の財源調整のため支消を取りやめることとしたため減額となるものでありま

す。 

 同じく前年度国民健康保険事業特別会計繰出金返還金から１１２万９,０００円減

額しています。事業費の確定に伴い返還額が減額となるものであります。 

 同じく退職手当組合事前納付金清算還付金から１３９万６,０００円減額していま

す。２５年度から２７年度までの退職手当組合負担金の清算に伴うものですが、２７

年度早期退職者の追加があったことから減額となるものです。 

６０・６１ページをお開き願います。 

上段の住宅屋根材等飛散防止応急対策代金に２万９,０００円追加しています。２

８年１０月４日の強風の影響で、町内に居住者がいなく管理されていない空き家の屋

根材が飛散し、また外壁が損壊し町民等へ危険があるため、町が安全確保として応急

対策の措置を実施したことから、その代金について所有者からの徴収分を追加するも

のであります。 

 同じく過年度農業振興センター使用料に１５万５,０００円追加しています。２８

年２月、３月に農協組合員が使用した使用料の請求漏れに伴い追加するものでありま

す。 

２１款の町債につきましては、第４表 地方債補正で説明したとおりですので、  

説明を省略させていただきます。 

 以上、補正予算の内容について説明申し上げましたので、ご審議くださいますよう
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よろしくお願いいたします。 

 

◇議  長 ここで１０分間休憩します。 

 

（休憩 午後０２時４０分） 

（再開 午後０２時５０分） 

 

◇議  長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

◇議  長 日程第１９ 議案第１０号の議事を続けます。 

これから質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。 

討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 

これから議案第１０号 平成２８年度大空町一般会計補正予算（第１０号）を採決

します。 

◇議  長 お諮りします。本案は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、議案第１０号 平成２８年度大空町一般会計補正予算（第１０号）は、

原案のとおり可決されました。 

 

    ◎日程第２０ 議案第１１号 

◇議  長 日程第２０ 議案第１１号 平成２８年度大空町国民健康保険事業特別会

計補正予算（第４号）を議題とします。 

本案について、提案理由の説明を求めます。 

南部福祉課長。 

 

◇福祉課長 議案書１３５ページでございます。 

「議案第１１号 平成２８年度大空町国民健康保険事業特別会計補正予算（第４

号） 
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平成２８年度大空町国民健康保険事業特別会計補正予算（第４号）は、次に定める

ところによる。 

（歳入歳出予算の補正）第１条 歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ１，７

１０万８，０００円を減額し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ１３億４，２８０万円

とする。 

第２項 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳

出予算の金額は、第１表 歳入歳出予算補正による。 

平成２９年３月７日提出 大空町長 山下英二」 

１３７ページをお開き願います。 

第１表 歳入歳出予算補正、歳入です。 

１款 国民健康保険税から６３６万１，０００円を減額、２款 国庫支出金から１

８万２，０００円を減額、３款 療養給付費交付金に１７４万８，０００円を追加、

４款 前期高齢者交付金に４０万７，０００円を追加、５款 道支出金に１，５９０

万５，０００円を追加、６款 共同事業交付金から１，１３９万６，０００円を減額、

８款 繰入金から１，７４７万１，０００円を減額、１０款 諸収入に２４万２，０

００円を追加しまして、歳入合計は、１，７１０万８，０００円減額し、１３億４，

２８０万円とするものです。 

１３８ページをお開きください。歳出です。 

１款 総務費から２９万６，０００円を減額、２款 保険給付費から３０６万９，

０００円を減額、３款 後期高齢者支援金等から５４万４，０００円を減額、４款 

前期高齢者納付金等に１，０００円追加、６款 介護納付金から２９万円を減額、７

款 共同事業拠出金から１，９８９万６，０００円を減額、８款 保健事業費から１

５０万８，０００円を減額、９款 財政調整基金費に６３４万６，０００円を追加、

１０款 諸支出金に２１４万８，０００円を追加しまして、歳出合計は１，７１０万

８，０００円減額し、歳入合計と同額にするものです。 

次に、歳入歳出補正予算事項別明細書の説明を申し上げます。 

歳出より御説明いたしますので、１４６、１４７ページをお開き願います。 

１款１項１目 総務一般事務費から３項１目 国民健康保険運営協議会費までにつ

いては、年度末に向けて実行予算において、執行残見込み等により整理したものでご

ざいます。 

以下執行残見込み等により整理しました細かな事項については、説明を省略させて

いただきますので、御了承願います。 

２款１項１目 一般被保険者療養費から４目 退職被保険者療養費までは、国、道

支出金や療養給付費及び前期高齢者交付金の額の変更により、財源内訳を変更するも

のでございます。 

２項１目 一般被保険者高額療養費は、高額医療費共同事業交付金額の増により、
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財源内訳を変更するものでございます。 

続きまして、１４８、１４９ページをお開き願います。 

４項１目１９節 出産育児一時金から２１０万円の減額は、出生数の減少に伴うも

のでございます。 

７款１項１目１９節 高額療養費共同事業医療費拠出金に７９万５，０００円の追

加は、北海道国民健康保険団体連合会へ拠出する額が確定したことに伴うものでござ

います。 

続きまして、１５０ページ、１５１ページをお開き願います。 

４目１９節 保険財政共同安定化事業拠出金から、２，０６９万１，０００円の減

額は、北海道国民健康保険団体連合会へ拠出する額が確定したことに伴うものでござ

います。 

８款１項２目 特定健康診査等事業費、１３節 特定健診委託料から１００万円の

減額でございます。特定健診受診者数の減少に伴うものでございます。 

９款１項１目２５節 国民健康保険基金積立金に６３４万６，０００円の追加です。

高額療養費共同事業交付金の増額により財源調整のため基金に積み立てするものでご

ざいます。 

１０款１項３目２３節 前年度国庫支出金返還金に３９９万１，０００円の追加、

前年度一般会計繰入金返還金から１１２万９，０００円の減額、前年度特定健康診査

等負担金返還金から７１万４，０００円の減額は、いずれも平成２７年度の事業費の

額の確定に伴うものでございます。 

続きまして、歳入の説明をいたしますので、１４２、１４３ページをお開き願いま

す。 

歳入につきましても実行予算において事業費の実績見込み等により、再積算し整理

した細かな事項については、説明を省略させていただきます。 

１款１項１目 一般被保険者国民健康保険税、１節から３節全体で４６７万８，０

００円の減額、２目 退職被保険者国民健康保険税、１節から３節全体で１６８万３，

０００円の減額でございます。資格の喪失、転出等、実績見込みに伴う減額でござい

ます。 

３款１項１目１節 療養給付費交付金現年度分に１５３万２，０００円の追加は、

退職被保険者療養給付費の財源の再積算による額の変更に伴うものでございます。 

続きまして１４４、１４５ページをお開き願います。 

５款２項１目１節 特別調整交付金に１，６００万１，０００円の追加です。 

保険財政共同安定化事業の実績見込みによる額の変更に伴うものでございます。 

６款１項１目１節 高額療養費共同事業交付金に２，７７０万３，０００円の追加、

保険財政共同安定化事業交付金から３，９０９万９，０００円の減額は、事業の実績

見込みにより、北海道国民健康保険団体連合会の交付金の額が確定したことにより増
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額、減額するものでございます。 

８款１項１目１節 一般会計繰入金から１，７４７万１，０００円の減額は、平成

２７年度の医療費が大幅に伸びまして、１，９７８万５，０００円を基金から取り崩

した結果、基金残高が５，２５１万円となりました。基金の設置目的にあります国民

健康保険会計の安定した運営をするために一般会計より法定外繰り入れとして国民健

康保険に積み立てて基金残高を７，０００万円にすることで、昨年６月の定例会で補

正としたところでございますが、高額医療費共同事業交付金が増額となり、一般会計

から繰り入れをせずに基金に積み立てできることから減額するものでございます。 

１０款１項１目１節 国民健康保険税延滞金に４万８，０００円の追加は、対象者

の増によるもの、３項３目１節 一般被保険者返還金に１７万円の追加及び４目１節 

退職被保険者返納金に２万３，０００円の追加は、他保険加入者が誤って国保で受診

した治療費相当額の返納があったため追加するものでございます。 

以上、補正予算の内容について御説明申し上げました。よろしく御審議くださいま

すようお願いいたします。 

 

◇議  長 これから質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。 

討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 

これから議案第１１号 平成２８年度大空町国民健康保険事業特別会計補正予算

（第４号）を採決します。 

お諮りします。本案は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、議案第１１号 平成２８年度大空町国民健康保険事業特別会計補正予

算（第４号）は、原案のとおり可決されました。 

 

    ◎日程第２１ 議案第１２号 

◇議  長 日程第２１ 議案第１２号 平成２８年度大空町後期高齢者医療特別会計

補正予算（第１号）を議題とします。 
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本案について、提案理由の説明を求めます。 

南部福祉課長。 

 

◇福祉課長 議案書１５３ページでございます。 

「議案第１２号 平成２８年度大空町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

平成２８年度大空町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）は、次に定めるとこ

ろによる。 

（歳入歳出予算の補正）第１条 歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ４７８

万１，０００円を減額し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ１億３０８万円とする。 

第２項 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額、並びに補正後の歳入

歳出予算の金額は、第１表 歳入歳出予算補正による。平成２９年３月７日提出 大

空町長 山下英二」 

１５５ページをお開きください。第１表 歳入歳出予算補正、歳入です。 

１款 後期高齢者医療保険料から、４５５万９，０００円を減額、２款 繰入金か

ら４万８，０００円を減額、３款 繰越金に７，０００円を追加、４款 諸収入から

１８万１，０００円を減額しまして、歳入合計は、４７８万１，０００円減額し、１

億３０８万円とするものです。 

１５６ページをお開きください。歳出です。 

１款 総務費から８万９，０００円を減額、２款 後期高齢者医療広域連合納付金

から４５１万８，０００円を減額、３款 諸支出金から１７万４，０００円を減額し

まして、歳出合計は、４７８万１，０００円減額し、歳入合計と同額にするものです。 

次に歳入歳出補正予算事項別明細書の説明を申し上げます。 

歳出より説明いたしますので、１６２、１６３ページをお開き願います。 

１款１項 1 目 総務一般事務費に要する費用及び２項１目 後期高齢者医療保険料

徴収事業に要する費用については、実績見込みにより執行残として減額するものでご

ざいます。 

２款１項１目１９節 後期高齢者医療広域連合納付金から４５１万８，０００円の

減額は、主に後期高齢者医療保険料の減少によるものでございます。 

３款１項１目２３節 後期高齢者医療保険料還付金から１７万４，０００円の減額

は、年度を越えた還付が当初見込みより少なかったことによるものでございます。 

続きまして、歳入の説明をいたします。 

１６０、１６１ページをお開き願います。 

１款１項１目１節 後期高齢者医療特別徴収保険料から３７２万７，０００円の減

額、２目１節 後期高齢者医療保険料現年度分から８３万２，０００円の減額です。

実績見込みにより減額するものでございます。 

２款１項１目１節 事務費繰入金から６８万１，０００円の減額は、実績見込みに
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より広域連合事務費負担金額の減少によるものでございます。 

２目１節 保険基盤安定繰入金に６３万３，０００円の増額です。負担軽減対象者

の増によるものでございます。 

３款１項１目１節 前年度繰越金に７，０００円の追加です。前年度の繰越金を計

上するものでございます。 

４款２項１目１節 保険料還付金から１８万１，０００円の減額です。年度を越え

た還付が見込みを下回ったため減額するものでございます。 

以上、補正予算内容について御説明申し上げました。 

よろしく御審議くださいますようお願いいたします。 

 

◇議  長 これから質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。 

討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 

これから議案第１２号 平成２８年度大空町後期高齢者医療特別会計補正予算（第

１号）を採決します。 

◇議  長 お諮りします。本案は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。   

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、議案第１２号 平成２８年度大空町後期高齢者医療特別会計補正予算

（第１号）は、原案のとおり可決されました。 

 

    ◎日程第２２ 議案第１３号 

◇議  長 日程第２２ 議案第１３号 平成２８年度大空町介護保険事業勘定特別会

計補正予算（第３号）を議題とします。 

本案について、提案理由の説明を求めます。 

松川福祉課参事。 

 

◇福祉課参事 議案書１６５ページでございます。 

「議案第１３号 平成２８年度大空町介護保険事業勘定特別会計補正予算（第３
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号） 

平成２８年度大空町介護保険事業勘定特別会計補正予算（第３号）は、次に定める

ところによる。 

（歳入歳出予算の補正）第１条 歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ２，４

３２万８，０００円を減額し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ７億４，６２０万５，

０００円とする。 

第２項 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳

出予算の金額は、第１表 歳入歳出予算補正による。平成２９年３月７日提出 大空

町長 山下英二」 

１６７ページをお開き願います。第１表 歳入歳出予算補正、歳入です。 

１款 保険料に３８９万２，０００円を追加、２款 使用料及び手数料から１４万

７，０００円を減額、３款 国庫支出金から６３７万３，０００円を減額、４款 支

払基金交付金から７１６万１，０００円を減額、５款 道支出金から４１０万円を減

額、７款 繰入金から１，０４３万９，０００円を減額しまして、歳入合計は２，４

３２万８，０００円を減額し、７億４，６２０万５，０００円とするものです。 

１６８ページ、歳出をお開き願います。 

第１款 総務費から４６万１，０００円を減額、２款 保険給付費から２，４９３

万４，０００円を減額、３款 地域支援事業費から１２３万８，０００円を減額、４

款 基金積立金に２３０万５，０００円を追加しまして、歳出合計は２，４３２万８，

０００円を減額し、歳入合計と同額にするものです。 

次に、歳入歳出補正予算事項別明細書の説明を申し上げます。 

歳出より御説明しますので、１７６、１７７ページをお開きください。 

今回の補正は、年度末に向けて実行予算を実施したものであり、執行残等により整

理した細かな事項については、説明を省略させていただきますので、御了承願います。 

２款１項１目１９節 居宅介護サービス給付費給付費から９２７万１，０００円の

減額です。居宅介護サービス利用者が当初見込みを下回るため減額するものです。 

２目１９節 施設介護サービス給付費から１，４７１万５，０００円の減額です。

施設介護サービス費が見込みを下回るため減額するものです。 

４目１９節 居宅介護住宅改修給付費から８７万８，０００円の減額です。住宅改

修費が見込みを下回るため減額するものです。 

５目１９節 居宅介護サービス計画給付費から７９万９，０００円の減額です。居

宅介護サービス計画を作成しなければならない対象者が減少したため減額するもので

す。 

１７８、１７９ページをお開きください。 

４項１目１９節 高額介護サービス給付費に１０２万４，０００円の追加です。高

額介護サービス対象件数が増えたため追加するものです。 
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４款１項１目２５節 介護保険基金積立金ですが、今回の補正予算の財源調整とし

て２３０万５，０００円の追加を行うものでございます。 

続きまして、歳入の説明をしますので、１７２、１７３ページをお開きください。 

１款１項１目１節 介護保険料現年課料分３８０万４，０００円、２節 滞納繰越

分８万８，０００円の追加です。実績見込みにより追加するものでございます。 

３款１項１目１節 現年度分介護給付費負担金から４２４万３，０００円の減額、

２項１目１節 現年度分調整交付金から１６４万６，０００円の減額、４款１項１目

１節 現年度分介護給付費交付金から６９８万２，０００円の減額、５款１項１目１

節 現年度分介護給付費負担金から３８６万円の減額。 

１７４、１０５ページをお開きください。 

７款１項１目１節 介護給付費繰入金から３２０万４，０００円の減額です。細節

で御説明申し上げましたように、各介護サービス給付費が減額となったため、保険給

付費財源の各々の負担割合に応じてそれぞれ減額するものです。 

２項１目１節 介護保険基金繰入金ですが、今回の補正予算の財源調整として６９

６万９，０００円を減額するものです。 

以上、補正予算の内容について御説明申し上げました。よろしく御審議くださいま

すようお願いいたします。 

 

◇議  長 これから質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。 

討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 

これから議案第１３号 平成２８年度大空町介護保険事業勘定特別会計補正予算

（第３号）を採決します。 

お諮りします。本案は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、議案第１３号 平成２８年度大空町介護保険事業勘定特別会計補正予

算（第３号）は、原案のとおり可決されました。 
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    ◎日程第２３ 議案第１４号 

◇議  長 日程第２３ 議案第１４号 平成２８年度大空町介護サービス事業勘定特

別会計補正予算（第３号）を議題とします。 

本案について、提案理由の説明を求めます。 

松川福祉課参事。 

 

◇福祉課参事 議案書１８１ページでございます。 

「議案第１４号 平成２８年度大空町介護サービス事業勘定特別会計補正予算（第

３号） 

平成２８年度大空町介護サービス事業勘定特別会計補正予算（第３号）は、次に定

めるところによる。 

（歳入歳出予算の補正）第１条 歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ５万円

を減額し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ７４４万６，０００円とする。 

第２項 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳

出予算の金額は、第１表 歳入歳出予算補正による。 

平成２９年３月７日提出 大空町長 山下英二」 

１８３ページをお開き願います。第１表 歳入歳出予算補正、歳入です。 

２款 繰入金から５万円を減額しまして、歳入合計を７４４万６，０００円とする

ものです。 

１８４ページ、歳出をお開き願います。１款 サービス事業費から５万円を減額し

まして、歳出合計を歳入合計と同額にするものです。 

次に歳入歳出予算事項別明細書の説明を申し上げます。歳出より説明申し上げます

ので、１９０、１９１ページをお開きください。 

１款１項１目 介護予防支援事業費、職員給与費等、２節 一般職給から１万１，

０００円の減額、同じく介護予防支援事業、１３節 介護予防支援計画作成委託料か

ら３万９，０００円の減額です。いずれも執行残により減額するものです。 

続きまして、歳入の御説明を申し上げますので、１８８、１８９ページをお開きく

ださい。 

２款１項１目１節 一般会計繰入金から５万円の減額です。財源調整によるもので

ございます。 

以上、補正予算の内容について御説明申し上げました。よろしく御審議くださいま

すようお願いいたします。 

 

◇議  長 これから質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 
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◇議  長 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。 

討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 

これから議案第１４号 平成２８年度大空町介護サービス事業勘定特別会計補正予

算（第３号）を採決します。 

お諮りします。本案は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、議案第１４号 平成２８年度大空町介護サービス事業勘定特別会計補

正予算（第３号）は、原案のとおり可決されました。 

 

    ◎日程第２４ 議案第１５号 

◇議  長 日程第２４ 議案第１５号 平成２８年度大空町簡易水道事業特別会計補

正予算（第３号）を議題とします。 

本案について、提案理由の説明を求めます。 

佐薙建設課長。 

 

◇建設課長 議案書１９３ページです。 

「議案第１５号 平成２８年度大空町簡易水道事業特別会計補正予算（第３号） 

平成２８年度大空町簡易水道事業特別会計補正予算（第３号）は、次に定めるとこ

ろによる。 

（歳入歳出予算の補正）第１条 歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ１，４

９０万９，０００円を減額し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ３億３，８０８万２，

０００円とする。 

第２項 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳

出予算の金額は、第１表 歳入歳出予算補正による。 

（地方債の補正）第２条 地方債の変更は、第２表地方債補正による。 

平成２９年３月７日提出 大空町長 山下英二」 

１９５ページです。第１表 歳入歳出予算補正、歳入です。 

１款 使用料及び手数料から４６７万５，０００円を減額、２款 繰入金から７７

７万２，０００円を減額、４款 諸収入に５７３万８，０００円を追加、５款 町債

から８２０万円を減額し、歳入合計では、１，４９０万９，０００円を減額し、３億
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３，８０８万２，０００円とするものです。 

１９６ページ、歳出です。 

１款 総務費から１，４０８万７，０００円を減額、２款 公債費から８２万２，

０００円を減額し、歳出合計では、１，４９０万９，０００円を減額し、歳入合計と

同額とするものです。 

１９７ページ、第２表 地方債補正、１変更です。 

女満別本町地区簡易水道事業債については、限度額２，４００万円を９２０万円減

額し、限度額１，４８０万円とし、東藻琴地区簡易水道事業債については、限度額３，

４２０万円を１００万円増額し、３，５２０万円とするものです。 

女満別本町地区簡易水道事業債は、対象となる工事について実施額が減額となった

こと及び北海道から補償を受けて実施しておりました湖南山沿中線配水管布設替工事

において補償費が当初想定より増額されたことにより、事業債が減額となったもので

す。東藻琴地区簡易水道事業債は、起債対象額の増額により増加するものです。いず

れについても、起債の方法、利率、償還の方法については変更はありません。 

続きまして、歳入歳出補正予算事項別明細書です。先に歳出から説明をさせていた

だきます。 

２０４、２０５ページです。 

今回の補正につきましては、年度末に向けての実行予算による精査が含まれており

ます。補正額の大きい主なものについて説明させていただきます。 

１款１項１目 一般管理費の職員給与費等及び簡易水道一般管理事業の減額につい

ては、実行予算による精査によるものです。 

１款２項１目 施設管理費、簡易水道施設管理費中、１２節 役務費、電話料で４

８万円を減額しています。水道施設と庁舎間の通信に使用する回線使用料が主なもの

となっておりますが、監視装置の変更に伴い回線の見直しを行った結果、減額となっ

たものであります。 

水質検査料３２万６，０００円の減額については、主に臨時分の検査がなかったこ

とによるものでございます。 

１５節 工事請負費、メーター器取替工事で４１万９，０００円の減、１８節 備

品購入費メーター器購入で４１万５，０００円の減となっております。いずれも実績

減及び入札執行減によるものです。 

２目 建設改良費、女満別本町地区簡易水道整備事業では、１５節 工事請負費 

水道管路整備工事で５６３万７，０００円を減額しております。町道湖南山沿中線及

び東幹線排水路沿いにおいて配水管布設替工事を行っておりますが、設計内容の精査

と入札執行減により減額となるものです。 

女満別高台地区簡易水道整備事業、１３節 委託料 調査設計委託料５０万円の減

額については、臨時対応分の未執行によるものです。 
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２０６、２０７ページに移ります。 

東藻琴地区簡易水道整備事業、１３節 委託料全体で２０５万６，０００円を減額

しております。調査設計委託料５０万円の減額については、臨時対応分の未執行によ

るものです。 

水道管路整備工事実施設計委託料４２万円、新規水源調査設計委託料１１３万６，

０００円の減については、設計内容の見直し及び入札執行減による減額によるもので

す。 

１５節 工事請負費のうち水道管の整備工事で２４８万５，０００円を減額してお

ります。道道網走川湯線送配水管布設替工事における執行残によるものです。 

続きまして歳入の説明をいたします。２０２、２０３ページです。 

１款１項１目１節 給水使用料、給水料金、４６７万５，０００円の減となってお

ります。実績に合わせて減額となるものです。 

２款１項１目 一般会計繰入金については、財源調整のため変更するもので、歳出

減により７７７万２，０００円の減となっています。 

４款２項２目１節 雑入、水道管移設補償金については、北海道からの補償を受け

て実施した町道湖南山沿中線配水管布設替工事について、協議の結果、補償部分が想

定より大きく認められ、補償金が５７３万８，０００円増額となりました。 

６款１項１目 簡易水道事業債８２０万円の減額については、地方債補正で説明し

たとおりでございます。 

以上、補正内容について御説明申し上げました。よろしく御審議くださいますよう

お願い申し上げます。 

 

◇議  長 これから質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。 

討論はありませんか。 

（「なし」の声あり 

◇議  長 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 

これから議案第１５号 平成２８年度大空町簡易水道事業特別会計補正予算（第３

号）を採決します。 

お諮りします。本案は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 
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◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、議案第１５号 平成２８年度大空町簡易水道事業特別会計補正予算

（第３号）は、原案のとおり可決されました。 

 

    ◎日程第２５ 議案第１６号 

◇議  長 日程第２５ 議案第１６号 平成２８年度大空町下水道事業特別会計補正

予算（第４号）を議題とします。 

本案について、提案理由の説明を求めます。 

佐薙建設課長。 

 

◇建設課長 議案書２１１ページです。 

「議案第１６号 平成２８年度大空町下水道事業特別会計補正予算（第４号） 

平成２８年度大空町下水道事業特別会計補正予算（第４号）は、次に定めるところ

による。 

（歳入歳出予算の補正）第１条 歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ７０１

万３，０００円を減額し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ３億８，８２２万４，００

０円とする。 

第２項 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳

出予算の金額は、第１表 歳入歳出予算補正による。 

（地方債の補正）第２条 地方債の変更は、第２表 地方債補正による。 

平成２９年３月７日提出 大空町長 山下英二」 

２１３ページです。第１表 歳入歳出予算補正、歳入です。 

１款 分担金及び負担金から９万１，０００円を減額、２款 使用料及び手数料か

ら１７５万３，０００円を減額、３款 国庫支出金から４４０万円を減額、５款 繰

入金に１６４万２，０００円を追加、７款 諸収入に４６８万９，０００円を追加、

８款 町債から７１０万円を減額し、歳入合計では７０１万３，０００円を減額し、

３億８，８２２万４，０００円とするものです。 

２１４ページ、歳出です。 

１款 総務費から６３６万２，０００円を減額、２款 公債費から６５万１，００

０円を減額し、歳出合計では７０１万３，０００円を減額し、歳入合計と同額とする

ものです。 

続きまして、２１５ページ、第２表 地方債補正、１変更です。 

資本費平準化債、限度額４，４９０万円を３７０万円減額し、限度額４，１２０万

円とするものです。平成２８年度中に資本費平準化債発行額の算定方法に改定があり、

減額となったものでございます。 

下水道事業債については、限度額２，３８０万円を３４０万円減額し、限度額２，
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０４０万円とするものです。主な要因としましては、移設補償費を受けて実施した網

走川湯線における汚水管渠改築工事について、補償費が増額となり、下水道事業債が

減額となるものでございます。いずれも起債の方法、利率、償還の方法については変

更はございません。 

続きまして、歳入歳出補正予算事項別明細書の説明をいたします。歳出から説明を

させていただきます。 

２２２、２２３ページでございます。 

補正額の大きいもの、主なものについて説明をさせていただきます。 

１款１項１目 一般管理費、下水道一般管理事業、１３節 委託料、経営戦略策定

業務委託料から６５万４，０００円を減額しています。入札執行に伴う減額となって

おります。 

２目 施設管理費、下水道施設管理費では、光熱水費から１７０万４，０００円を

減額しています。電気使用料の実績減による減額となっております。 

３目 建設改良費、改築更新事業では、調査設計委託料から３０２万３，０００円

を減額しています。国庫支出金を受けて点検設計を予定しておりましたが、国庫支出

金が減額となったため、管路調査を見合わせたため減額となるものでございます。 

続きまして２２０、２２１ページ、歳入の説明をいたします。 

１款１項１目 受益者負担金から９万１，０００円、２款１項１目 下水道使用料

から１７５万３，０００円の減となっております。いずれも実績に合わせて減額する

ものです。 

３款１項１目 国庫支出金、公共下水道事業交付金については、配当の減により４

４０万円を減額するものです。 

５款１項１目 一般会計繰入金に１６４万２，０００円を追加しています。財源調

整により追加となるものでございます。 

７款３項２目 下水道移設補償費に４６７万８，０００円を追加しています。網走

川湯線汚水管渠改築工事に対する北海道からの補償費が増額となったものでございま

す。 

８款１項１目 下水道事業債については、地方債補正で説明したとおりでございま

す。 

以上、補正内容について御説明申し上げました。よろしく御審議賜りますようお願

い申し上げます。 

 

◇議  長 これから質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。 
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これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。 

討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 

これから議案第１６号 平成２８年度大空町下水道事業特別会計補正予算（第４

号）を採決します。 

お諮りします。本案は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって議案第１６号 平成２８年度大空町下水道事業特別会計補正予算（第４

号）は、原案のとおり可決されました。 

 

    ◎日程第２６ 議案第１７号 

◇議  長 日程第２６ 議案第１７号 平成２８年度大空町個別排水処理事業特別会

計補正予算（第２号）を議題とします。 

本案について、提案理由の説明を求めます。 

佐薙建設課長。 

 

◇建設課長 議案書２２７ページです。 

「議案第１７号 平成２８年度大空町個別排水処理事業特別会計補正予算（第２

号） 

平成２８年度大空町個別排水処理事業特別会計補正予算（第２号）は、次に定める

ところによる。 

（歳入歳出予算の補正）第１条 歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ１１４

万４，０００円を減額し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ２，８７２万円とする。 

第２項 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳

出予算の金額は、第１表 歳入歳出予算補正による。 

平成２９年３月７日提出 大空町長 山下英二」 

２２９ページです。第１表 歳入歳出予算補正、歳入です。 

、２款 繰入金から１１４万４，０００円を減額し、歳入合計では、１１４万４，

０００円を減額し、２，８７２万円とするものです。 

続きまして２３０ページ、歳出です。 

１款 総務費から１１４万４，０００円を減額し、歳出合計では、１１４万４，０

００円を減額し、歳入合計と同額とするものです。 
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続きまして、歳入歳出予算事項別明細書です。歳出から説明をさせていただきます。 

２３６、２３７ページです。 

１款１項１目 施設管理費、個別排水処理施設管理費１３節 委託料、浄化槽保守

清掃委託料から５９万５，０００円を減額しています。実績による減となっておりま

す。 

１５節 工事請負費、合併浄化槽撤去工事、５０万円を減額しています。対象とな

る案件がなかったことにより減額するものです。 

続きまして歳入の説明をいたします。２３４、２３５ページでございます。 

２款１項１目 一般会計繰入金から１１４万４，０００円を減額しています。歳出

減に伴い、財源調整のため減額となるものでございます。 

以上、補正内容について御説明申し上げました。よろしく御審議くださいますよう

お願い申し上げます。 

 

◇議  長 これから質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。 

討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 

これから議案第１７号 平成２８年度大空町個別排水処理事業特別会計補正予算

（第２号）を採決します。 

お諮りします。本案は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、議案第１７号 平成２８年度大空町個別排水処理事業特別会計補正予

算（第２号）は、原案のとおり可決されました。 

 

    ◎日程第２７ 議案第２０号 

◇議  長 日程第２７ 議案第２０号 大空町職員の給与に関する条例の一部を改正

する条例制定についてを議題とします。 

本案について、提案理由の説明を求めます。 

藤田総務課長。 
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◇総務課長 議案書の２４３ページをお開き願います。 

「議案第２０号 大空町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例制定につい

てこのことについて、別紙のとおり提出する。 

平成２９年３月７日提出 大空町長 山下英二」 

２４５ページは、改正条例となっております。改正の内容につきましては、定例会

参考資料にて説明しますので、参考資料の３１ページをお開き願います。 

議案第２０号関係、大空町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例新旧対照

表であります。 

改正の趣旨につきましては、時間外勤務、休日勤務手当の算出の基礎となります、

勤務１時間当たりの給与額の算出方法は、国と同じとしているところですが、労働基

準法に抵触することとなるため改正するものであります。 

第１８条に算出方法を規定しております。現行は、給料月額に１２月を乗じた額を

１週間の勤務時間数に５２週を乗じて得たもので除した額としておりますが、改正後

は、給料月額に１２月を乗じた額を１週間の勤務時間数に５２週を乗じ、休日の時間

数を減じたもので、除した額に改めるものであります。 

現在の算出方法から休日の時間数を除いて、実際の勤務時間数で１時間当たりの単

価を求める方法に改めるものであります。 

ここで言います休日とは、祝日、１２月３１日から１月５日までの日となります。 

附則としまして、第１項は平成２９年４月１日から施行する。 

第２項に施行日前の勤務１時間当たりの給与格の算出については、なお従前の例と

する経過措置を規定するものであります。 

以上 提案理由につきまして説明申し上げましたので、御審議くださいますようよ

ろしくお願いします。 

 

◇議  長 お諮りします。議事の都合により、本案は提案理由の説明のみとし、後日、

質疑、採決を行いたいと思います。 

これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

よってそのように決しました。 

 

    ◎ 日程第２８ 議案第２１号 

◇議  長 日程第２８ 議案第２１号 大空町臨時職員等の勤務条件に関する条例の

一部を改正する条例制定についてを議題とします。 

本案について、提案理由の説明を求めます。 
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藤田総務課長。 

 

◇総務課長 議案書の２４７ページになります。 

「議案第２１号 大空町臨時職員等の勤務条件に関する条例の一部を改正する条例

制定について 

このことについて、別紙のとおり提出する。 

平成２９年３月７日提出 大空町長 山下英二」 

２４９ページから２５０ページまでは、改正条例となっております。 

改正の内容につきましては、定例会参考資料にて説明しますので、参考資料の３３

ページをお開き願います。 

議案第２１号関係、大空町臨時職員等の勤務条件に関する条例の一部を改正する条

例新旧対照表であります。 

改正の趣旨につきましては、一つ目としまして、月給の非常勤職員の時間外勤務に

係る１時間当たりの賃金の算出方法が職員と同じであるため、労働基準法に抵触しな

いよう職員と同様に算出方法を改めるものであります。 

二つ目は、政府が進めております働き方改革では、総務省の有識者会議において非

常勤の地方公務員に対する期末手当等を支給できるよう報告書をまとめたところです。 

今後、法律改正等が検討される状況になっており、現在、大空町では臨時職員等に

対し、期末手当は支給しておりませんが、国の動向や近隣では既に支給している町村

があることから、臨時職員等の処遇改善を図るため、２９年度から常勤職員と同程度

勤務する非常勤職員に対し、期末手当を支給できるよう改めるものであります。 

三つ目は、女満別中学校における特別支援学級や個に応じた学習支援体制を整える

ため、２９年度から新たに補助教諭を配置したいため改めるものであります。 

第１０条第４項第３号の改正規定は、月給の非常勤職員の時間外勤務に係る賃金の

算出方法を議案第２０号で提案しております職員の一時間当たりの単価を求める算出

の例に改めるものであります。 

第５項は、月給の非常勤職員を管理職に相当するとみなし、割り増し賃金を支給し

ないことを規定してございますが、全ての職員が管理職に相当するものではないこと

から、管理する職の者には支給しないことに改めるもので、管理する職につきまして

は、規則において幼稚園長の職として定めるものであります。 

第６項、第７項は期末手当の支給に関する規定を追加するものであります。 

第６項は、６月１日と１２月１日に在職する常勤職員と同程度の勤務実態のある条

例第２条第２項第３号に規定する非常勤職員、嘱託職員のうち、１週間の勤務時間数

が３４時間以上の勤務で、６０歳に達した後の３月３１日までの間にある職員に期末

手当を支給するものとして、規定するものであります。 

第７項は、期末手当の額を６月及び１２月に月額１００分の１００、１カ月分とし、
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職員と同様に基準日前の在職期間による第１号から第４号に掲げる割合を乗じた額を

支給するものであります。 

３４ページをお開き願います。 

第１２条は、期末手当の支給日を６月１０日及び１２月１０日として規定するもの

であります。 

また、支給日が休日に当たる場合の規定内容を職員の給与規則で定めている表現に

改めるものであります。 

別表第２第２項では、条項誤りとなっております第２条第２項、第３項を第２条第

２項第３号に改め、中学校への補助教員の配置のため、業務内容欄に業務遂行に必要

となります中学校教員免許を追加するものであります。 

附則としまして、第１項は、平成２９年４月１日から施行する。 

第２項に平成２９年６月に支給する期末手当の特例措置としまして、条例の施行日

前から引き続き在職する非常勤職員については、基準日以前６カ月以内の在職期間に

基準日以前に在職した期間を通算し、その期間による割合による額とするものであり

ます。 

以上、提案理由につきまして説明申し上げましたので、御審議くださいますようよ

ろしくお願いします。 

 

◇議  長 お諮りします。議事の都合により、本案は提案理由の説明のみとし、後日、

質疑、採決を行いたいと思います。 

これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。よって、そのように決しました。 

◇議  長 ここで１０分間休憩します。 

 

（休憩 午後０３時５４分） 

（再開 午後０４時０４分） 

 

◇議  長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 

    ◎日程第２９ 議案第２２号から日程第３６ 議案第２９号 

◇議  長 日程第２９ 議案第２２号 平成２９年度大空町一般会計予算から、日程

第３６ 議案第２９号 平成２９年度大空町個別排水処理事業特別会計予算まで、８

件を一括議題とします。 

本案について、提案理由の説明を求めます。 

藤田総務課長。 
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◇総務課長 議案書の２５１ページになります。 

「議案第２２号 平成２９年度大空町一般会計予算 

このことについて、別冊のとおり提出する。 

平成２９年３月７日提出 大空町長 山下英二」 

別冊で配付しております平成２９年度大空町各会計予算書の１ページをお開き願い

ます。 

平成２９年度大空町一般会計予算 

平成２９年度の大空町一般会計の予算は、次に定めるところによる。 

（歳入歳出予算）第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ８３億１，０

９７万８，０００円と定める。 

第２項 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、第１表 歳入歳出

予算による。 

２ページから６ページにわたり掲載しています歳入歳出予算であります。 

（債務負担行為）第２条 地方自治法第２１４条の規定により債務を負担すること

ができる事項、期間及び限度額は、第２表 債務負担行為による。７ページに掲載し

ています３件１億４，７５４万６，０００円の債務負担行為を設定するものでありま

す。 

（地方債）第３条 地方自治法第２３０条第１項の規定により起こすことができる

地方債の起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、第３表 地方債

による。８ページから９ページに掲載しています２７件１４億３，３３０万２，００

０円の地方債です。 

（一時借入金）第４条 地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金

の借り入れの最高額は、４１億２，０００万円と定める。一時的な資金不足を補うた

めの一時借入金の限度額を地方債と国の補助金が目安に設定するものであります。 

平成２９年３月７日提出 大空町長 山下英二。 

 

次に議案書の２５３ページをお開き願います。 

「議案第２３号 平成２９年度大空町国民健康保険事業特別会計予算 

このことについて、別冊のとおり提出する。 

平成２９年３月７日提出 大空町長 山下英二」 

各会計予算書の２３７ページをお開き願います。 

平成２９年度大空町国民健康保険事業特別会計予算 

平成２９年度の大空町国民健康保険事業特別会計の予算は、次に定めるところによ

る。 

（歳入歳出予算）第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ１３億４，０
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２９万８，０００円と定める。 

第２項 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、第１表 歳入歳出

予算による。 

２３８ページから２３９ページに掲載しています歳入歳出予算であります。 

平成２９年３月７日提出 大空町長 山下英二。 

 

続きまして、議案書の２５５ページをお開き願います。 

「議案第２４号 平成２９年度大空町後期高齢者医療特別会計予算 

このことについて、別冊のとおり提出する。 

平成２９年３月７日提出 大空町長 山下英二」 

各会計予算書の２６１ページをお開き願います。 

平成２９年度大空町後期高齢者医療特別会計予算 

平成２９年度の大空町後期高齢者医療特別会計の予算は、次に定めるところによる。 

（歳入歳出予算）第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ１億４２９万

４，０００円と定める。 

第２項 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、第１表 歳入歳出

予算による。 

２６２ページから２６３ページに掲載しています歳入歳出予算であります。 

平成２９年３月７日提出 大空町長 山下英二。 

 

続きまして、議案書の２５７ページをお開き願います。 

「議案第２５号 平成２９年度大空町介護保険事業勘定特別会計予算 

このことについて、別冊のとおり提出する。 

平成２９年３月７日提出 大空町長 山下英二」 

各会計予算書の２７３ページをお開き願います。 

平成２９年度大空町介護保険事業勘定特別会計予算 

平成２９年度の大空町介護保険事業勘定特別会計の予算は、次に定めるところによ

る。 

（歳入歳出予算）第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ７億６，０９

２万４，０００円と定める。 

第２項 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、第１表歳入歳出予

算による。 

２７４ページから２７５ページに掲載しています歳入歳出予算であります。 

平成２９年３月７日提出 大空町長 山下英二。 

 

続きまして議案書の２５９ページをお開き願います。 
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「議案第２６号 平成２９年度大空町介護サービス事業勘定特別会計予算 

このことについて、別冊のとおり提出する。 

平成２９年３月７日提出 大空町長 山下英二」 

各会計予算書の２９５ページをお開き願います。 

平成２９年度大空町介護サービス事業勘定特別会計予算 

平成２９年度の大空町介護サービス事業勘定特別会計の予算は、次に定めるところ

による。 

（歳入歳出予算）第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ７０４万３，

０００円と定める。 

第２項 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、第１表 歳入歳出

予算による。 

２９６ページから２９７ページに掲載しています歳入歳出予算であります。 

２９年３月７日提出 大空町長 山下英二。 

 

続きまして、議案書の２６１ページをお開き願います。 

「議案第２７号 平成２９年度大空町簡易水道事業特別会計予算 

このことについて、別冊のとおり提出する。 

平成２９年３月７日提出 大空町長 山下英二」 

各会計予算書の３０９ページをお開き願います。 

平成２９年度大空町簡易水道事業特別会計予算 

平成２９年度の大空町簡易水道事業特別会計の予算は、次に定めるところによる。 

（歳入歳出予算）第１条 歳入歳出予算の総額は歳入歳出それぞれ３億５，３０５

万９，０００円と定める。 

第２項 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、第１表 歳入歳出

予算による。 

３１０ページから３１１ページに掲載しています歳入歳出予算であります。 

（地方債）第２条 地方自治法第２３０条第１項の規定により起こすことができる

地方債の起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、第２表 地方債

による。３１２ページに掲載しています３件１億４８０万円の地方債です。 

（一時借入金）第３条 地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金

の借り入れの最高額は、１億１，０００万円と定める。地方債の額を目安に設定する

ものであります。 

平成２９年３月７日提出 大空町長 山下英二。 

 

続きまして議案書の２６３ページをお開き願います。 

「議案第２８号 平成２９年度大空町下水道事業特別会計予算 
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このことについて、別冊のとおり提出する。 

平成２９年３月７日提出 大空町長 山下英二」 

各会計予算書の３２９ページをお開き願います。 

平成２９年度大空町下水道事業特別会計予算 

平成２９年度の大空町下水道事業特別会計の予算は、次に定めるところによる。 

（歳入歳出予算）第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ４億１，３７

４万９，０００円と定める。 

第２項 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、第１表 歳入歳出

予算による。 

３３０ページから３３１ページに掲載しています歳入歳出予算であります。 

（地方債）第２条 地方自治法第２３０条第１項の規定により、起こすことができ

る地方債の起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、第２表 地方

債による。３３２ページに掲載の２件、７，９７０万円の地方債であります。 

（一時借入金）第３条 地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金

の借り入れの最高額は、１億円と定める。地方債と国の補助金額を目安に設定するも

のであります。 

平成２９年３月７日提出 大空町長 山下英二。 

 

続きまして、議案書の２６５ページをお開き願います。 

「議案第２９号 平成２９年度大空町個別排水処理事業特別会計予算 

このことについて、別冊のとおり提出する。 

平成２９年３月７日提出 大空町長 山下英二」 

各会計予算書の３５１ページをお開き願います。 

平成２９年度大空町個別排水処理事業特別会計予算 

平成２９年度の大空町個別排水処理事業特別会計の予算は、次に定めるところによ

る。 

（歳入歳出予算）第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ３，０１２万

円と定める。 

第２項 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、第１表 歳入歳出

予算による。 

３５２ページから３５３ページに掲載しています歳入歳出予算であります。 

平成２９年３月７日提出 大空町長 山下英二。 

以上、提案理由の説明とさせていただきますので、御審議くださいますようよろし

くお願いいたします。 

 

◇議  長 以上で提案理由の説明は終わりました。 
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お諮りします。本案については、議長除く１０人の委員で構成する予算審査特別委

員会を設置し、これに付託して審査することにしたいと思います。 

御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって本案については議長除く１０人の委員で構成する予算審査特別委員会を

設置し、これに付託して審査することに決定しました。 

暫時休憩します。 

 

（休憩 午後０４時１９分） 

（再開 午後０４時２０分） 

 

◇議  長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

本日の会議時間は、議事の都合によって延長いたします。 

お諮りします。ただいま設置されました予算審査特別委員会の委員の選任について

は、委員会条例第７条第４項の規定によって、お手元に配りました名簿のとおり指名

したいと思います。 

御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、予算審査特別委員会の委員は、お手元に配りました名簿のとおり選任

することに決定しました。 

ここでしばらく休憩いたします。 

 休憩中に議員控室において予算審査特別委員会を開催し、委員長の互選を行ってくだ

さい。 

再開はブザーをもってお知らせいたします。 

 

（休憩 午後０４時２２分） 

（再開 午後０４時３７分） 

 

◇議  長 休憩前に引き続き会議を再開します。 

お諮りします。先ほど、予算審査特別委員会に付託しました議案第２２号から議案

第２９号までの８件については、会議規則第４６条第１項の規定によって、３月１４

日までに審査を終了するよう期限をつけることにしたいと思います。 

御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 
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◇議  長 御異議ありませんか。 

異議なしと認めます。 

したがって、議案第２２号から議案第２９号までの８件については、３月１４日ま

でに審査を終了するよう期限をつけることに決定しました。 

◇議  長 ここで諸般の報告をいたします。 

休憩中に、先ほど設置されました予算審査特別委員会において、委員長及び副委員

長の互選が行われ、その結果の報告が議長の手元にまいりましたので報告いたします。 

委員長に深川曻議員。 

副委員長に沢出好雄議員が互選された旨の報告がありました。 

◇議  長 以上で本日の日程は全部終了しました。 

本日はこれで散会します。大変お疲れさまでした。 

 

（散会 午後０４時３８分） 



 

 平成２９年第１回 
 

 

 

 

 

大空町議会定例会会議録 

〔その２〕 

 

 

 

 ・招 集 平成２９年３月 ７日 
 

 ・開 会 平成２９年３月 ７日 
 

・閉 会 平成２９年３月１４日 
 

 

 

 

 

 

大 空 町 議 会 



 

大空町議会会議録 

 

 

１ 応招議員は次のとおりである。 

 

 １番  上 地 史 隆  ７番  齋 藤 宏 司 

 

２番  田 中 裕 之   ８番  松  岡  克  美 

 

 ３番  原 本 哲 己   ９番  欠 員 

 

４番  沢 出 好 雄  10番  後 藤 幸 太 郎 

 

 ５番  品 田 好 博  11番  深 川  曻 

  

 ６番  松 田 信 行  12番  近 藤 哲 雄 

 

２ 不応招議員は次のとおりである。 

 

  

 

３ 出席議員は応招議員と同じである。 

 

 

 

４ 欠席議員は不応招議員と同じである。 

 

 

 

 

 

 



 

５ 会議事件のために出席した者は次のとおりである。 

 

町 長  教 育 委 員 会 委 員 長 

代 表 監 査 委 員  農 業 委 員 会 会 長 

   

副 町 長  産 業 課 長 

総 合 支 所 長  産 業 課 参 事 

会 計 管 理 者  建 設 課 長 

総 務 課 長  建 設 課 参 事 

総 務 課 参 事  地 域 振 興 課 長 

住 民 課 長  住 民 福 祉 課 長 

福 祉 課 長  総 務 課 主 査 

福 祉 課 参 事   

   

教 育 長  生 涯 学 習 課 参 事 

生 涯 学 習 課 長   

   

監 査 委 員 事 務 局 長  農 業 委 員 会 事 務 局 長 

選挙管理委員会事務局長   

 

６ 職務のため出席した事務局職員は次のとおりである。 

 

事務局長、主査 

 

７ 会議事件及び議事日程は別紙のとおりである。 



 

平成２９年第１回大空町議会定例会議事日程 

第２号 平成２９年３月８日（水） １０時００分開議 

 
日程第１  会議録署名議員の指名について 
 

（諸般の報告） 
 
日程第２  一 般 質 問 
 
 



 

 出 席 説 明 員 の 報 告 
 
１．地方自治法第１２１条第１項の規定により説明のために出席する者は次のとおり。 
 
   町 長  山 下 英 二   教育委員会委員長  相 馬   隆 
 
   代 表 監 査 委 員  近 藤 克 郎   農業委員会会長  山 神 正 信 
 
    
 
２．大空町長の委任を受けて説明のために出席する者は次のとおり。 
 
   副 町 長  川 口 明 夫   産 業 課 長  佐々木 徳 幸 
 
   総 合 支 所 長  菊 地 教 男   産 業 課 参 事  中 村 直 樹 
 
   会 計 管 理 者  丹 治   健   建 設 課 長  佐 薙 幸 史 
 
   総 務 課 長  藤 田   勉   建 設 課 参 事  高 島 清 和 
 
   総 務 課 参 事  林   敏 美   地 域 振 興 課 長  伊 藤 裕 幸 
  
   住 民 課 長  山 本 勝 栄   住 民 福 祉 課 長  平 田 義 和 
 
   福 祉 課 長  南 部   猛   総 務 課 主 査  土 田 康 裕 
 
   福 祉 課 参 事  松 川 一 正    
   
 
３．大空町教育委員会委員長の委任を受けて説明のために出席する者は次のとおり。 
 
   教 育 長  渡 邊 國 夫    
 
   生 涯 学 習 課 長  田 中 信 裕  生 涯学習課参事  田 端 久 剛 
 
 
４．大空町代表監査委員の委任を受けて説明のために出席する者は次のとおり。 
 
   事 務 局 長   熊 谷 裕 幸 
 
５．大空町農業委員会会長の委任を受けて説明のために出席する者は次のとおり。 
 
   事 務 局 長  作 田 勝 弥 
 
６．大空町選挙管理委員会委員長の委任を受けて説明のために出席する者は次のとおり。 
 
   事 務 局 長  熊 谷 裕 幸 
 
７．本議会の事務に従事する者は次のとおり。 
 
   事 務 局 長  大 槻 明 弘    
 
   主 査  石 川 大 樹    
 
 

以上のとおり報告する。 
 
                    平成２９年 ３月 ８日 
 
                     大空町議会議長  近 藤 哲 雄 
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(午前１０時００分) 

    ◎開議宣告 

◇議  長 おはようございます。 

ただいまから平成２９年第１回大空町議会定例会２日目の会議を開きます。 

 

  ◎日程第１ 会議録署名議員の指名 

◇議  長 日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。 

会議録署名議員は、会議規則第１２７条の規定によって、議長において、４番 

沢出好雄議員及び５番 品田好博議員を指名します。 

 

    ◎諸般の報告 

◇議  長 この際、諸般の報告を行います。 

事務局長に報告いたさせます。 

事務局長。 

 

◇議会事務局長 諸般の報告を申し上げます。 

  ただいまの出席議員は、１１名全員であります。 

本日の会議に説明のために出席する者の職氏名は、一覧表として配付していると

おりであります。 

なお、職務の都合により、一部異動がある場合がありますことを御了承願います。 

本日の議事日程は、配付しております日程表のとおりであります。 

議会事務局職員による議会広報用の写真撮影を申請し、許可を得ておりますので、

御了承願います。以上でございます。 

 

◇議  長 これで諸般の報告を終わります。 

 

    ◎日程第２ 一般質問 

◇議  長 日程第２ 一般質問を行います。 

順番に一般質問を許します。 

５番 品田好博議員。 

 

◇品田議員 おはようございます。 

平成２９年第１回大空町町議会定例会にあたり、一般質問をさせていただきます。 

女満別食品工場跡地の、旧女満別中学校の正面玄関の校章についてであります。

合併以来、学校施設整備においては、女満別小学校の改築を皮切りに、東藻琴中学

校の大規模改修があり、次いで現在、東藻琴小学校の大規模改修が進められておる
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中、体育館の新設もする予定もされておる状況であろうと考えております。 

そして今般、新年度予算において、女満別中学校の大規模改修の実施設計委託の

計上がされ、平成３０年度完成予定という段取りになっております。 

実は、現女満別中学校には違った歴史があります。詳しいことは、私がこの町を

出てからのことで、わかりませんが、企業誘致として当時フタバ食品に売却された

ものと思います。 

しかし、当初から何故か旧女満別中学校正面玄関の校章は、外されることなく、

そのままの形で、使用され、撤退後、今もなおそのままの玄関のいでたちをしてお

ります。昔の面影をそのままに放置されておるわけであります。卒業生として、ま

た、母校を考えるときに、いつ見ても胸が痛みます。 

そこで、お尋ねでございますが、今さらながらと、お思いでしょうが、現中学校

の改修時等にあわせて、この校章の処理をぜひ考えていただけないか。質したいと

思います。 

町外からの同窓生の集まりのときに、いつも疑問の声が届いておる次第でありま

す。 

教育長におかれましては、学校施設における校章の位置づけをまたその重みを、

意味合いを含め、対応していただくそのお考えを質すものであります。 

旧女満別中学校が、無事改修が終了されても、この旧校舎の処理が後になること

は、後に禍根を残すと言っても大げさではないと思います。 

相手があることですが、よろしく御答弁賜りますようお願い申し上げまして、１

回目の質問とさせていただきます。 

 

◇議  長 渡邊教育長。 

 

◇教 育 長 品田議員からの一般質問にお答えを申し上げたいと思います。 

女満別食品工場跡であります旧女満別中学校校舎は、昭和２２年の新制中学校開

校時に独立校舎として発足するため、昭和丘と呼ばれた現在の女満別眺湖台３丁目

に所在しておりました旧海軍兵舎後を使用することを計画いたしまして、昭和２６

年に中央校舎、昭和２８年には西側校舎、３１年に東側校舎、また３２年には屋内

運動場がそれぞれ当時整備をされたものでございます。 

その後、昭和４７年には現在の場所に女満別中学校校舎、体育館を新築、移設を

いたしまして、旧校舎跡地につきましては、ただいま議員さんからも御説明ありま

したように、翌年の昭和４８年にフタバ食品株式会社に売却され、女満別食品工場

として稼働が開始されております。 

それから３０年後の平成１５年２月に食品工場としての生産活動が中止となり、

その後、旧校舎につきましては、未使用のまま現在に至っていると、そのようなこ
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とになってございます。 

また校章につきましては、品田議員が御指摘のとおり、現在も工場跡の正面玄関

壁面にそのまま残っているというそのような状況でございます。 

また現在の校章自体の状況、状態でありますけれども、モルタル塗りの壁に一体

的に埋め込まれております上に、建築から６０有余年が経ち、経年劣化がかなり進

んでいる状態であると、そのように認識をしております。 

そのようなことから、仮に校章を取り外すこととなれば、校章本体もろともモル

タル壁が崩落しかねないものと推測をしているところでございます。 

したがいまして、移設は、現時点では難しいのかなと、そのように判断をしてお

ります。 

しかしながら、教育委員会といたしましては、女満別中学校のシンボルでありま

す校章をそのままの状態としておくことは決して望ましいこととは考えてはおりま

せんので、今後、現建物所有者と御相談の上、承諾が得られれば、校章を簡易な方

法で覆い隠すなど、必要な対応とってまいりたいと、そのように教育委員会として

は考えているところでございます。 

以上、品田議員への１回目の答弁とさせていただきます。 

 

◇議  長 ５番 品田議員。 

 

◇品田議員 御答弁を賜りました。 

ずいぶん長い話でございまして、大変恐縮でございます。 

本当に私どもは、中学を出たとき、全く何もない、セピア色の本当に暗い校舎だ

ったなと、今思い出すのはちょうど卒業式のこの時期でございます。 

後輩たちがつくった人のアームのトンネルをつくっていただきまして、カラマツ

の通りを送ってもらって、玄関まで出てきたというのは記憶にあります。大変何も

ない中でも、少年であった私にとっては、大変な場所でありまして、記憶から消え

ることは、なかったわけであります。 

しかるに時間が経てば経つほど、今の現中学校の卒業生は、１回目の今の現中学

校の原点を知っている卒業生はいなくなってきて、また今役場庁舎内の職員の皆さ

ん方も旧中学校の卒業での人は、ほとんどいなくなってきている。議員にも私を含

めて３人です。そういう状況でございます。完全に忘れ去られてきている。その中

で、校章だけが薄汚れた形でまだ残っていくということであります。人の記憶から

消えてもいかに朽ち果てても、残っている。そういうものに私は、お願いを込めて、

質問とさせていただいたわけであります。 

教育長も、その辺のことをよくわかっていただきますし、多分、教育長は最後の

卒業生か１年前の卒業生でしたか、その部類でしたから、よくその時の記憶はわか
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っていると思いますけども、相手があることでございます、どんな方法でも結構で

ございますので、現中学校の改修にあわせて、何とかしていただきたい。そんなこ

とを思っています。 

たまたまそういうことで原稿書いているときに、本当に偶然というものは恐ろし

いもので、３月３日でしたか、レターパックが送られてきました。何かと思いまし

たら、女満別小学校の１００年、記念のレターパック、アルバムです。開いてみま

した。女満別小学校もそういった歴史があって、今、行政財産である駐車場になり

ますか。あの辺が正面玄関で、向こうに向いている。写真、それとその前の昭和の

写真、三つ並べられております。 

もしや女満別中学校何周年をやるとすれば同じようなアルバムをつくって、その

写真を載っけただろうと、ところが若い卒業生は、その古い中学校がなんだかをわ

かるでしょうか。ましてそれが残っている。その写真よりもっと辛い形で残ってい

るということに対して、どういう思いをするか。 

壊せとは申しません。その紋章すら何故、当時、外してもらって操業してもらう

ということができなかったか、もうその人方、担当者は誰もいませんから、そうい

うことは考えても無理だろうと思いますけど、知恵ある者が受け継いで、それを処

理していく、歴史は忘れされるものでなく、積み重ねていくんだと私は感じており

ます。 

まして教育です。教育とはそういうもんだと、私は信じております。新しくすれ

ばいいというものはない。この古さの中で若者が希望をもって、教育、学習をして

きた。そういう歴史がどの学校にもあるはずです。新しい、古さだけではない。そ

ういう精神的な基盤を、また養っていくのも教育だと私は信じております。 

ぜひとも、よろしくお進めいただきたいと思いまして、ありがとうございました。 

 

◇議  長 教育長。 

 

◇教 育 長 当該の建物につきましては、私が中学３年生の秋まで、通学していた学

舎でもあります。また私の自宅のすぐ近くに建物が所在しているということもあり

まして、時折、当時のままの姿を見るにつけ、中学校時代を思い浮かべ懐かしさや、

思い出に浸ることも私自身ございます。 

母校に対する思い入れは、人それぞれお持ちになっているのではないかと思いま

すけれども、古くなっても、そのままの姿が良いという方もおられると思いますし、

品田議員さんのように悲しさを感じて心を痛めている、そのような方もおられるか

と思います。 

建物が既に町の財産ではないということや、私自身、そのままが良いのか何か手

を加えるべきなのか。悩んでいる部分もありまして、現在に至っているというよう
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なこともございます。 

当時、売買の際に撤去ですとか移設ですとか、そのようなことがどうだったのか

ということ、過去の資料も調べてみましたけれども、なかなか当時の状況がわかる

ものがございませんでした。 

校章はモルタル壁に強固に設置、埋め込まれている状況であるというのは当時も

同じではなかったのかなと推測しておりまして、なかなか移設も簡単ではなかった

のかなと、そんなことも推測をしております。また、当時校章はそのまま残ったと

いうことでありますけれども、校旗でありますとかその他備品でありますとか、必

要な重要書類は、今の女満別中学校に全て、引き継がれております。 

そういう意味で、歴史なりを引き継ぐという部分については、今もきちんと資料

として残っているものと、私はそのようにも考えております。 

そのようなことで大規模改修の話もありましたけれども、そういう時期とは別に

また、今の所有者の方と、今後、御相談をさせていただきながら、できることを対

応してまいりたいと、そのように思っておりますので御理解をいただきたいと思い

ます。 

 

◇議  長 ５番 品田議員。 

 

◇品田議員 大変ありがとうございました。 

お手数ですけども、よろしく配慮願いたいと思います。 

 

◇議  長 これにて品田好博議員の一般質問を終了します。 

次に、３番 原本哲己議員の一般質問を許します。 

 

◇原本議員 今年も昨日から高校入試試験が行われており、我が大空町の二つの高校

は来年度の定員を大きく下回ることか確実となりました。 

私は平成２７年度第１回定例議会で、高校の生徒数が減る中、一つの高校を残す

ために、大空町の二つの地域間で綱引き状態にならないように進めてほしい旨の一

般質問をさせていただきました。 

その後、さらに生徒数減少が続き、この問題を大空町の高等学校教育を考える協

議会に検討を付託し論議され、新しい総合学科の町立高校をつくる方向へと進んで

まいりました。この方向をもとに、それぞれの地域で住民説明会を開き、高校の問

題について検討されてきました。 

また、年末から２月上旬にかけて開催されたふれあいトークにても、この問題に

意見等を求めてまいりました。私の所属する産業建設文教常任委員会においても教

育委員会からの説明を受け、今後の方向についても検討してまいりました。 
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今回私は、一般質問をするにあたり、この問題が住民の間にきちんと理解された

形で進むこと願い、また数多い賛同得た方向となることを目指し、あえて今まで聞

き及んでいることも含めて質問をしたいと思います。 

では、質問に入らせていただきます。 

１点目、最初に、今まで検討されてきた計画の中での６回にわたり住民説明会、

２月上旬まで行われたふれあいトークでの町民の反応はどのようなものだったのか、

また、どう感じ取られたかお聞きしたいと思います。 

２点目、ここから具体的内容です。 

今回の入試のように定員割れが続く中、またさらに生徒数の減少も考えられる中、

もしこのまま進むとしたら、今ある２校はいつごろまで存続できるのか伺いたいと

思います。また、何らかの対策を打つことで存続させる方法は考えられないのかも

伺いたいと思います。 

３点目、今回の総合学科という形の新しい高校を考えるにあたり、その基準とな

った考え方は何だったのか。また、大空町の高等学校教育を考える協議会での議論

の方向性を初めから決めて進んだということはないのか。その上で、我が町の二つ

の高校、全日制普通科、定時制農業科との継承、整合性はどうなのか。 

また新しい高校へ移行する過程での問題点はないのかお聞きしたいと思います。 

４点目、現在の予定スケジュールの中で、平成３２年開校予定となっていますが、

今後の説明会の状況、また準備期間等から変更の可能性があるのか伺い、１回目の

質問としたいと思います。 

 

◇議  長 渡邊教育長。 

 

◇教 育 長 原本議員からの一般質問にお答えを申し上げたいと思います。 

１番目の町民説明会とふれあいトークの状況についてでございますが、これまで

の本町における高等教育のあり方についての協議経過を含め、御答弁をさせていた

だきたいと存じます。 

大空町の新しい高校づくりについては、町内の中学校及び高校のＰＴＡや同窓会、

振興協議会の役員の方々で構成されます大空町の高等学校教育を考える協議会を中

心に、本町の高等学校教育のあるべき姿について、さまざまな角度から議論を重ね

てまいりました。 

平成１８年度に本協議会が設置をされておりますけれども、当初は町立の東藻琴

高校と道立の女満別高校の現状などを認識し合うとともに、存続に向けた具体的方

策の検討を行ってきたところでございますが、近年の厳しい少子化の状況を踏まえ、

平成２７年からは、高校統合へ向けた本格的な議論を進めてまいりました。 

またその際、地元中学生やその保護者に対するアンケート調査の実施を初め、町
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広報を通じて町民の皆様から本町の将来の高校教育に関する御意見をいただくなど、

広くそれらの意向を議論に反映してまいりました。 

平成２８年３月には、東藻琴高校と女満別高校を発展的に１校に統合することを

確認するとともに、４月には町立の全日制高校、６月には総合学科として平成３２

年の開校を目指すとの原案をまとめ上げたところでございます。 

その後、協議会が示した方向性について、町広報を初め、町民説明会やふれあい

トークの場を通して、町民の皆様に内容の説明を行ってまいりました。 

昨年１１月に開催いたしました町民説明会は、町内６カ所で開催し、７６名の参

加をいただいております。 

また、昨年１２月から２月にかけまして実施いたしました町政懇談会、ふれあい

トークでは２３会場５２２名の参加をいただいたところでございます。 

町民の皆様からは、統合を支持する方、また存続を希望する方など、さまざまな

観点から多くの御意見をいただきました。とりわけ総合学科や二つの校舎の活用に

おける質問が多く寄せられましたが、内容の詳細や目的、意義がこれまでの町広報

や周知活動だけでは、まだまだ十分に浸透がなされていないという、そのような印

象を受けた次第でございます。 

しかしながら、御意見を総合的に見ますと、地域の少子化が急速に進む中、現行

のまま高校２校を維持していくことは難しいということや、新しい高校においても

農業をベースとしたカリキュラムが引き継がれていくこと、また、広く全国から生

徒募集を行い、存続を図るという方向性については、御理解が得られたものと考え

ているところでございます。 

それら町民の皆様からいただいた御意見をもとに協議会において、再度、大空町

の高校教育の方向性について協議、検討した結果、町立の全日制の総合学科の開校

を目指すことで再確認がなされました。また教育委員会におきましても、協議会で

の議論の結果を尊重し、大空町の高校教育の目指すべき方針を決定させていただい

たところでございます。 

今後、新しい高校づくりの方針が町民の皆様に丁寧にわかりやすく伝えられるよ

う、今月２１日及び２２日に開催を予定しております町民説明会や町広報への特集

記事の掲載などさまざまな方法により、広く周知に努めてまいりたいと考えてござ

います。 

２点目の御質問の今ある２校の存続の可能性と延命のための対応策についてお答

えを申し上げます。 

生徒の確保策については、これまで両校に対し、特徴ある教育活動に対する事業

補助や英検などといった資格取得のための受験費用の助成、また制服購入費の全額

補助、さらには、スクールバスの運行による通学支援や寄宿舎の運営などを通して、

教育環境の充実整備や保護者への経済的支援策などを積極的に講じてまいりました。 
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ここ数年、両高校への入学者数が、コンスタントに２０人台を維持するなど、一

定の効果が見られたものの、少子化による中学卒業者数の減少始め、地元進学率の

低下、町外高校の定員割れの実態、さらにはＪＲやバスによる町外の通学が可能と

いった交通の利便性など、大空町ならではの特異性の影響などによりまして、町内

両高校への志願者数は減少傾向にあります。 

昨日は、全道一斉に公立高校の入学試験が実施されたところでございますが、平

成２９年度の町内高校への出願状況について申し上げますと、女満別高校が１６人、

東藻琴高校は１３人となっており、昨年度と比較しますと、女満別高校は昨年２８

人でしたので、１２人の減少、東藻琴高校は昨年２０人でしたので、９人の減少と

大幅に昨年を下回る状況となっております。 

大空町は学区で言いますと、オホーツク東学区に属しておりまして、学区の範囲

は網走市、大空町、斜里町、清里町、小清水町の１市４町となっております。 

北海道教育委員会が公表いたしましたオホーツク東学区の今後の中卒者の見込み

数でありますけども、４年後の平成３３年度には、本年度に比べ約１１０人もの生

徒が減少する見込みとなっております。 

とりわけ網走市内の中学生が多く減る見込みとなっておりまして、網走市内出身

の生徒を学校全体で６割から７割受け入れしております町内の両高校にとっては、

生徒確保がさらに厳しくなるものと大変危惧しているところでございます。 

さらに、北海道教育委員会では、これまで新たな高校教育に関する指針に基づき、

計画的に高校の再編を進めてきておりますが、現在、現行の指針の見直し作業が進

められており、その中で、全日制の１学年２学級以下の高校については、今後も他

の高校に通学可能な地域にある学校は、再編整備を進める必要があるとしています。 

また、道立の昼間定時制高校は、就職しながら学ぶ生徒が少ないという理由から、

昨年度、平成２７年度に全ての昼間定時制の高校が廃止されたところでございます。

そのような道立の定時制高校の流れを受け、市町村立で残されている道内の昼間定

時制高校６校につきましても、そのあり方について今後協議を進める必要があると

されております。 

現在、道立の女満別高校については、既に再編の対象となっているところであり、

また町立の東藻琴高校につきましても、今後そのあり方について道との協議が進め

られていくことになってございます。 

今後の中学卒業者数の減少や道の指針に照らし、今後とも両高校現状のまま存続

させることは難しいものと考えているところでございます。 

３点目の御質問になりますが、総合学科が導き出された理由と普通科と農業科の

整合についてでございます。 

昨年１１月に開催いたしました町民説明会やふれあいトークの場におきましても、

町民の皆様から同様の御質問をいただいておりますが、総合学科については、普通
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科などと比べなじみが薄く、高校教育における特徴ある学科の一つとしての認識が

余り広まっていないことから、御質問が多くなったものと考えております。 

高校教育では、進路に応じて高度な普通教育及び専門教育を施すとされており、

教育内容も普通科や専門学科に加え、単位制高校や総合学科、中高一貫教育制度な

どがこれまで導入されてきたところでございます。 

学科を検討するにあたって、大空町の高等学校教育を考える協議会では、こうし

た現行の教育制度の研究や中学生及び保護者のアンケート調査結果を踏まえた上で、

福祉系の学科や観光の分野、さらには外国語の専門学科など、幅広い視点から協議

検討を行ってまいりました。それぞれに特徴があるとともに、今まさに社会が求め

る人材育成の分野であることから、協議会としても強い関心を持ちましたが、管内

や道内の高校の実態を把握してみますと、生徒の確保や専門の教員、指導者、外部

講師などの確保にあたり、多くの課題があることもわかってまいりました。また、

福祉や観光分野の学科は、既に管内の高校が開設しており、競合は避けるべきとの

判断もございました。 

総合学科は現在、全道で１６校設置されており、管内では道立の斜里高校及び留

辺蘂高校が導入しております。また、市町村立としては、剣淵高校が農業と福祉の

二つの系列を設け堅実な学校運営を行っておられます。 

協議会では、そのような状況を認識した上で、最終的に現在の東藻琴高校及び女

満別高校のすばらしい教育実践活動を引き続き生かすことができ、かつ生徒それぞ

れの個性や学力に応じて将来の進路選択につなげるための科目が自由に選択できる

総合学科が本町にとってふさわしい学科であると考えたところでございます。 

町民の皆様からいただいた御意見の中では、総合学科は選択科目の多さから１間

口４０人の生徒が分散され、農業教育がなくなってしまうのではと危惧される御意

見もございましたが、農業の系列を当初から設けるとともに、東京農業大学との連

携を今以上に図りながら、充実した農業教育を継続して行うこととしております。 

また、町内に２校の高校が現在持っております推薦枠の維持継続によって、大学

進学の道も引き続き確保してまいりたいと考えております。 

さらに、大手ポータルサイトの運営企業とタイアップしたデジタル人材育成や情

報教育、その他さまざまな分野の外部講師の登用など、多くの生徒が興味、関心を

持ってもらえるような特徴と魅力のある高校づくりを推進することとしております。 

また、総合学科は生徒が進路を考えるための教職員によるアドバイスやガイダン

スが充実されており、加えて小規模校というメリットを生かすことで、一人一人に

行き届いた教育が行われることが最大の利点であると考えております。 

最後に４番目の御質問にお答え申し上げますが、平成３２年開校の変更の可能性

についてでありますが、少子化の大きな波を受け、中卒者数の減少と地元高校への

入学者の激減の状況を鑑みれば、大空町における高等学校教育の進むべき方向を早
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期に内外に示す必要があると考えております。 

現在の町内の中学生生徒や小学生児童、またその保護者に対しても、大空町の新

しい高校の内容や魅力を早期に発信することで、地元高校への進学率を高めること

にもつながるものと考えております。 

北海道教育委員会による新たな高校教育に関する指針の見直し動向を踏まえまし

ても、まさに待ったなしの状況であると認識しております。 

そういうようなことから、教育委員会といたしましては、平成３２年の開校を目

指し、新年度から新しい高校づくりに向けた準備に入ってまいりたいと考えている

ところでございます。 

以上、原本議員への１回目の答弁とさせていただきます。 

 

◇議  長 ３番 原本議員。 

 

◇原本議員 大変丁寧に説明していただきありがとうございました。 

問題の性格上、ちょっと私の質問が前後することがありますが、理解願いたいと

思います。 

まず１点目は、一応その状況報告ですので、そのまま次に移りたいと思いますけ

れども、２点目から、まず今の教育長の答弁の中に、町外網走市からですか、約６

割か７割という話があったんですけど、実際に町内の中学生の進路として、普通科、

職業科、また就職する方もおられると思うんですけど、その比率がわかれば教えて

いただきたいと思います。 

また、この女満別高校と東藻琴高校に町内から進学している比率がわかれば教え

ていただきたいと思います。 

 

◇議  長 教育長。 

 

◇教 育 長 御質問にお答えしたいと思っております。 

本町の中学生の進路の状況、また地元高校への進学率の状況についての御質問で

はないかなと思っております。 

大空町の中学生の卒業後の進路については、ここ数年間、就職はなく、ほとんど

が高校や高専といった学校への進学となってございます。 

学科別の進学先については、普通科へ進学出願する生徒が８割程度と多く、職業

系の学科を希望する生徒は、年度によって異なりますけれども、概ね２割から３割

程度といった割合となっております。 

ここ最近では語学系や看護系、また芸術系の学科を希望されて管外へ進学すると

いった、そのような進路の多様化も進んできているところでございます。 
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また地元高校への進学状況につきましては、昨年、平成２８年３月の状況を申し

上げますと、町内の中学校卒業者数８３人のうち東藻琴高校は３人、女満別高校は

１１人といった状況になっております。 

いわゆる地元の進学率は、平成２６年度については２２％、平成２７年度が２

４％、平成２８年度については１７％と下降しておりまして、ここ数年は３割にも

満たない状況が続いております。 

先ほどちょっと御答弁申し上げましたように、少子化による中卒者数、学区内全

体の減少を初めとして、町外高校の定員割れといったものがあります。 

さらにはその交通のアクセスが非常に良い、このことは大空町に来てくれる生徒

さんもいるんですけれども、一方で外にも非常に出て行きやすいような大空町なら

ではの特徴がございまして、地元の進学率に大きく影響しているのかなと、そのよ

うなことを思っております。 

新しい高校づくりにあたっては、安定的に運営していくためにも地元の進学率を

高めるということが必須条件であると考えておりまして、新しい高校の魅力づくり、

地元の子どもたちが、ぜひ行ってみたいと思う、そのような内容というものを真剣

に今後考えてまいりたいと思っているところでございます。 

以上、答弁とさせていただきます。 

 

◇議  長 ３番 原本議員。 

 

◇原本議員 今の説明で、地元の生徒の進学率が平均して２割ぐらいで、大変低くな

っているということがわかりました。 

実は私も東藻琴高校第１９期卒業生です。１６名の卒業生でした。そのときは、

当時、東藻琴村でしたので、村外から来ていた方は１名という状況でした。でも、

決して私の１６名だったクラスが、人数的に良かったというふうには考えられなか

ったと思います。そういう意味で、一つの高校として生徒数の確保が必要不可欠と

考えられると思います。 

そこで、３点目にも関わりますが、説明の中で今回の総合学科の高校、あえて東

藻琴の高校を農業科と呼ばせていただくと、この東藻琴高校が多方面で話題となり、

その実績、地域貢献などから基幹産業の農業と深く結びついた高校として知られる

ようになってきています。 

今回の総合学科は、この職業科的要素を多く残した高校と判断されます。それな

らば東藻琴高校に女満別高校を合併させる。またはその逆もありきという考え方で

はないかとも思います。 

再度くどいかもしれませんが、あえて新しい高校をつくる意義、考え方が何か、

もう一度伺いたいと思います。 
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◇議  長 教育長。 

 

◇教 育 長 お答え申し上げたいと思います。 

現在の中学生の卒業者は、能力や適性、興味や進路希望に応じてほとんどの生徒

が高校へ進学しているという状況であります。そのようなさまざまな子どもたちの

多様化したニーズに応えるために、全日制や定時制、さらには通信課程を設けると

いったことがあったり、教育内容に応じ普通科や専門学科、総合学科といった学科

を設置してきているというのが、現制度ではないかなと思っております。 

全国的な状況をちょっと調べてみますと、７割を超える生徒が大学や専門学校に

進学をするというような状況があります。 

また、御質問がありました、町内にある２校について、どちらかの高校に統合で

きないかという、そういう御質問かなと思いますけれども、仮に東藻琴高校に一つ

にまとめるということになった場合については、定時制の農業高校となって、単課

の職業系高校として残ることになります。職業学科に国全体では、昭和４０年頃と

いうのは全国の４０％の生徒が通っていたということでありますけれども、先ほど

の説明ともちょっと重複しますけれども、やっぱり大学進学率が上昇したという影

響を受けて、現在は、職業学科に対しては２２％まで減少していると、いろんな状

況が今生まれています。 

また、東藻琴高校の在校生の状況について申し上げますと、現在、在校生のうち

農業の担い手を志望されている方というのは、以前と比べまして、全体の１６％程

度と割合が減少し、その多くは他の分野への進路を希望しているという、そのよう

な実態がございます。そのようなことから、今の東藻琴高校の生徒の進路先も必ず

しも農業分野ということではないというようなこともあって、多様な進路実現がで

きる高校を期待する生徒が多くを占めているという中では、農業一本で存続させて

いくというのは難しいのではないかなと思っております。 

また、町立高校として一校存続させられましても、農業分野を希望しない地元の

生徒については、せっかく町立の高校が地元にあっても、地元への進学の道が閉ざ

され、町外への通学を余儀なくされるといった一面も出てまいります。 

一方、女満別高校に東藻琴高校を統合するとした場合については、全日制の普通

科となって、進学への対応は可能となりますけれども、普通科では、大空町の中心

産業である農業の担い手を育てるためのカリキュラムとはなりません。農業の道が

閉ざされてしまうということになってしまいます。 

また、先ほども触れましたけれども、現在もアクセスの良さから網走市や北見市

への大学進学あるいは専門学校進学を考えた多くの生徒が町外の普通科に進学して

いると、そのような現状にありまして、どちらの方式をとっても十分地元の生徒に
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応えられるような、そういう状況を生まないと、そのような考え方を持っていると

ころでございます。 

間口の小さいとこであっても、やはりさまざまな進路が実現できる魅力ある高校

として、存続し続けるためには、普通科といったものではなく、また、農業に特化

ということでもなく、それらと差別化して特徴あるもの新たにつくり出していかな

ければ、生徒の確保は今後とも難しいものと、そのように判断をしたところでござ

います。 

そのようなことから、町内いずれかの高校を現状のまま存続させるということよ

りも、やはり両校の価値を残すために、新しい高校として発展的な統合を目指すべ

きであると、そのような結論を持ったところでございます。 

以上、御答弁とさせていただきます。 

 

◇議  長 ３番 原本議員。 

 

◇原本議員 今、考えている方向性について大分お聞きしましたので、それなりの理

解をしているつもりです。 

その中で、ちょっと聞き漏らしたのかもしれないのですけども、昼間的定時制と、

教育長は言われたと思うのですけども、今の東藻琴高校の定時制スタイルが、道教

委としては、それは将来的に整理していきたいという考え方、それは間違いないで

すか。 

 

◇議  長 教育長。 

 

◇教 育 長 １回目の答弁の中で御説明をさせていただきましたけれども、現在その

小規模校、特に全道各地に小規模校が存在しているということでありまして、今後

の方向性について道教委では、その指針のあり方といいますか、指針自体を今見直

しをしているということでございます。 

その中の今の議論の中では、昼間定時性、これは市町村立の定時制についても、

今後、道に準じた形で協議が行われていくという、そのような情報をいただいてい

るところでございます。 

昼間定時ということでありますので、実態としては、本町東藻琴高校もそうであ

りますけれども、４年間で卒業すればいいということになっているのが、定時制の

一つのメリットではないかなと思っておりますけれども、昼間定時制ということな

ので通常の全日制の高校とほぼ同じ日中の授業時間の中で、授業を受けるというこ

とになっておりまして、そのようなことから実質全日制的な学校運営のものについ

ては、廃止をするという大きな決断が北海道の方ではあったということでありまし
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て、今後、町立であっても同じような考え方を道としては、町に押しつけというこ

とは余りよくないかもしれませんけども、そのようなことが十分今後考えられてい

るところでございます。 

 

◇議  長 ３番 原本議員。 

 

◇原本議員 今の話、実は今日初めて聞いたものですから、その辺の話がとても大事

な一部分を占めるかなと思っています。 

新しい高校をつくる意義、またその事由、その辺の住民の理解がとても大切と考

えられます。 

ここからは、具体的なことですので、また伺っていきたいと思います。 

私の所属する産業建設文教常任委員会では、平成２８年度新しい高校を考えるに

あたり、檜山北高校という総合学科の高校を視察してまいりました。全体の規模の

違いはありますが、総合学科として進み出して比較的年数の浅い高校でした。その

中で進路に応じた授業は、とても好感の持てるものでした。小人数のグループに分

かれ熱心に授業を受けている光景は、もし私が学生だったら、うらやましくも感じ

るものだと思いました。 

しかし、その背景には多くの教員の確保が必要に見えました。これからつくろう

としている総合学科は、標準的な教員の配置からどのくらいの増員が必要かお聞き

したいと思います。 

また、当然増えるであろう人件費等の考え方についてもお聞きしたいと思います。 

さらに現在の計画の中で東藻琴高校、女満別高校の二つの校舎を使いスクールバ

スで移動する予定となっていますが、時間的ロスや物理的な問題はどのように解決

できるのか。再度伺いたいと思います。 

 

◇議  長 教育長。 

 

◇教 育 長 お答えを申し上げたいと思います。 

必要な教員数のまず配置について、最初に御答弁申し上げたいと思っております。

教職員数については、公立高等学校の適正配置及び教職員定数の標準等に関する法

律に定められた基準に基づきまして、設置者である都道府県及び市町村は、教職員

定数を条例で定めることとされております。 

現在の町内の高校の基準数について、さきに申し上げたいと思いますけれども、

これは管理職員とか、事務職員、一般の先生、養護の先生を含めた数字であります

けど、東藻琴高校の定数は現在１３人、女満別高校は１１人となっているところで

あります。 
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新しく総合学科となれば、今は１間口校ということで考えているわけであります

けれども、１間口校の試算ということで、１４人と試算上は想定をしております。

そのような状況でありますけれども、実際現在でも、その基準配置数だけでは十分

な教育活動が展開されないということもありまして、町内の両高校に対して、町独

自に職員を増員配置をしているという実態がございます。東藻琴高校には時間講師

として１名配置をするほか、実習補助員として３名、また事務職員１名の増員配置

を行っております。 

また、道立ではありますけれども女満別高校に対しましては、平成２６年度に２

間口から１間口校と減少した際、教職員数が１７人いたものが１１人と、一気に６

人もの先生の数が減少するという、そのような事態となりました。女満別高校では、

女高タイムといった特徴ある教育活動に大きな影響を及ぼすことになるということ

を大変心配いたしまして、教育水準の維持確保のため、また教育活動の支援のため、

町独自に教職員１名を現在も配置しているところでございます。 

ただし、高校におきましても教育の質を重視した魅力ある高校として運営してい

くために、また、生徒のニーズに応えられる高校とするために教職員の増員を図る

など、やっぱり必要な体制をしっかりとつくっていかなければならないと考えてお

ります。 

昨年、１１月の町民説明会のときには、新しい高校を維持するためにどれだけの

経費が掛かるかといった部分もシミュレーションいたしまして、御説明をさせてい

ただきました。 

現在、両高校に対する、町の実質負担というのが、おおよその額でかなり大ざっ

ぱになりますけども４，０００万円ほど掛っていると、新しい高校では８，０００

万円、ほぼ倍の額が実質負担額となるという説明をさせていただきましたけれども、

実質４，０００万円ど増えるわけでありますけれども、そのうちの約半分の２，０

００万円は、教員の増員に係る人件費分と、そのように試算をしておりまして、当

時は基準人数プラス３人を増員する形で、そのような額となったということであり

ますけれども、今後カリキュラムでありますとか、生徒の選択科目の状況、それら

もろもろ総合的に判断した上で、適切な人員確保、増員等も今後考えてまいりたい

という考え方を持っているところでございます。 

それとバスの移動に係る負担のことについても、御質問をいただいたかと思って

おります。 

まず、なぜ二つの校舎を利用することになったかということでありますけれども、

新しい高校づくりにおいては、これまで新しい時代を担う子どもたちにどのような

教育が必要なのかと、そういった視点から真剣に議論を重ねてまいりまして、導き

出された学科が総合学科ということになったわけでありますけれども、その総合学

科を開設するにあたって必要となる教室数や施設の確保の面から検討いたしました
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結果、既存の両高校の校舎や圃場やハウスといった、もろもろの財産をより有効に

活用していくということが必要であると、そのような考え方に至ったところでござ

います。またその両高校の校舎を活用しての学びというのは女満別、東藻琴両地区

の地域性を学ぶ機会となるとともに、町民の皆さんとのより多くのふれあいが大空

町を愛し、未来を担う人材としての育成につながるものと、そのようにも考えてお

ります。両校舎間は、スクールバスでの移動を考えております。町民の方からも御

意見の中で、生徒の移動に時間が掛かると、負担が掛かるということを心配する御

意見もいただきました。片道２０分程度の所要時間を想定しておりますけれども、

カリキュラムの工夫などによって、曜日や回数を決めて移動するなど、負担が最小

限となるよう、今後詳細を詰めてまいりたいと考えております。また協議会ではバ

スの移動時間を有効に使うために、タブレット端末による事前学習を行ったり、ま

た英会話ＣＤを常時車内で流すなど、話せるための英語教育などを行ってはといっ

たアイデアも出していただいているところでございます。 

総合学科は、単位制の高校となっておりまして、３年間で必要な単位数である７

４単位以上を卒業までに取得することになっておりますが、年間、毎日６時間授業

を実施する必要はなく、バスの移動時間はかかりましても必要な単位は十分余裕を

持って取得できるものと、そのように考えております。 

二つのキャンパスを利用している高校としては、道立の名寄産業高校がございま

す。今後、そのような道内の事例なども参考とさせていただきまして、生徒や教員

の負担がかからないよう、今後カリキュラムの内容や効率性の高い学校運営方式と

いうものを具体的に検討してまいりたいと考えてございます。以上、御答弁とさせ

ていただきます。 

 

◇議  長 ３番 原本議員。 

 

◇原本議員 大変いろいろありがとうございました。 

今いろいろお聞きしたのですけども、その中で、総合学科としてやっていくこと

がかなり大変なことだということは、十分わかりました。しかしその方向に進む以

上は、きちんといろんなことを整理していかなければならないと思います。 

今月の２１日、２２日に再度住民説明会が予定されています。まだまだ町民のい

ろんな声が出てくると思います。 

また、これから細かな準備も必要になってくると思います。そういう意味で、正

式に総合学科の新しい高校をつくるという決定、それと開校時期を決める、それは

いつの時期にするのか、その辺をちょっと伺いたいと思います。 

 

◇議  長 教育長。 
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◇教 育 長 お答えしたいと思います。 

現在新しい高校の開校の時期につきましては、平成３２年を目標としておりまし

て、これまでの御答弁のとおり、中学卒業者数の減少と地元高校への入学者の減少

の状況から見て、開校時期の先送りは避けたいと考えております。開校が遅れれば

遅れるほど、今後、生徒の確保は一層難しくなるものと、そのように判断をしてお

ります。 

今後、想定しているスケジュールでは、両高校の教職員を中心とした準備委員会

を立ち上げ、教育目標や教育課程、校名や校章、校歌に至るまで、多岐にわたる内

容を決定していかなければならないこととなっております。 

また、地域が期待する高校及びその学校運営を実現するためには、町民の皆様を

初め地域の皆様の御支援、御協力が不可欠であると考えておりまして、多くの方に

学校経営に参画をいただく仕組みづくりもあわせて進めていかなければならないと、

そのように考えております。 

新しい高校の開校の時期はと言いますか、開校の決定の時期につきましては、道

立高校と町立高校の統合ということでもございまして、今後、北海道教育委員会と

の十分な協議によって、決定されていくということになっております。 

新年度に入りましてから、改めて協議によって決定すると、そのような場面を迎

えているということでございます。 

 

◇議  長 ３番 原本議員。 

 

◇原本議員 今の回答ですと、平成２９年度中には決定するということで理解してよ

ろしいですか。 

 

◇議  長 教育長。 

 

◇教 育 長 はい、そのように考えているところでございます。 

 

◇議  長 ３番 原本議員。 

 

◇原本議員 よくわかりました。最後です。 

今ある二つの高校の存続は無理となる中、新しい町立高校をつくることが将来の

大空町を支えるために必要と私も考えます。ただ、大切なのは多くの中学生に関心

の持たれるために、単なる二校をまとめた形の高校ではないことも大切だと思いま

す。総合学科として進学も目指せ、就職に向かっての選択肢もできることが可能な
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ことが十分魅力のある学校に見えるようになっていくと思います。 

中学生にも喜ばれるというか、行ってみたいと思われる高校、そして父兄もうち

の子どもをここにやってみたいというような高校を目指してほしいと思います。 

また、基幹産業の農業を守るためにも、今ある東藻琴高校農業科のすばらしい活

動実績を受け継いだ学科に、是非してまいりたいと思います。 

この問題が町民に十分理解され、確実に一歩一歩進んで行くことを願って、一般

質問を終わりたいと思います。 

最後に、町長に新しい高校についての考え方、意見等あればお聞きして終わりた

いと思います。 

 

◇議  長 教育長。 

 

◇教 育 長 自然は一番の教科書であると、そのように言った先生がおられます。大

空町には、自然を初めとした教育資源が豊富に揃っておりまして、空港のある町と

して、大きな可能性を秘めたまちであると思っています。 

厳しい現実に立ちすくむのではなく、あらゆる可能性を開花させるため熱意をも

って立ち向かって行きたいと、そのように考えております。 

今、お話がありましたように、大空町の高校が今持っている魅力をしっかりと新

しい高校に引き継ぎながら、多くの子どもたちのニーズに応えられる、そのような

高校の実現に向けて鋭意努力してまいりたいと思っております。 

大空町が目指す新しい高校では、道立や近隣の高校に先駆けて、あらゆる困難を

乗り越える力の育成を重視した教育を転換してまいりたいと思っております。その

ためには、地域の多くの皆様による御協力がなければ、特徴と魅力のある新しい高

校の実現は難しいものと考えております。 

今後、教育委員会として、新しい高校の目指すべき方向を住民の皆様に丁寧に御

説明申し上げ、御理解いただけるよう最大の努力を傾注してまいりたいと考えてお

りますので、引き続き御指導賜りますようお願い申し上げます。 

 

◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 私にも、考え方といいましょうか、御答弁の機会をいただきましてあり

がとうございます。 

大空町における教育に関わる私の考え方なども少し踏まえながらといいましょう

か、お話を申し上げたいと思います。 

大空町の高校に対する私の考え方でございますけれども、過去の議会においても

答弁をさせていただいたことがございました。 
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また、私が書いております広報の手記の中でも、この二校のことについて触れた

ことがございました。 

さらに、町政懇談会などでも、いろんな御意見を賜り、その中で私の考え方を述

べることもございました。 

また、さきに教育長から答弁のあった高等学校教育を考える協議会、これが立ち

上がった折、町長はどのように考えているのかということで、その当時の考え方な

どについて、発言をさせていただいたこともありました。 

折に触れ、いろいろな場面で私の考え方をお伝えしてきたところでございます。

また今般は、高等学校教育を考える協議会の中でも、非常に深度の深い、そんな議

論をされたことと承っておりますし、その内容についても私にお知らせをいただき

ました。それらを踏まえてお話を申し上げたいと思います。 

大空町の教育全般に対する施策というものは私にとってまちづくりをする、進め

る中で、いの一番に掲げなければならないものでもありまして、そのことを常に旨

として取り組んできたところでございます。 

幼児教育の充実でありますとか、学校教育における補助教員の配置、また、施設

の計画的な整備でありますとか、コンピューター機器を含めた機材の導入、さらに、

食育の推進でありますとか、奨学金制度の拡充など、保護者の負担軽減はもちろん

でありますけれども、子どもたちをいの一番に考えて、この地域で育まれる子ども

たちの創造性というものを育むことに努めてきたところでございます。 

高等学校教育におきましても、制服購入の補助でありますとか、スクールバスの

運行、寄宿舎の運営など、入学者を確保をしたい、そういう想いからいろいろな取

り組みを行ってきたところであります。 

また、地域の子どもたち、高校に通う子どもたちは、両校の生徒とも地域社会に

対する貢献を深めてきてくださいました。その活動は内外に広く知れ渡っておりま

す。 

フレッシュマーケットでありますとか、除雪のボランティア、いろいろな面でま

ちづくりに重要な役割を果たして、町民からも高く評価を受けているところでござ

います。 

東藻琴高校においては、町の特産品となるチーズの開発を行ってまいりました。

また女満別高校は、選抜甲子園出場という偉業をなし遂げてきたところであります。 

こうした活躍は、生徒の努力はもちろんであります。さらに、教職員の熱心な指

導の賜物でもあります。また、そうした基盤をしっかりと支えてくださったのが町

民の方々のいろいろな支援によるものだと、そのようにも思ってございます。 

しかしながら、中学校の卒業生の数は減少し、両校とも定員割れが続いている状

況でございます。そんな中で、ここ数年来議論を深めてきてくださいました高等学

校教育を考える協議会の皆様には長きにわたって協議をいただいて、最終的な方針
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をいただいたところでもございます。また、教育委員会においても、この方針を尊

重するという判断を賜ったところでございます。 

私自身は、町民説明会にも出席をさせていただきました。また、その後の町政懇

談会でも２７年度、２８年度２年間にわたり、いろいろなお話をさせていただく中

で、町民の方からは、期待でありますとか、一方での不安、また、正直諦めたよう

な、そういう発言もありました。 

一方では、将来に向かっての希望を語る若い町民の方もいらっしゃいました。い

ろんな意見をちょうだいしたところであります。また議会にも、その状況などを報

告させていただき、いろいろな機会を通じて、議員各位の考え方なども感じさせて

いただいたところであります。 

私の役割と申しますのは、より多くの方々の意見を聞き、またさまざまな立場の

方々の意見を拝聴し、現時点で将来にわたる、将来を見据えて、どのような選択を

することが望ましいのか、そのことに責任を持って判断することだと考えておりま

す。しかし、その根底にありますものは、大空町のまちづくりの根源にかかわるも

のだと思っております。 

昨年の３月、大空に人・花・心育む町、を普遍的理念とした宣言を行ってくださ

いました。生涯にわたる教育を人という言葉であらわしております。このことから

も、この地域における高等教育、高等学校をなくしては、まちづくりはあり得ない

と、そのように考えております。 

これまでの町民の皆さんのいろいろな議論、御意見を深く受けとめ、議会の御意

見も賜りながら、町としての判断を行ってまいりたいと考えてございます。 

３月２１日、２２日、両日に新しい高校づくりにおけるは町民説明会、開催する

こととなってございます。その中で、これまで真剣に御議論を御協議いただいた皆

さんの思いというものを受けとめて、町の判断も示しながら、より多くの方にお伝

えをしてまいりたいと思っております。 

先ほど教育長も申しましたとおり、子どもたち、特に高等学校の教育には、今ま

でも町民の皆さんに深く関わっていただきました。そのことによって、生徒はもち

ろん教職員も発奮し、すばらしい教育を展開してきてくださったものと思っており

ます。 

しかしこれから次の時代に向かっていくためには、さらに地域として、この高校

支えるという気運を高めていかなければならないと、さらに強く感じてございます。

そういった町民の機運を醸成していくこと、高めていくこと、それが私のもう一つ

の役割ではないかと、そのように考えているところでございます。 

将来にわたって、決してこの地域の方々の落胆につながらないように、この地域

全体で教育を支えるということを町としても取り組んでまいりたい、そのような決

意を申し上げて、御答弁とさせていただきたいと存じます。よろしくお願いいたし
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ます。 

 

◇議  長 これにて原本哲己議員の一般質問を終了します。 

ここで１０分間休憩します。 

 

（休憩 午前１１時１８分） 

（再開 午前１１時２８分） 

 

◇議  長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

日程第２ 一般質問を続けます。 

次に、１番 上地史隆議員の一般質問を許します。 

 

◇上地議員 皆様おはようございます。 

３月になり、大空町にも少しずつ暖かい日差しが差し、雪解けも始まりました。 

町内には卒業し、新たに進学や就職のために町を離れる方もおられると思います。 

民間の会社や役所でも、今月で仕事を務め上げ退職される方もおられると思いま

す。 

それぞれ違う立場ではありますが、これまで大変な御苦労があったと思います。

そのことに対して心より敬意を表したいと思います。 

それでは、通告に従い質問に移らせていただきたいと思います。他の方の質問と

重なるところがありましたらお許しいただきたいと思います。 

それではまず一つ目の質問ですが、地域おこし協力隊の現状と課題についてお聞

きしたいと思います。 

現在、新聞やテレビでもよく取り上げられていますが、その中でもある女優さん

が地域おこし協力隊に参加している企画番組もあり、私も楽しく視聴させていただ

いております。 

このように、若い方にも大分周知が進んできているように感じる地域おこし協力

隊ですが、都市部の若者らが自治体の募集に応じて地方に移り住み、最長で３年間、

国から生活費などの支援を受けながら住民の生活支援など、地域の活性化に取り組

むものです。 

平成２１年度から始まったこの制度は、隊員数が年々増加していて、総務省によ

りますと、去年の隊員数は前の年のおよそ１．５倍の４，１５８人となり、政府が

目標としていた４，０００人を上回りました。また、隊員を受け入れた自治体は、

全国８６３団体以上に上り、前年のおよそ１．３倍となりました。 

総務省は、協力隊は過疎地域を中心に地域活性化に欠かせない存在になっている

として、今後も引き続き単位数の増加に努める考えであります。さらに任期を終え
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た隊員の中には、地域で起業し、定住を希望する人が多いことから、こうした人へ

の研修を充実させるなど支援を強化しようとしています。 

我が町にも、地域おこし協力隊の方がいますが、実際にどのような活動をされて

いるのか、また町として定住に向けてどのようなサポートをしているのか。 

２点について、町長よりお聞かせをいただきたいと思います。 

続けて二つ目の質問に移らせていただきます。 

二つ目の質問は災害で発生した流木の活用についてです。 

大雨などの自然災害で発生した流木は、河川やダムを管理する国や道、自治体が

廃棄物として主に土中に埋めて処理をされていますが、昨年夏に道内を襲った台風

では、広範囲で大量だったため、迅速に処理する必要がありました。 

そこで、道が調整役となり、流木を回収処理する自治体と利用する木材会社など

の仲立ちを開始いたしました。道は昨年９月、道森林組合連合会などと連携し、林

業被害対策に係る連絡会議を立ち上げ、関係者との会合を３回重ね、流木の受け入

れが可能な木材関連会社、製紙会社など２５社を探し出しました。 

個々の業者からは、受け入れ可能な時期、有償か無償か、付着した砂や泥の除去

が必要かどうかなどの受け入れ条件を上げてもらい、自治体など流木の管理者から

の引き渡しが円滑に進むように工夫しました。 

道林業木材課によると、昨年１２月時点で流木を受け入れた業者は、全道で９社

あり、約６００トン分で道内で生じた流木量の一部しかなく、大半は川や川岸から

引き上げられ空き地などに積み置かれたままだそうです。同課は、本格的な利用は

雪解け後の春以降と見ており、早く活用が進むようこれからも情報発信を引き続き

行いたいとしています。 

このように、流木の処理活用ではどこの自治体も苦労していますが、我が町では

大量に発生した流木は、どのように処理しているのか。町長よりお聞かせをいただ

きたいと思います。 

以上で、最初の質問とさせていただきます。 

 

◇議  長 町長。 

 

◇町  長 上地史隆議員の一般質問に御答弁を申し上げたいと思います。 

まず１点目、地域おこし協力隊の課題についてでございます。 

地域おこし協力隊は、地域の新たな担い手となる人材を確保し、地域力の充実強

化を図るものとして、平成２１年度に制度化されたものでございます。都市部から

の人材を最長で３年間受け入れ、地域づくりに関する業務に従事していただき、ま

ちの活力につなげて行こうとするものであります。 

確定している通知が２７年度まででございますので、この年度の状況について御
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説明申し上げたいと思います。平成２７年度、この制度を活用している自治体は全

国で６７３、隊員数は２，６２５人、３年前、平成２４年度と比較いたしますと、

自治体数は３．３倍、隊員数は約４．３倍と急速に増加している現状にあります。 

国は２０２０年度までに、この隊員数を４，０００人までに拡充することを目標

としております。 

隊員の約４割が女性で、２０歳から３０歳代が全体の８割を占めております。平

成２７年度の実績といたしましては、約６割の方が任用された地域に企業もしくは

就業するなどして定住をされております。道内では１０５の自治体で全国で最も多

い３６９人の隊員が活動しております。管内では、大空町のほか北見市、網走市、

津別町、清里町、遠軽町、滝上町、西興部村が受け入れを行っております。 

大空町では平成２７年３月からこの制度を導入し、現在２人の隊員を移住定住支

援員、観光推進員として任用をしております。大空町の形態は町に勤務するという

方式をとっているところでございます。 

移住定住支援員は、町内に移り住もうとする方々の総合窓口として、お試し暮ら

しの相談対応や総合戦略に掲げるさまざまな支援事業の紹介、移住定住人口を増や

すための積極的な情報の提供を行っております。 

観光推進員は、観光情報の発信、観光パンフレットの作成、観光振興計画の策定

業務のほか、各種イベントの運営協力なども行っているところでございます。 

本来の業務に従事するほか、さまざまな行事や催しなどにも積極的に参加をして

いただいておりまして、町民皆様との交流も深めているところでございます。地域

おこし協力隊の活動は、観光や産業の振興、子育て支援や生涯学習活動など、各自

治体によってさまざまでございます。地域での暮らしを体感しながら、結果として、

地方への定住、定着を図る取り組みを推進しております。 

任期を終了した後も地域に残り、新たな事業を始めるなど、定住できるための支

援として、研修事業がございます。 

一つには、国や北海道などが主催するスキルアップ研修、また、サポートする民

間団体が主催する他の自治体隊員との交流研修でありますとか、企業、事業化に向

けた研修など、任用年数に応じた計画的な研修プログラムへの参加支援などが主な

内容となっております。 

この方から隊員が地域に溶け込み円滑に業務を進められるよう活動計画のつくり

方や業務進捗状況の確認、必要なアドバイスを行うフォロー業務なども行われてお

ります。 

受け入れ側の責務といたしまして、隊員の意思を尊重しながら、任用する段階か

らしっかりとサポートしていかなければならないものと考えております。その中で、

定住に結び付ける、結びついていくような取り組みをしたいと考えております。 

まちづくりにおきましては、私ども役場の職員は、もちろんでありますけれども、
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さまざまな異なる感覚での発想、視点というものが企画・立案などでも求められて

いる現状にあります。地域の魅力の掘り起こし再発見、町のＰＲそういったところ

に柔軟な発想を持っていただいて取り組んでくださること、それを期待していると

ころでございます。 

意欲ある地域おこし協力隊員による様々な取り組みを推進して、町の活性化に今

後もつなげてまいりたいと考えているところでございます。 

２点目、災害で発生いたしました流木等の活用について、現状について御答弁を

させていただきたいと思います。 

昨年の例で申し上げたいと存じます。 

昨年８月から９月の台風による暴風雨及び降雨の中で、多くの流木が発生をいた

しました。網走湖では、流木が漂流したり、また湖岸に押し寄せ、処理方法等につ

いて網走開発建設部河川事務所でありますとか、西網走漁業協同組合と協議を行っ

たところでございます。 

トマップ川下降から現在ワカサギ釣りの受付付近までの流木処理については、既

に網走開発建設部河川事務所により完了をしております。 

それ以降、山下岬、呼人方面に向かっては、雪解けを待って同様に河川事務所に

おいて順次処理を行っていただくこととなっております。さらに町が女満別湖畔公

園内の流木を隣接の駐車場に一時堆積したものにつきましては、河川事務所が、こ

の春以降、処理を行うことで協議が整っているところでございます。 

結果といたしまして、私どもの町が昨年の災害関係で、最終処分場などに搬入し

たものにつきましては、強風により折れた木でありますとか枝などが主なものとな

っております。 

近年、集中豪雨や台風なども多く発生しており、倒木や湖畔に流れ着く流木も多

くなっているのが現状でございます。 

平成１５年でしたけれども、台風により大量に湖畔に流れ着きました流木やごみ

が約５，０００立米ほどになりました。そのときには、上流部の美幌町、津別町と

協議をいたしまして、処理をお願いした、そんな経過もございました。 

現状では、こういったものにつきましては、町の最終処分場へ運び、一時堆積を

行い、１,０００立米ほどに溜りましたら、委託をいたしまして破砕処理機で小さく

粉砕し、生ごみ堆肥とまぜ合わせて、堆肥化を行うなどの減容化を試みている状況

にございます。 

破砕処理の上で課題となりますのは、流木に付着している泥や砂などでございま

す。その他のごみ類も付着している部分がありますので、これらを取り除かなけれ

ばなりません。これらをそのままにしておきますと、破砕処理機の刃の磨耗が激し

くなってしまいます。処理の際には、これらを振るい落としながら作業を行う必要

がございます。 
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町では約１，０００立米ほど溜りました後に破砕処理を行っておりますけれども、

これらの破砕処理に掛かる費用は、約４５０万円程度になろうかと思います。今ま

でで言いますと、約２年に一度程度、通常年でありますと２年に一度程度で１,００

０立米ほど溜りますので、これらを破砕の委託にかけて処理を行っている現状とな

ってございます。 

以上２点目につきましては、主に現状報告でございますけれども、申し上げ答弁

とさせていただきます。 

 

◇議  長 １番 上地議員。 

 

◇上地議員 地域おこし協力隊について、再度お聞きしたいと思います。 

実際に町長からも、最初の段階から受け入れに対しても、適切に大事に対応して

いくということでありましたが、地域おこし協力隊ですが、増加するに伴い、少し

危惧するところがありまして、インターネットのホームページ、ＳＮＳなどにいろ

いろな言葉が載るようになりました。中でも衝撃を受けたのが若者を食い潰すブラ

ック自治体と、本当に信じられないようなことが載っておりました。 

実際に地方創生で２００億円かけた７年間の事業でありますけど、地域とおこし

とほど遠い、とんでもない話が結構載るようにもなっていまして、任期途中で除隊

する方も増えてきているということがありました。 

実際どのような例があったかというと、町で用意していただいた住居とか、それ

を確認しに行くと全く住めないような住居であったりとか、あとは先ほど言ったよ

うに、募集の業務内容と全く違った業務内容をやらされたりとか、あとはなかなか

活動についても行政側と意見を交わす場がなかったりとか、そういうことも多く載

っておりました。 

再度、受け入れ体制について、そのように地域おこし協力隊の方と活動について

協議をしたりとか、再度町について、先ほど言ったようにネットで情報発信とか観

光推進の方がやっているというのもお聞きしましたが、そういうことについても、

細かく意見とかも交わしたり、こうやったらいいとか、そういうふうに対応する場

はあるのか、意見を述べる場があるのか、再度お聞きしたいと思います。 

 

◇議  長 町長。 

 

◇町  長 受け入れの段階から本人の意思を尊重して、将来のことも考えて対処し

ていきたいということでございます。 

いろいろな目標や目的を持って地域おこし協力隊に応募される方がいらっしゃっ

て、また地域の中では、こういったところで、そういう方々の発想やエネルギーを
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欲しいという自治体側があって、そこがマッチングをして受け入れにつながってい

くものと思っております。 

ただ、実際には地域おこし協力隊として、いろいろ手を挙げて応募されて来られ

る方の中には、明確にこれだというところまで目標を絞り込んで来られている方も

いらっしゃれば、一方で、今の都市部における生活から離れて農村部での生活をし

ていく中にあって、その中で新しい目標を見つけたいと、そういう段階の方もいら

っしゃるのではないかと思っております。 

個々によって、応募されたきっかけ動機というものが異なってくるかと思ってお

りますので、そういうところをしっかりと私ども受け入れ側としましては、確認を

したり、意思疎通を図るなどして、その方々の希望に応えられるようにしていくの

も役割ではないかと考えているところであります。 

また、いろいろなギャップが生じているということは、私も担当から話を聞いた

ことがございます。非常に私どもの町は、今２人だけの地域おこし協力隊員ですけ

れども、道内には１０人以上隊員を受け入れている自治体があると聞いてございま

す。そういたしますと、いろいろその実際に携わっている業務というものは、かな

り多岐にわたるということがありまして、場合によっては道の駅の販売員としての

活動をされているということでしょうけれども、受けとめ方とすれば、地域の特産

品の販売開発、そういったところに関わる仕事といえば、そういう言い方もできま

すし、一方、受けとめ方とすれば、売店の単なる販売員だというような受けとめ方

も、出てくるのかもしれません。 

そういう中で、応募される方と受け入れる側とのギャップみたいなものが生じて

いることも、課題としてあるやに聞いたことがございます。そのほかにも、いろい

ろなものがあるのではないかと考えております。 

そんな中で、そういったものを無くしていく、少なくしていくために意見を述べ

る機会があるかということでありますけれども、先ほど申しましたように、地域お

こし協力隊のその勤務の仕方というのは、千差万別のようでございます。 

たまたま私どもの職場の役場というところに席を並べながら、そこの担当者と意

見交換をしながら、こんな形で観光ＰＲをしようとか、こういう形でイベントを企

画していこうだとか、そういうことを議論をしながら進める部署になっております

ので、そういう中にあっては、いろいろ担当者同士、地域おこし協力隊と役場の職

員とが意見交換をする場というのが出てくるのではないかと思います。 

ただ一方では、必ずしも役場に籍を置くことなく、地域のどこそこに居住をしな

がら活動すると、言えば役所の仕事の分野とは、また違ったところで活動されてい

るという方などもいるのではないかと思います。 

先日、津別町におきまして、行政報告で申しましたように、地域おこし協力隊の

方とお話をする機会がありました。その方は役場に籍を置いているということばか
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りではなくて、いろんなところに住んで、津別町の情報を画像として動画などとし

て、いろいろなところに発信をする、それが役目として与えられている部分なんで

すというようなお話をされておりました。 

そういうふうに考えますと、きちっと受け入れ側の自治体と御本人と意思を確認

する。そういう場が定期的に必要になってくるのだろうと、そのように考えており

ますけれども、現在、うちでは特別なことはしておりませんけれども、その業務を

推進する中で、常に職員と身近にいながら連絡調整をして進めているということで、

そのようなところにギャップが激しくてということで書き込まれることはないので

はないかなと考えておりますけれども、改めて、そういうことも受けとめながら、

今後の取り扱いにあたってまいりたいと思います。 

 

◇議  長 １番 上地議員。 

 

◇上地議員 担当の方と意思疎通をして、そういう身近なことに対しても相談に乗れ

るような体制をぜひ作っていただきたいと思います。 

実際に最初が大事というのもありますし、実際に任期が終えられて、他の方とか

研修に行った場合に、そういう大空町に対して批判的な意見が出ないように、くれ

ぐれも意見の交換、意思疎通についてはしていただきたいと思います。 

それで、質問変えますが、町長に答弁していただきましたけど、同一市町村内に

約６割の方が残られるというのが総務省のホームページでもありました。その中、

２割の方が起業されているというのも、同じホームページの中でありました。定住

の考えについては、男性より女性の方が高いというのも総務省のページでありまし

たが、実際に１年以上経過されている協力隊の方がいますが、この定住年次、また

は任期終了の翌年に起業した場合、１００万円の財政支援が受けれるということが

載っておりました。 

実際、定住についてとか、そういうことも担当者を交えて、まだ１年とは言え、

最長で２年なので、そういう具体的な話とかもすることはあるのか、それについて

お聞かせをいただきたいと思います。 

 

◇議  長 町長。 

 

◇町  長 私自身は、地域おこし協力隊とそこまで突っ込んだ話はしたことがござ

いません。ビールを一緒に飲んだ位のところまでかなと、私はそのように思ってお

ります。ただ、担当のところで１人は去年の１０月ですので、まだ、具体的にとい

うところの話は聞いておりませんけれども、もう１人については、もう１年と１カ

月経ちましたという中では、この地域での可能性の中で、こんなことができないだ
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ろうかと、そういうことを周りの職員などに相談といいましょうか、語られている

という話は聞き及んでおります。 

何とか、そういった考え方が実現できるように、私どもも応援もしていきたいと、

そこまで行って、この地域おこし協力隊の本来の目的というものが達成されるので

はないかなと考えております。 

また具体的な、特別地域おこし協力隊だけの方を想定したものではありませんけ

れども、私どもの町に移住をしてきたり、さらには企業化をしようということにつ

いては、総合戦略の中で、さまざまな制度を拡充してきているところがございます。 

そういうものも活用したり、また、１人は移住定住のところの相談を直接受けて

いる方でもありますので、そうやって考えると、そういった制度の情報というのは、

十分承知されているというふうに考えてもおります。 

そういった中で、また新しい発想が定住移住に、地域おこし協力隊だけではなく

て結びつくような発想があれば、そういうものの制度化も必要になってくるのでは

ないかと考えて、おります。 

先ほど言いましたように、単に３年間の私どもの町の仕事を何かやっていただく

ということではなくて、その後、定住、さらには起業化というところにつなげてこ

そ、この制度の本来の目的だということをしっかりと受けとめながら、対応してま

いりたいと、そのように思っているところでございます。 

 

◇議  長 １番 上地議員。 

 

◇上地議員 地域おこし協力隊については、これが最後の質問になると思うのですが、

実際、町長が言われたように１０名以上の方が活躍されている自治体もあると、確

かに総務厚生常任委員会でも、道内の視察に行かせていただいて、新得町と東川町

が１０名以上の協力隊の方の協力を受けておりました。 

新得町で地域おこし協力隊の方と、女性だったんですけど話す機会をいただいて、

どのような活動しているかっていうのを簡単ではありますが、お聞きしたんです。

実際、平成２７年４月現在なんですけど、まず、観光推進に関する活動をされる方

が３名で、新得地鳥の普及推進に係る人が３名、障害福祉支援に１名、保育支援に

１名、同じく移住定住に１名、あとエゾシカの活用に向けた活動に対して支援され

ている方が１名とありました。 

私はやはりいろいろ、うちの町でも足りてない分野の方がいると思うので、都市

部から我が町にも足りてない面に対して支援いただけるような方を募集するという

か、今後増員とかする考えはあるのか、それについて最後お聞きしたいと思います。 

 

◇議  長 町長。 
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◇町  長 現在は２人ということで進めておりますけれども、過去には、先ほど言

った地域に残られて起業する、もしくは就業するということが、目標、目的である

ということを鑑みて、さらに地域の中で今こういう人材が、エネルギーが不足して

いるのでということで、募集した経過は、我が町でもございます。 

一つには、乳酪館におけるチーズを製造、開発する、そういう技術または熱意を

持った方に来ていただけないだろうかと、そうすることによって、そこでチーズ作

りをさらに学びながら、将来には工房を持つとか、そこでお働きいただくという可

能性につながらないか。 

さらには、町営牧野において、黒毛和牛の放牧の管理をお願いすることができな

いだろうか、それも場合によっては、将来、そこで働くのも良し、さらには自分で

起業化されて黒毛の肥育などを進めるということにつながっていかないだろうかと。 

さらには、ふるさと応援寄附金、今、行っていく中で、返礼品の取りまとめ役と

いいましょうか、いろんな方々が自分のところのこういったものを返礼品として使

っていただくのはどうだろうかとか、そういうようなことを新たな視点を持って取

り組んだり、開発をしたり、皆さんと調整をしたりして広く紹介をしていく、そう

いうところの推進員としての活動はどうだろうかといって募集した経過があります。 

それぞれ何人かの応募いただいたところでありますけれども、面接をさせていた

だいた中では、私どもが考える人材ではなかったといいましょうか、そこまでのお

気持ちを持って、手を上げてきてくださったわけではないというようなことなども

わかりまして、断念した経過がございます。 

現在全国的な課題といいますのは、民間企業の就業者といいましょうか、失業率

などが減ってきて、売り手市場だというような言い方もされております。 

そんな中で、その地方に移り住んで、自分の起業化、就業ということを考える地

域おこし協力隊の方々の応募者数が若干減ってきているのではないかと、そのよう

に感じられますし、一方では、こういったものを活用して地域おこしにつなげてい

きたいという自治体、またそこを必要とされる人数などが非常に多くなってきてい

るということで、なかなか地域でこのような方をと思っても応募がなかったり、そ

こに叶わなかったりするというような実態が出てきているのではないかと考えてお

ります。 

新聞などを見ましても、よく町や村で地域おこし協力隊員を募集しているという

記事が載るということは、そういうことを意味しているのではないかなと考えてご

ざいます。 

現在もこの２人でずっとやっていくというふうに決めたわけではなくて、可能性

として、先ほど言ったようなもののほかにも、さらに地域の中で必要なものがあれ

ば取り組んでみたいと、そのように考えておりますが、職員の採用などとの関係も
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考慮しながら、今後について具体的な方針を持っているということではございませ

ん。 

ただ、先ほど言ったように、こういったものも制度としてあるということを十分

承知しながら、今後の対応に取り組んでいきたいと、そのように考えているところ

でございます。 

もし何かの御示唆いただける点がありましたら、御指導いただければありがたい

と思っております。よろしくお願いいたします。 

 

◇議  長 上地議員、１点目終了しますか。 

 

◇上地議員 はい、１点目終了します。 

 

◇議  長 上地史隆議員の一般質問中ですが、ここで昼食のため休憩します。 

再開は午後１時とします。 

 

（休憩 午後００時０２分） 

（再開 午後０１時００分） 

 

◇議  長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

日程第２ 上地史隆議員の一般質問を続けます。 

１番 上地議員。 

 

◇上地議員 流木の再利用について、再質問させていただきたいと思います。 

町長より適切にお答えいただき有難うございます。 

昨年８月か９月に発生した大量の流木については、網走開発建設部河川事務所な

どと協議して処理を行ったということもお聞きしました。公園などで発生したもの

に関しては、実際、最終処分場とかにも搬入するというふうにお聞きしたと思いま

す。その際、一応は一定の量がないと破砕しないということもお聞きして１，００

０立米で予算の方も４５０万円程度掛かると細かくお答えいただきました。 

私が考える他の再利用についてですが、他の自治体とかの方を調べさせていただ

いたんですけど、こういうような活用もできないのかなと思いまして、再度お聞き

したいと思います。 

まず、苫小牧の例ですが、昨年夏、ここも同じように台風により多量の流木が発

生いたしました。ここのある事業所、総合木材業なんですが、年間４万５，０００

トンほどの木質ボードを加工している会社であります。木質ボードの原材料は建築

廃材、未利用木材だそうです。建築廃材に限っては、木質バイオマス燃料の需要に
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より建築廃材は５年前に比べ約２倍のキロ４円あたりだったと思いますが、上がっ

ているそうです。 

実際、材料を調達するために、苫小牧港湾組合の入札に参加し、６０トンほど用

意したそうです。海水に浸かった流木は塩分を含んでいるため、炉内などを痛めて

しまう可能性もあり、燃料には向いてないそうです。 

ですけど、その業者は５ミリ程度に細かく刻んで、建築廃材と一緒に使用するこ

とによって、木質ボードを加工しましたが、特に問題はなかったそうです。実際に

商品化もしているそうです。 

道内で最も多くの流木が出た十勝管内では、家畜の敷きわらに確保する業者もあ

るそうです。町内にたまった３００トンの受け入れを昨秋から始め、雨風にさらし

て泥や砂を落とし、２、３センチほどに細かく破砕し敷きわらとして地元の農家に

販売しているそうです。実際に使用しても、特に問題はなく、使用できたそうです。 

他の業者も雪解けが進んだ後に積極的に受け入れ、堆肥などにも加工を考えてい

るそうです。 

他にも堤防が２カ所決壊し、２００戸以上を超える住宅が浸水した南富良野町の

例であります。流木を燃料に加工する準備が進んでおり、雪解け後に国や道が中心

に、中心市街地に流木を集める計画があります。 

南富良野森林組合は、流木を細かく砕いてチップに加工する機械を約８，０００

万円ほどで導入します。破砕した流木は町外のバイオマス燃料にしたり、町内のボ

イラー燃料にする計画だそうです。木の根は敷きわらにするという考えが出ており

ました。 

和歌山県では、２０１１年の台風１２号で約１万８，０００トンの流木が発生し

ました。県港湾漁港整備課は、流木の引き取りをホームページで呼びかけ、希望者

に無償提供し、全体で２割程度の削減につなげました。 

このように今後の再利用は考えていないのか。また今後大量に発生した場合は、

どのように対応するのか、再度教えていただきたいと思います。 

 

◇議  長 町長。 

◇町  長 全国の河川、また湖岸、ダム、海岸などで発生している流木の処理は、

それぞれ各地域が苦慮されているということなどが報道でも、私どもも承知してい

るところでございます。 

今議員が言われましたように処理の方法についても、いろいろ研究されているよ

うでございます。 

木質バイオマス発電でありますとか、またチップ化、また、おがくず状にして敷

料にするというような方法、さらには木炭化するとか、堆肥化、さまざまな方法が

考えられているようでございます。 
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先ほど議員も言われましたように、全てがということではなくて、そのうちの何

割かが、そういったものに使われていると、本当は全部そういうところで使うこと

ができればいいと、そのように思いますけれども、まだまだ率的には十分到達して

いないのかなと思っております。 

ただ、その理由を考えてみますと、流木というものは、あるとき大量に発生する

ものということがあって、いろいろなところに使うときに、安定的に供給ができな

いというのが一つあるのではないかと思います。 

さらに、一つの樹種ではなくて、いろいろな材質のものが出てくるというような

ことがあります。 

さらに、先ほどの１回目の答弁でも言いましたように、泥や砂が付着しておりま

して、そういったものを除くということなると一次処理ということが必要になって、

多少経費が掛かるということかと思います。 

そういった場合においては、作業をするための広い場所が必要であったり、経費

が掛かるということなどがあって、十分その再利用というところまでの率にはなっ

ていないということかなと思っております。 

ただ、議員が言われましたように、経費の掛らない方式もあるというふうに思っ

ております。これは本当に微々たる量ではありますけれども、自然の造形を生かし

たガーデニングに使うですとか、流木アートなどというものも、何か報道で見たよ

うな気がいたします。 

さらに言われておりました燃料、事業者として燃料として使う部分もあるでしょ

うし、今、個々の方々が薪として使うということもあるように思います。 

現実に、そういったものが出たときに、それを利用させてもらうわけにはいかな

いかと、そういう問いかけもあって、例えば倒木などがあったときには現場で、短

く裁断したものを地域の方にそのままお譲りしてくるというようなこともございま

す。ただ、実際にそういったものも含めても、活用量としてはなかなか十分とまで

は言えない状況かなと思ってございます。 

町では災害時ということだけに限らず、春先町民の皆さんに御協力をいただいて

いる湖畔清掃のときにも、トラック数台ほど流木を含んだごみなどが発生する状況

がございます。 

昨年、また平成１５年のように、非常に大きな水害といいましょうか、そういう

状況になりますと、この流木やごみというものは多量のものとなりますので、私が

先ほど答弁しましたとおり、それをただ私どもの町の最終処分場に入れてしまうと、

チップにしたとしても、入れてしまうというだけでは、最終処分場の許容量に影響

を及ぼしてしまいます。できるだけその埋め立てをしないで再利用をすると、町民

の皆さんにも還元をしていくという姿勢をやはり持たなければならないものと考え

ているところであります。 
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そのためには先ほど言った中で、経費は掛かろうともやはり分類をすることとい

うことが必要になってくるのではないかと、目先の経費は確かに掛かりますけれど

も、そのことで最終処分場がいっぱいとなって、早く最終処分場を造成しなければ

ならないということになると、さらに大きな経費が掛かるものとも思われます。 

泥などの付着がなく、裁断したら例えば燃料として利用可能な流木などもあろう

かと思いますし、一方では焼却するということによって、例えば私どもの町の焼却

処理施設の補助燃料などとして使うという方法もあるのではないかと思います。 

そういうことを考えれば、単に今行っているチップ化、この量も減らすことがで

きるのではないかと思われます。 

一部であっても利用可能なものをつくり出すということが埋め立てごみの減量化

を考える中では必要なことではないかと、町民の皆さんにも、いろいろと減量に向

けてのお願いをしておりますけれども、町としても、その減量化に向けて、こうい

ったものなどをどのように取り扱っていくか、十分に考えなければならないものと

思ってございます。それが結果として長い目で見たときの経費の節約につながるの

ではないかと思ってございます。 

ただ、流木などを選別する、運搬をする、いろいろなことを考えたときに、人の

手作業では難しいと考えてございます。新年度で最終処分場の埋め戻し、再転圧の

作業をするための油圧ショベルを導入したいということで、予算に計上させて御審

議を賜ることとなっておりますけれども、その油圧ショベルのアタッチメントのと

ころを、単にその掘り出すスコップのところだけではなくて、木材をつかみ上げる

クランプというアタッチメントを合わせて購入することを考えてございます。 

そういったものを活用しながら、その流木が運ばれ集積された、そういったもの

を選別する、そういうことにも活用していきたいと、そういう中で、先ほど言った

破砕処理するものをできるだけ少なくする。また、埋め立てするものを少なくする

というところに、つなげてまいりたいと考えてございます。 

大きなコストをできるだけ掛けない中で、廃棄物の再活用というもの、また、町

民への還元、そして最終処分場へそういったものをなるべく入れないようにして延

命化させるということを念頭に、今後取り組んでまいりたいと考えてございます。 

今までのような通り一遍の対応ではなくて、さまざまな対応を考えてまいりたい

と思ってございます。 

先ほど議員が言われました企業に対するその提供、販売、さらには燃料としての

活用、また、農業や畜産の現場での活用、そういったものも参考にさせていただき

たいと思いますけれども、今後も新たなアイデアなどがありましたら御示唆いただ

ければありがたいと思っております。よろしくお願いを申し上げます。 

 

◇議  長 １番 上地議員。 
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◇上地議員 適切に答えていただきありがとうございます。 

町長が言われたように、町政執行方針もお聞きしました。 

その中で、粗大ごみ、そして災害による流木などでの大きなものが、ごみとして

最近増えていると、ごみ処理場の延長化をはかるために油圧ショベルにより掘削、

再転圧を行うと、それにはアタッチメントにより木とかをつかめるものがあるとい

うふうに適切にお答えいただき、ありがとうございます。 

私が最後お願いしたいのは、これから、確かにコストは掛かるのだろうなと、仕

分けするのに、他の議員の方もわかってらっしゃると思うんですが、やはりそのお

金が掛かる中でもできるだけ減量につなげていくのと、あとはできるだけ町民の方

の協力も得て、町民の方にも有効活用していただく、循環したエネルギーとして使

っていただく、そういうことが大事だと思うので、これからもその点については確

かにコスト面で難しいのがあると思うんですけど、これからもぜひ検討していただ

きたいと思います。これで終わります。 

 

◇議  長 町長。 

 

◇町  長 コストのことを考えると、目先のところでこんなにお金が掛かるのかと

いうところも確かに気持ちとして出てくるときもありますけれども、先ほど言った

ように、長い目で見たときに本当にどちらがコスト削減につながるかということも

考えていかなければならないと思いますので、そういった中で、目先のことばかり

ではなくて、将来の最終処分場がどうあるべきかという議論も考えれば、今、ある

程度のコストを掛けても、減量化していくということが大切ではないかと考えると

ころもございます。 

また、今の社会というのは、単にたくさん生産して、終わったら全部廃棄して焼

却してしまうという、そういう社会ではなくて、環境面においても、循環型の社会、

そういうものを目指していかなければならないと言われております。 

３Ｒ運動もそういったものかと思っております。 

廃棄物、またこの災害ごみと言われるようなものも含めて、そういう視点で物事

を見なければならないところもあるのではないか。単に費用対効果ということばか

りではなくて、社会的使命も果たしていくということが行政にとって、必要なこと

ではないかと、そのようにも考えてございます。 

また、それが結果として町民の皆さんにプラスになる。町内で循環がされるとい

うことにつながれば、さらにありがたいと思ってございます。 

災害ゴミいいといいましょうか、そういう湖畔に流れ着く流木などについては、

そのままの状態ではなかなか町民の方も使うよと、使わせてくれということにはな
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らないのかもしれません。ただ、先ほど言ったように１カ所にある程度集めて分別、

運搬しやすいような、利用しやすいような形態に私どもがちょっと手を加えること

で、それを使わしてくれという方々が出てくるのではないかと、そのようにも考え

ます。 

そういう視点も大切にしながら、取り組んでまいりたいと思っております。今後

とも御指導いただきますようにお願いを申し上げたいと思います。 

 

◇議  長 これにて上地文幸議員の一般質問を終了します。 

次に、６番 松田信行議員の一般質問を許します。 

 

◇松田議員 平成２９の第１回大空町議会定例会において、一般質問通告書に従い、

質問を行いたいと思います。 

昨年、安倍首相は、働き方改革実現会議で、非正規の処遇全般について目を向け

ていく必要があると述べました。 

そこで、政府は、国内の労働市場の４割を占める非正規の処遇の改善を図るため、

同じ仕事には同じ賃金を支払う、同一労働同一賃金の導入を打ち出しています。 

現在は正社員の６割程度しかない非正規の賃金水準を欧州並みの８割ほどに引き

上げたいという考えであります。 

そこで大項目１点目、本町における臨時職員等の、処遇改善について質問を行い

たいと思います。 

総務省有識者会議地方公務員の臨時・非常勤職員及び任期付職員の任用等のあり

方に関する研究会は、２０１６年１２月に非常勤の地方公務員にボーナスを支給で

きるよう制度改正を求める報告書を総務大臣に提出されました。 

正社員と非正規社員の賃金格差を是正する民間の同一労働同一賃金と歩調を合わ

せる形であります。 

総務省は、地方公務員法の改正も視野に検討する方針であります。その上で、各

地方公共団体において、近年多様な行政サービスに対応していく必要があるととも

に、働く側からもさまざまな働き方のニーズがあります。 

このような中、各地方公共団体においては、厳しい財政上の制約を前提としつつ、

効果効率の最も高い行政サービスを提供するために、任用、勤務形態の多様化に向

けたさまざまな工夫がなされています。 

そのような中で、小項目１点目、職員数と臨時職員等の数の現状並びに推移と勤

務条件の改正の取り組みについて伺います。 

小項目２点目、指定管理及び外部委託状況と公共サービスの担い手職員の確保と

処遇改善について伺います。 

続いて、大項目２点目、幼児教育の充実と環境整備について伺います。 
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内閣府より施策として、幼児期の学校教育や保育、地域の子育て支援の量の拡充

や質の向上を進めるため、子ども子育て支援新制度が平成２７年４月にスタートし

ました。この制度の実施のために消費税引き上げによる増収分が活用されます。貴

重な財源を生かして社会全体で子どもの育つ子育てを支えますとあります。 

そこで小項目として、女満別、東藻琴両地区の幼稚園の老朽化が進む中で、第２

次総合計画において、幼稚園施設の計画的な整備運用方法を検討するとありますが、

本年度、認定こども園の開設に向けた基本構想の策定内容及び今後のスケジュール

について伺います。 

以上、１回目の質問とさせていただきます。 

 

◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 松田議員からの一般質問に御答弁を申し上げたいと存じます。 

職員数の推移は、平成１８年４月に１７８人、２４年４月に１４４人、２８年４

月に１３４人と減少しております。 

平成１８年度に作成した大空町定員適正化計画において類似団体の職員数などを

参考とし、組織機構の見直し、指定管理制度の導入、外部委託等の推進など、事務

事業の見直しを図り、行政サービスの低下を招くことなく、効率的で町民のニーズ

に対応できる定員の適正化を図るため、平成２８年４月の職員数を１３２人と定め、

削減に努めてまいったものでございます。 

合併当初は財政的にも困窮をきわめており、議員数の削減でありますとか、職員

数の削減は当然という風潮でもございました。さらに給与水準についても厳しい御

指摘を受けていたところでございます。財政の再建、健全財政、避けては通れない

目標でありましたので、必然的に職員数についても高い削減目標となったものと思

っております。 

平成２６年度から再任用制度がスタートしたことをきっかけに定員適正化計画の

取扱基準を見直し、再任用職員、任期付職員、派遣職員、さらに長期休暇者につい

ては、１３２人の外数とする運用としており、要件を緩和したところでございます。 

ちなみに２８年度中でありますけれども、途中でありますが、再任用は１人、任

期付１人、派遣職員３人、長期休暇者２人という状況でございます。臨時職員数は

１８年４月に３８人、２４年４月に５１人、２８年４月に６３人と増加しておりま

す。 

事務事業の見直しなどを進めている中で必ずしも職員でなくても行える事務につ

いて、臨時職員等を雇用してきたことにより、増えているものであります。 

職員と臨時職員等の総数で申し上げます。 

１８年４月には２１６人、２４年４月に１９５人、２８年４月に１９７人、約１
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８年４月から見ますと２０名近くの減少となっておりますけれども、指定管理者制

度、外部委託により事業所でありますとか、国保診療所などに配置しておりました

職員１８名の配置がなくなっておりますので、人数的には余り変化はない状況でご

ざいます。 

臨時職員等における勤務条件の改善についてであります。 

資格や専門知識が必要な職種、経験年数の蓄積により業務遂行能力の伸長が図ら

れることなどを考慮し、平成２６年４月から資格の有無、経験年数による賃金体系

の見直しを行っております。本年４月から臨時職員等のうち、職員と同等程度勤務

する非常勤職員に対し、期末手当を２カ月支給できるよう、今定例会に条例改正、

予算を提案させていただいているところでございます。 

現在、国では正規雇用者の処遇改善や時間外労働のあり方などについて、働き方

改革実現会議で検討されております。地方公務員の非常勤職員でも賞与が支給でき

る法律改正を求める報告書がまとめられております。今後、法改正に向けて検討が

進められることと思いますが、町では、国に先駆け、独自に期末手当を支給できる

よう管内の町村の実情も踏まえ、改善を図ってまいりたいと考えているところでご

ざいます。 

小項目の２点目になります。指定管理、外部委託の関係でございます。 

平成１８年度から指定管理者制度を順次導入してきており、現在では１８施設で

実施しています。そのほか施設の管理や各種業務の委託などを含めますと、２８年

度の総数は３１１業務となっております。公共のサービスの提供は行政だけではな

く、民間事業所の方々にも担っていただいているのが現状でございます。 

職種によって異なりますが、若い担い手となる人材を確保しなければならないサ

ービスもあることから、人材の育成、確保というものは重要なことだと私も認識を

しております。今回、町が進めようとしております非常勤職員に対する処遇改善が

公共サービスを担ってくださっている事業者への波及することを願っております。

働き方改革の動向により各事業所においても必要な取り組みが進められることを期

待するものでございます。 

町としても、どのように、取り組まなければならないのか、検討してまいりたい

と思います。 

働き方々の処遇改善が図られ、若い人材の確保が進むということは、公共サービ

スの質の向上と地域創生における地域の人口増、活力にもつながるものと考えてい

るところでございます。 

私からの答弁、１回目とさせていただきます。 

 

◇議  長 渡邊教育長。 
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◇教 育 長 松田議員からの一般質問にお答えを申し上げたいと思います。 

認定こども園の開設に向けた基本構想の内容とスケジュールについてでございま

すが、御承知のとおり、町内には民間の幼稚園、保育園がなく、全て公立の幼稚園、

保育園となってございます。町内女満別地区には、女満別幼稚園と豊住保育園が設

置されており、東藻琴地区においては、東藻琴幼稚園と東藻琴保育園が併設されて

おります。幼稚園では、午前中の幼児教育、午後からは、預かり保育を行い、保育

園では終日保育業務を行っているところでございます。 

女満別幼稚園は、昭和４８年に建築された施設で鉄筋コンクリート平屋建て、面

積１，１８３．５９平方メートルの建物であります。また東藻琴幼稚園は昭和５０

年に建築された施設でありまして、鉄骨造り平屋建て、面積３７５．５０平方メー

トルの建物であります。両施設ともに建築から４０年以上経過し、老朽化が進んで

きており、建物の改修などの必要性を教育委員会としても感じているところでござ

います。 

国は、幼児期の学校教育や保育、地域の子ども子育て支援を総合的に推進する目

的で、平成２７年度から新たに子ども子育て支援制度を本格的にスタートさせてお

ります。子ども子育て支援制度は、必要とする全ての家庭が利用できるよう、量を

拡充し、子どもたちが豊かに育つよう質を向上させる目的で、社会全体で子育てを

支えようとしたものでございます。 

子ども子育て支援制度における市町村の役割は、地域の子育て家庭の状況やニー

ズを把握し、子ども子育て支援事業計画を策定することとされ、また、国や都道府

県は、制度面や財政面から支えるという、そのような仕組みとなっております。 

大空町においては、平成２７年度からの５カ年計画として、大空町子ども子育て

支援事業計画を策定するとともに、子どもの保護者や子育て支援事業者による大空

町子ども子育て会議を設置し、計画の継続的な進捗管理を行ってきているところで

ございます。 

町では、こうした施設の現状や新制度の施行もあって、第２次大空町総合計画に

おいて、良質かつ適切な教育及び保育の提供を行うため、施設面、運営面の整備、

充実を図ることを定めております。第２次大空町総合計画では、実施計画上の想定

事業といたしまして、幼児教育と保育を一体的に行う施設であります認定こども園

整備事業が位置づけられており、計画上の整備予定年度は、女満別地区が平成３１

年度、東藻琴地区が平成３２年度としているところでございます。 

ただし、想定事業ということでございますので、今後の財政状況によっては実施

年度の変更も考えられております。 

現在、想定しておりますスケジュールといたしましては、女満別地区においては、

建設候補地の選定や認可基準に基づいた施設整備内容の検討を進め、本年度中に基

本構想をまとめてまいりたいと考えております。また、翌年度には実施設計を行い、
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３１年度に施設整備、３２年度の開園を想定してございます。 

また、東藻琴地区におきましても並行して検討を進め、３２年度の建設、３３年

度からの開園を目指す、そのような予定としているところでございます。 

現行の認定こども園制度では幼保連携型、幼稚園型、保育所型、地方裁量型とい

った類型があり、今後近隣市町村の施設内容の状況でありますとか、運営方式など

につきましても、現場の職員などとともに調査検討を進めていきたいと考えており

ます。 

またあわせて子育て世代の皆様のニーズを十分把握するとともに、子ども子育て

会議での議論をいただきながら、大空町にとってふさわしい方式を導き出してまい

りたいと考えております。 

以上、松田議員への１回目の答弁とさせていただきます。 

 

◇議  長 ６番、松田議員、 

 

◇松田議員 それでは最初の大項目１点目について、何点かお伺いしたいと思います。 

前後したらお許し願いたいと思いますけども、まず最初に、職員数と非常勤数の

推移をお聞かせを願いました。 

過渡期として、いろいろ合併があって、こういう推移になったんでしょうけども、

今後、目まぐるしく変わる行政、いろいろな制度が変わっていく、多種多様で膨ら

む中で、今後も正職員は現状のままを維持して、増えた部分については、これはケ

ースバイケースなんでしょうけども、後は臨時職員で賄っていくという考え方でい

いんでしょうか。そこを確認させてください。 

 

◇議  長 町長。 

 

◇町  長 正職員のことについてのお尋ねかと思います。 

現在、私どもが持っております定員適正化計画では、今後も１３２人という適正

化計画になっております。 

 

◇議  長 ６番 松田議員。 

 

◇松田議員 はい、わかりました。 

それではこれには時間をかけたくないんですけども、この正職員の考え方だけち

ょっと聞かせてください。 

適正計画の。私は先ほども言いました、合併があっていろいろ削減しなければい

けないと思うんですけども、この正職員の配置については、これは各自治体の人口
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だとか、そういうことも絡めて、上限が決まっているようですけども、ただ先ほど

も言いましたけれども、これだけ業務が増えてきて考えた場合、うちは町立の幼稚

園、たくさんの子どもたちを持ち得る町立の幼稚園があります。そういったことを

鑑みて、よくお話に出るんですけども、その削減というか、正職員の確保というの

は、今後ともやっぱり考えていかなきゃいけないんじゃないだろうかと、そんなふ

うに思うところなんですけれど、これについて、お答え願いたいと思います。 

 

◇議  長 町長。 

 

◇町  長 職員数の上限が決まっているということはございません。これは各市町

村が、その事務に対応するために、条例で定めるべきものと、そのように考えてご

ざいます。 

現在、定員適正化計画では１３２名ということでございますが、条例上の定数は

私ちょっと正確には申し上げられませんけれども、これよりも多い１５０人程度に

なっているのではないかと考えているところであります。 

また、将来の職員数のあり方、これは当然、業務と比較をしながら考えなければ

ならないものと、そのように考えてございます。例えば、いろいろなものを業務委

託をすると、例えば今、例にありました公立の幼稚園を運営しているということが

あります。先ほど教育長の答弁では、その運営主体となる、そのことについても、

今後議論していかなければならないということでございます。近隣の市町村などを

見ますと、公設ではありますけれども、民間に委託をして、その運営を行っている

というところなどもございます。 

現在大空町でも豊住保育園については、業務委託という形で社会福祉協議会にお

願いをしてございます。そういったことをなどを考慮しながら、職員数については

考えていくべきものと、そのように考えているところでございます。 

 

◇議  長 ６番 松田議員。 

 

◇松田議員 わかりました。 

それでは臨時職員、私は正職員の推移を聞いたので、そこに触れさせていただき

ましたけども、臨時職員のことなんですけども、いつも私不思議でわからないんで

すけども、同じ嘱託職員でも、あるいは臨時職員でも、額が多少なりとも違う、そ

れは労働性が高いのか低いなのか、どういう違いなのか、その給与水準、それはど

こから来ているのか教えていただきたいと思います。 

 

◇議  長 暫時休憩します。 



４１ 

 

 

      （休憩 午後０１時３９分） 

      （再開 午後０１時４０分） 

 

◇議  長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 町長。 

 

◇町  長 臨時職員等の賃金の額などについては、過去からの積み上げ、さらには、

近隣市町村の改正の動向、そういったものの水準、さらには再任用職員などで言い

ますと、国の基準を参考としたり、道のいろいろな基準単価を参考にしたりしてご

ざいます。そんな中で、条例に規定をして金額を決めるということとなってござい

ます。 

 

◇議  長 ６番 松田議員。 

 

◇松田議員 わかりました。 

それではもう少し質問させていただきたいんですけども、私は今回の臨時職員等

の改正については、これから審議というか、議決を得るわけですけども、私はこの

条例改正については、了としている。 

先ほど、町長が言いましたように、このことによって、嘱託職員に準ずる他の団

体、後でも言いますけれども外部団体においても、少なからず影響があるものと、

そこを見たときに、条例に国に先んじて手を付けたことは理解しています。 

それで、やっぱりこれ、今後まだ、どんどんどんどん進むわけですけども、今回

の条例改正の対象となる職員というのは何人なんでしょうか。 

そして、その費用というのは、人によって雇われる年月が、多分違うので一概に

は言えないんですけども、大体でよろしいですが、どの位、今回の改正において、

財源として掛っているのか、わかる範疇で教えていたしていただきたいと思います。 

 

◇議  長 町長。 

 

◇町  長 その対象となる職員につきましては、昨日、条例改正の提案の中で説明

をした対象職員となります。 

現在、２９年度予算として押さえております対象となるのは２７名、全体的な予

算といたしまして、今回の２カ月分の賞与に係る分で年額約９９０万円、そのよう

に押さえております。 
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◇議  長 ６番 松田議員。 

 

◇松田議員 今回は対象者数が２７名ということで、多分これから法制度が改正が進

む中で、残された職員も、そういうところは整備されていくだろうと思います。 

その中で、私は必要なことは、先ほど町長のお話の中で、今まで長い年月の中で

もそういう給与水準だとかいろんなものがあるのでしょう。この機会に臨時職員、

非常勤の有り方というもの、その労働性だとか、そういうものをいま一度整理して、

しっかりとこの部分については、取り組んでいただきたいと思います。 

あわせて、先ほど近隣市町村とあわせた形の中でという言葉がありましたけども、

ちなみに近隣市町村は処遇改善については、どのように取り組まれているのか、あ

わせてお聞きしたいと思います。 

 

◇議  長 今の質疑の中の近隣町村の部分に関しては、答弁できますか。 

部分的に可能な範囲でお願いします。 

町長。 

 

◇町  長 今回の私どもの条例改正提案、賞与の給付という提案につきましては、

必ずしも国の意向には沿っているとは言いながら、法律の改正に準じたものではご

ざいません。 

今後、地方公務員法などが改正されてくると、これは私の想像でございますので、

確定したわけではありませんけれども、国は確かに働き方改革ということで言って

はおりますけれども、実際に法律の改正等なると、かなりその微に入り細に入り、

難しいハードルを付けている可能性があるのではないかと、そんなことも心配をし

ているところであります。 

必ずしも、今私どもが言っているところの臨時職員や嘱託職員、再任用職員、期

限付職員、そういった者の全てを網羅した中で、全てを上昇させていく、処遇改善

が図られていくということばかりではないのかと思っております。 

ただ、私が思いますのは、国として進めているその方向性は、私どもも何とかし

て対応していかなければならないものと思っているわけでございます。そんな中で

取り組めるもの、それは条例でお諮りをして、町としてのルールを決めながら支給

をすると、処遇改善を図っていくということで、今回、お諮りをしているものでご

ざいます。そんなことから、今後の法整備の行方というものについては、十分注視

をしながら動向をしっかりと把握してまいりたいと思ってございます。 

また、近隣の市町村の状況、必ずしもそこに合わせているというつもりはござい

ません。 

近隣がどういう形でどういう職員の採用形態、また使用形態をとっているかとい
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うところまでは、把握もしておりませんし、あえてそこを余り横並びをするという

つもりもございません。私どもは私どもの考え方として進めていかなければならな

いところもあるのではないかと思っております。 

ただ今回の賞与を設定するということにあたって、多少その使用形態が違うのか

もしれませんけれども、どういった額の基準のものを給付されているかということ

については、近隣の町村については調べたところであります。 

管内には、私どもの町を除いて１４の町村がありますけども、この内７町村でこ

ういった賞与という形態のものを支給している状況にございます。ただその支給を

している職でありますとか、雇用期間などはもう本当に千差万別で、なかなかどこ

かに合わせるというようなことにはなっていないようであります。 

実際に賞与の月数なども見ましても、日額の３０日分、約 1 月分というところも

あれば、４．２カ月分ということで、正職員と同じ月額となるような額まで支給し

ている、そういう町村もあるという状況でございました。 

その中で、私どもとして今回２カ月ということを考えましたのは、再任用職員の

例でありますとか、そのほか、既に民間団体といいましょうか、外郭団体で支給さ

れているような、その給与の月額、そういったものも参考とさせていただきながら

２カ月という設定をさせていただいたところでございます。 

 

◇議  長 ６番 松田議員。 

 

◇松田議員 当然、私も横並びせよと、そういう思いはありません。 

行政においてそれでも市町村、財源があります。根本的に違うとこもありますの

で、それは個々の市町村のやり方なんだろうかなと、そこは理解します。 

次に移りたいと思うのですけど、指定管理者とその外部委託、町長の答弁にもあ

りましたけども、うちも本当に公共のサービスの部分については民間のノウハウを

借りる中で指定管理、それから外部委託もあります。 

ここでもやっぱり非常勤、嘱託職員、そういう形態をとっていますけども、この

ごろチラシを見ても、何やら、うちの外部団体と言ったらいいんでしょうか、ひっ

きりなしに職員の採用のチラシが出ております。なかなか苦慮しているだろうなと

思います。 

それは何が理由なのかはわかりませんけども、ただやっぱり私、それぞれの団体

の関係者と話す機会がありますけれども、やはり各団体においても、正職員と非常

勤、嘱託職員の違いがある。また嘱託職員の中でも、経験年数もあるんですけども、

これまた極端な違いが出ている。 

給与水準はその団体、団体によって、ある程度自助努力が報われるような団体は、

それなりに賞与も出しているみたいですけども、維持管理を中心とした団体につい
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ては、なかなか厳しいというお話も聞きました。公共施設を賄っている団体が全て

共通の給与水準とは、これ多分ならないと思います。その職種職種によって違うと

思うんですけども、ただ私１点だけ心配なのは、公共のサービスを担う、先ほど若

い担い手と町長もおっしゃいました。私もまさしくそのとおりだと思うのです。３

０歳で、その公共施設に携わる職員となったときに、将来の自分は、家族を養うと

いうことを考えたときには、現実、やはり皆さんの話を聞くと厳しいかなと思いま

す。 

先ほどの町長の答弁の中に、ここら辺も検討していきたいという話ですけども、

指定管理というのは、行政でどこまで指導というのはおかしいんでしょうか、関わ

りができるのかわかりませんけども、いま一度そこら辺、もし具体的な今時点で考

えがあればお聞かせを願いたいと思います。 

 

◇議  長 町長。 

 

◇町  長 過去からも委託、とりわけ町が関わる第三セクターなどで勤務をされる

職員の処遇改善、さらには具体的に言いますと、給与の底上げということなどにつ

いては、いろいろな方々から御意見を頂戴したりしているところでございます。 

そんな中では、議員が言われるまでもなく、私が一番そういったところで、どう

いう方法があるかということについて悩んでいる一番の人間ではないかと、私は思

ってございます。 

そんなことから、関係するそういった事業所の役員の方々には、自らのその雇用

体系、さらには給与体系、そういったものについて確固たるものをやっぱりつくら

なければ動き出せないと、単に目先と言ったら失礼ですけど、その場その場のこと

だけでこの人を上げる、この人は上げないと、たとえばそういうようなことはでき

ないわけであります。それなりのルール、それなりの体系、それなりの発令、そう

いったものが合わさってなければ、底上げというのはできない。そうでなければ、

単にその人の好き勝手という言い方になってしまったら申しわけないんですけども、

そういうことにならないためのルールを決めていかなければならない。 

それは誰がやらなければならないかというと、もちろん町も協力しますと、常々

言ってきております。ですけれども、やはり第三セクターを担う役職員の方々が自

らやはりやらなければならないものだと、私はそのように思っております。 

さらに、過去から見ますと、先ほど言った平成２６年の役場の職員の経験年数、

資格的な役割を担った者の基準の底上げ、このことによって、先ほど言った外郭団

体の部分にも影響をして底上げになった事例もございます。 

さらには、過去には付いていなかった、指定管理者制度の中での例えば事務費で

ありますとか、委託業務における諸経費、こういったものもある程度の額を付けて
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お渡しをしております。そんな中で、職員の処遇改善も図ってもらいたい。そうい

う気持ちを持って、そういう話をしながら予算編成をして予算を確定させ、指定管

理や外部委託をお願いしている例などもありますけれども、ただ私どものその思い

が伝わっていない場面もたくさんあると、そのように感じているところもございま

す。 

ですので、今回一つの外部団体ではありますけれども、そこはなかなか収益事業

としての収入というものを確保するのは、そう多くない団体でありますので、町か

らの補助金の中で、その給与体系、そういうものの発令体系の見直しだとか、そう

いうようなものを図るためのコンサル料というのでしょうか、そういうものも予算

として計上させていただいたところもございます。 

私が思いますのは、先ほど議員が言われたように、これからまだそこの職場で１

０年も２０年も３０年も働きながら子育てをして人生を送っていかなければならな

い人たち、それは当然その役職や働きによって給料が上がっていくような場面もあ

ろうかと、そうでなければならないと思っておりますので、そういうものを作って

いかなければならない。 

一方で、単純業務に携わるような方々、そういった方々は、確かに給与といいま

しょうか、全体の物価の上昇だとか、そういったものを踏まえての給与の改定はあ

ったとしても、単純に昇給をするというような作業ではないようなところで従事す

る方々については、なかなか定期昇給というところに身分を置いて雇用されるとい

うのはどうなのかなと思ってございます。 

そこのところの職員の発令の仕方、そこも外郭団体としても御検討をいただく中

で、将来にわたって、その委託料、指定管理料などでやり繰りができる給与体系、

人事体系というものも考えていただかなければならないものと思っております。 

ただ勝手にやれということではなくて、そのことについて町のノウハウも含めて

十分協議させてくださいと、そのことはもう過去何年も前からお願いしてきていま

す。しかし、なかなかそこのところに足を踏み出せていないという現状もあるので

はないか、そういった中で、今回の町側の手当の支給でありますとか、一部団体で

はありますけれども、そういったものに対するコンサル料の助成だとかというもの

は、大きな一歩になると私はそのように考えているところでございます。 

 

◇議  長 ６番 松田議員。 

 

◇松田議員 今の町長の思いを聞かせていただき、今回の質問、私の何が言いたいか

というところは、今いみじくも本当にそのとおり町長がおっしゃいました。 

今回の臨時職員の手当、先んじて手当てに手をつけたと、このことをこれで終わ

らすのではなく、やっぱりうちの公共施設に携わるそういうところの布石を作って
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いただければと、私もそこの部分は了としたいと思いますし、今回の意図するとこ

ろであります。 

今お話を聞いて思いますけれども、再度繰り返しますが、町には財源、当然限ら

れています。その人事配置について、もし過去からの経緯で、そこが進まないので

あれば、今回のことを町だけじゃなく各外郭団体も今後これをきっかけにして検討

して、公共施設のより良いニーズのアップ？につなげていただければと思います。 

この質問はこれで終わります。 

 

◇議  長 町長。 

 

◇町  長 民間の株式会社と言われるような事業者の方々というのは、例えば人員

を増やす、例えば昇給をさせる、そのことでサービスを向上させたり、生産する物

を多く作ったりと、一方でそういうことをすることによって収益が上がります。 

それをまた、その職員の給与に分配をすると、そういうことができる可能性があ

るものと思っておりますけれども、町というのは、正職員もそうでありますし私ど

も特別職もそうでありますし、今言った臨時職員等、さらには委託業務で出すとこ

ろ、そこの部分の職員の処遇改善をして何がしかの財源がいるといっても、収入が

増える仕組みにはなかなかなっていないということであります。極論を言いますと、

そうやって上げていくことによって、他の何かを我慢しなければならないものも出

てくる、そういう場面も当然あるのかと思います。 

しかし、先ほど言いましたように、国全体がやはりそういう格差を無くしていこ

うと、そして処遇改善を働く中で国全体としてやはり豊かになっていかなければな

らないと、そのためには、いろいろなことはあるけれどもその方向に向かっていろ

んなところが努力しなければならないということだと思っております。 

ですので、今回、私は臨時職員も含めて、こういう対応を取らせていただきたい。

さらに次に、先ほど言った外郭団体などにも波及効果が生まれてくる可能性を求め

たい。そのことによって、全体として、その個々の方々はもちろんでありますけど

もこの地域で職が生まれて、そして若い方がこの地域で働くと、そのことが最終的

には地方創生、人口減少に歯止めを掛けるとか、そういうところにつながっていか

ねばならないと思っています。 

ですので、先は長いかもしれませんけど、そういうところのための投資という言

い方をしたら失礼かと思いますけれども、その一里塚として今回の作業をやらせて

いただきたいと思ってございます。 

そのことを私自身はもちろんでありますけれども、職員も、さらに外郭団体に身

を置いて働いていらっしゃる方々も含めて、それぞれ共通の認識に立てるように、

これからこの意味についてしっかりとお伝えをして、お互いに汗をかくことをして
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まいりたいと思ってございます。 

今後とも御指導いただければありがたいと思います。よろしくお願いいたします。 

 

◇議  長 松田議員、１点目の質問よろしいですか。 

 

◇松田議員 はい。 

 

◇議  長 それでは松田議員の一般質問途中ですけども、ここで１０分間休憩いた

します。 

 

（休憩 午後０２時０５分） 

（再開 午後０２時１５分） 

 

◇議  長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

日程第２、松田信行議員の一般質問を続けます。 

６番 松田議員。 

 

◇議  長 続きまして、大項目幼児教育の充実について、お伺いしたいと思います。 

老朽化が進む中で、先ほど女満別幼稚園、それから東藻琴幼稚園、スケジュール

の確認させていただきました。 

今までは、改修ということで何とか維持していくという考え方からそういう考え

方になったというのは、そこは、私は了とします。 

先ほど認定こども園の取り組みということで、これから町民の方にいろんな会に

かけて進めるということで、認定こども園についての考え方については、よろしい

ですか。 

 

◇議  長 教育長。 

 

◇教 育 長 はい、お答え申し上げたいと思います。 

先ほどの御答弁とちょっと重複いたしますけれども、この子ども子育て支援制度

スタートにあたると同時に、町内には大空町子ども子育て会議というものが設置さ

れております。 

実際に大空町子ども子育て支援事業計画というものを策定して、その事業管理と

いうか、進捗管理もしている、そのような役割を持った会議でもございますし、今

後、幼児教育や保育といった子育て環境のあり方などについても、議論を深めてい

くことが必要であり、また先ほどの事業計画との整合性といったものも十分図って
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いかなければならないと考えておりまして、子ども子育て会議の皆さんの御意見も

十分伺うとともに、また広く子育て世代の皆さんの意見、あるいは住民の皆さん意

見を伺いながら進めていかなければならないと、そのように考えているところでご

ざいます。 

 

◇議  長 ６番 松田議員。 

 

◇松田議員 これから進めるということで、私は、自分の思いとして、ここで言わせ

ていただきたいのですけども、私は、認定こども園、積極的に進めるべきだと、ス

ピード感を持って進めるべきだと思っています。 

なぜかというと、何点かの要因はあるんですけども、今現在、豊住保育園それか

ら女満別幼稚園、女満別地域においてはこういう形態をとっております。東藻琴は、

同じ施設の中で幼稚園、それから保育所と、ある意味、幼保一元化みたいな形にな

っていると思います。 

特に女満別においては、豊住保育園の部分については、過去の経緯から季節保育

園から始まった経過があります。そのころはまだ子どもも多かったから、そういう

地元のニーズもあったでしょう、今現在はゼロ歳児から２歳児と、３歳児以上の方

については、極力女満別幼稚園という形をとっていますけども、それを鑑みたとき

にも私は思うのです、今町の助成の中で、子育て支援の事業の中で、２歳児からは

半額でしたか、３歳児は無料と、そうやって助成をしながら、実際たくさんの子ど

もさんを育てると考えたときに、現実的に片や豊住の保育園、片や女満別幼稚園、

いくら良い助成をしても、この負担はやっぱり大きいと思うんです、正直なところ。 

それともう一つ、あそこの女満別幼稚園は、聞くところによると国有地だという

こともあります。今いろいろと幼稚園、学校の国有地で問題になっていますけども、

やっぱり順序的にはどこか町有地、無ければ次に民有地という形の中で進めれば良

いと思いますし、その中で一つ確認したいのは、この財源のことなんですけども、

全国の認定こども園のあり方について、ホームページ開いたら、この区分けとして、

公立、私立とあるんですけども、特に社会福祉法人、それから学校法人、宗教法人

といろいろあるんですけども、特に社会福祉法人が多いです。 

これがうちに置き換えたときに、どうなのだろうということも考えますし、また

この私立にした場合の財源措置というのは、何か変わるんでしょうか、知り得る中

で、教えていただきたいと思います。 

 

◇議  長 教育長。 

 

◇教 育 長 今お話ございましたように、女満別地区については、女満別幼稚園、そ
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して豊住保育園という、幼稚園、保育園が離れた場所に所在していると、また運営

も、幼稚園は直営でありますし、豊住保育園は、社会福祉協議会の委託という形で

の運営実態となってございます。 

また女満別幼稚園の設置場所というのは、今、お話ありましたように国有地を町

が有償で借り受けて運営をしているという条件の中での設置となってございます。

また子ども子育て世代への経済的な負担軽減ということで、国の制度をはるかに超

える形で、大空町独自に、さらに格安な保育料、保育サービスを実施するというこ

とで、全面的に子育て世代のバックアップも本町としては継続して取り組んできて

いるところでございます。 

女満別地区についていえば、建物が離れているという実態の中で、さまざまな通

園に伴う負担ですとか、そういうものを感じている町民の方も実際におられるよう

に私も承知をしているところでございます。 

認定こども園は、子ども子育て支援制度がスタートしたときに、国も全国に奨励

しておりまして、全国的な設置数の割合も今どんどん増えてきております。 

近隣でいえば町営の滝上町、また訓子府町も認定こども園化を図っておりますし、

津別町においては、社会福祉法人立ということで、認定こども園化を実現されてお

ります。 

また私立においても、網走市内、北見市内多くの認定こども園化が図られている

というようなことでありまして、幼児教育と保育、さらには保護者への子育て支援

も一体的に行う施設として非常に注目もされておりますし、そのような流れに、今

なっているのかなと思っております。 

大空町としても、そのような機能を持った受け皿で、多くの子育て世代の皆さん

たちが安心して子育てをできる、そういう環境づくりをできるだけ迅速に進めてま

いりたいと考えているところでございます。 

また整備にあたっての財源等についての今御質問がございました。 

認定こども園の類型は、先ほど１回目の御答弁でも申し上げましたけれども、幼

保連携型、幼稚園型、保育所型、地方裁量型とそれぞれ分かれておりますけれども、

全国的に見ますと約２，８００の認定こども園がある中で、７割程度が幼保連携型

が占められております。 

幼保連携型を例にとりますと、設置主体は、地方公共団体、学校法人、社会福祉

法人とされ、公立は５５４件、私立は２，２８２件と８割近くが私立の運営となっ

ている状況がございます。 

施設整備に係る財政負担につきましては、設置主体によって補助内容が異なって

おりまして、地方公共団体が建設した場合は、国の学校施設環境改善交付金の交付

対象となりますが、ただし幼稚園機能部分のみの限定補助となっておりまして、補

助割合は基準面積などに応じて３分の１というような条件がございます。 
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一方学校法人や社会福祉法人が建設した場合には、認定こども園施設整備交付金

が交付されまして、補助割合については、基準額に対して国が２分の１道が４分の

１、市町村が４分の１の負担となっているところでございます。 

また運営に係る財政負担の関係でありますけれども、市町村が運営主体となった

場合は、全て市町村の負担となっております。ただ、ルールによって国からの交付

税措置が行われるということになっております。 

一方、私立による運営の場合は、国が２分の１、道が４分の１、市町村が４分の

１の割合で、施設型給付費として事業者に給付されると、そのような仕組みになっ

ているところでございます。 

 

◇議  長 ６番 松田議員。 

 

◇松田議員 いろいろ運営はどこが主体にするかによっても、財源が今説明聞くと違

うんのかなと思ったりもします。その上でもやっぱり、私は認定こども園について

は、積極的に進めるべきと思います。 

しかし、課題もあると思います。制度の中には、３歳児以上の子どもたちの取り

扱いについては、間違ったら訂正してください。 

今まで先生１人に対して２０名でしたか。今度の新制度は、それが１５名と、だ

からこの先生の確保というのも、大きな今後の課題になると思いますけども、そう

いった課題もありますが、本町にあった認定こども園というものを進めていただき

たいと思います。 

最後になりますけども、先ほどのスケジュールを聞いたときに、同僚議員が前段、

高校の教育のことも触れました。日程的にいうと３２年、ここ４、５年は教育委員

会としては、幼児教育の充実、高校教育の充実、大変だと思います。教育委員会総

力戦だと思いますけれども、逆に私は教育委員会の真価が問われるところだと思い

ます。しっかり取り組んでいただきたいと思います。 

その上で、これからの教育体制も含めて、そして教育長も教育長になって、何年

経ったんですかちょっとわからないですけども、ここに至るまでの想い、そういっ

たものを含めて教育という部分では、いろいろ想いがあると思います。 

これから真価が問われる中での思いの一旦を聞かせていただければありがたいと

思います。 

 

◇議  長 教育長。 

 

◇教 育 長 最初に認定こども園の整備にあたっての人員配置のことについての御発

言があったかと思います。 
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一応基準というものがそれぞれありまして、また資格も幼稚園教諭、あるいは保

育士の資格を有した方が基本的には配置されるということになっております。 

また、全国的に見ますと、この子ども子育て支援制度がスタートしましてから、

待機児童といった問題が、特に都会では大きく問題視されておりますし、また、こ

の地域においても、人材確保という部分では、大変現在も苦慮しております。 

都市部にそういった有資格者の方の募集といいますか、都市部に集中して、先行

してそちらに勤務される方が多いということもありまして、こちら郡部の方では、

年間通じて募集してもなかなか確保できないということでございます。 

そう言いながら、立派な受け皿をつくっただけでは、十分住民の皆さんが安心し

て喜んでいただける、そういう教育環境、保育環境が整えられないということであ

りますので、そういった人材確保というものについても、しっかり課題を解決して

いくような取り組みを進めてまいりたいと思っております。 

また、せっかくの機会でありますので、今の幼児教育における課題などについて

も少し述べさせていただきますと、近年は、少子高齢化や核家族化、高度情報化や

グローバル化など、我国の社会情勢の急激な変化を受けまして、人々の価値感や生

活の様式の多様化が進行するとともに、人間関係の希薄化、地域における地縁的な

つながりの希薄化、過度に経済性や効率性を重視する傾向や共働き世帯の増加、さ

らには大人優先の社会風潮などといった状況が見られるとの指摘がございます。 

またこのような社会傾向が地域社会における子どもたちの育ちをめぐる環境や家

庭における親の子育て環境を変化させているとも言われています。 

近年の幼児の育ちの状況においては、基本的な生活習慣や態度が身についていな

い。他者との関わりが苦手である。自制心や耐性、規範意識が十分に育っていない。

運動能力が低下しているなどの課題も明らかになっております。 

幼児教育は言うまでもなく、子どもの基本的な生活習慣や態度を育てるとともに、

道徳性の芽生えを培い、学習意欲や態度の基礎となる好奇心や探求心を養い、創造

性を豊かにするなど、小学校以降における生きる力の基礎や生涯にわたる人間形成

を培う上で重要な役割を担っており、幼稚園や保育園に勤務する職員は、社会環境

の変化に伴う新たな課題に対応するための能力が今後ますます求められてまいりま

す。 

幼児の家庭や地域社会における生活の連続性及び発達や学びの連続性を保ちつつ、

教育を展開する力や、特別な教育的配慮を要する幼児に対応する力、さらには保護

者の多様で複雑な子育ての悩みを受け止め、助言する力など深い専門性も身に付け

ていかなくてはなりません。 

施設整備の充実に合わせまして、運営をつかさどる教職員や関係職員の資質向上

にも努めていかなければならないと、あわせてしっかりそこをやらなきゃならない

と考えているところでございます。 
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また、高等学校教育、新しい高校づくりでありますとか認定こども園の整備構想、

整備事業、今教育委員会の方で所管しているわけでございますけれども、いずれも

第２次総合計画にあったり、大空町総合戦略に位置付けられた事業でありまして、

大空町のこれからのまちづくりの柱のとなる、そういう事業がまさに今、教育委員

会で所管させていただいているということでございます。 

安心して子どもたちを育てる環境、また幼稚園から高校まで一貫して、大空町の

ふるさと教育でありますとか、大空町の活性化を将来担う、そういう人材を育成す

るのが、まさに教育委員会の使命ではないのかなと、まちづくり宣言の中でも、

「大空に人・花・心育むまち」、人づくりは、これも教育委員会が大きな責任を担

っている分野だと思っております。 

今後、これからの大空町の発展のために、教育委員会また関係する機関、さらに

は住民の皆様の御支援をいただきながら、精一杯その実現に向けて努力してまいり

たいと考えているところでございます。 

以上、答弁とさせていただきます。 

（「終わります」の声あり） 

 

◇議  長 これにて松田信行議員の一般質問を終了します。 

これで一般質問を終わります。 

◇議  長 お諮りします。 

３月１１日と３月１２日の２日間は、会議規則第１０条第１項による休会とし、

３月９日、１０日、１３日の３日間は、予算審査特別委員会開催に伴う議事の都合

によって、会議規則第１０条第２項による休会としたいと思います。御異議ありま

せんか。 

（「異議なし」の声あり）  

◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、３月９日から３月１３日までの５日間は、休会とすることに決定し

ました。 

以上で本日の日程は全部終了しました。本日はこれで散会します。 

 

 （散会 午後０２時３５分） 
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日程第５  議案第21号 大空町臨時職員等の勤務条件に関する条例の一部を改正する条例 

制定について 
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   生 涯 学 習 課 長  田 中 信 裕  生 涯学習課参事  田 端 久 剛 
 
 
４．大空町代表監査委員の委任を受けて説明のために出席する者は次のとおり。 
 
   事 務 局 長   熊 谷 裕 幸 
 
５．大空町農業委員会会長の委任を受けて説明のために出席する者は次のとおり。 
 
   事 務 局 長  作 田 勝 弥 
 
６．大空町選挙管理委員会委員長の委任を受けて説明のために出席する者は次のとおり。 
 
   事 務 局 長  熊 谷 裕 幸 
 
７．本議会の事務に従事する者は次のとおり。 
 
   事 務 局 長  大 槻 明 弘    
 
   主 査  石 川 大 樹    
 
 

以上のとおり報告する。 
 
                    平成２９年 ３月１４日 
 
                     大空町議会議長  近 藤 哲 雄 
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(開会 午前１０時００分) 

    ◎開議宣告 

◇議  長 おはようございます。 

ただ今から平成２９年第１回大空町議会定例会８日目の会議を開きます。 

   

    ◎日程第１ 会議録署名議員の指名 

◇議  長 日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。 

会議録署名議員は、会議規則第１２７条の規定によって、議長において６番 松

田信行議員及び７番 齋藤宏司議員を指名します 

 

    ◎諸般の報告 

◇議  長 この際諸般の報告を行います。事務局長に致させます。 

  事務局長。 

 

◇議会事務局長 諸般の報告を申し上げます。 

  ただ今の出席議員は、１１名全員であります。 

  本日の会議に説明のため出席する者の職氏名は、一覧表として配布しているとお

りであります。なお、職務の都合で一部異動がある場合があることを御了承願いま

す。 

  本日の議事日程は、配布しています議事日程のとおりであります。 

  以上でございます。 

 

◇議  長 これで諸般の報告を終わります。 

 

    ◎日程第２ 議案第１８号 

◇議  長 日程第２ 議案第１８号 大空町一般廃棄物処理基本計画についてを議

題といたします。本案について提案理由の説明を求めます。 

  山本住民課長。 

 

◇住民課長 議案書の２３９ページをお開きください。 

「議案第１８号 大空町一般廃棄物処理基本計画について 

  大空町一般廃棄物処理基本計画を別冊のとおり定めることについて、大空町議会

基本条例第８条第２項の規定により、議会の議決を求める。 

  平成２９年３月７日提出 大空町長 山下英二」 

  この基本計画につきましては、お手元に配布されております一般廃棄物処理計画

に基づきましてご説明申し上げますので、お開き願いたいと思います。 
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  計画書によります計画の概要を説明させていただきます。 

まず計画書の１ページ、７ページであります。項目の１番としまして、計画策定

の趣旨を記載しています。こちらの項目は、計画策定の背景と目的、計画の位置付

け、計画対象区域、計画対象範囲、計画目標年次について記載しています。この計

画は、廃棄物の処理及び清掃に関する法律第６条第１項の規定により、市町村は区

域内の一般廃棄物の処理に関する計画を定めなければならないこととされています。

人口等の社会情勢や廃棄物の廃棄実績は変化することを踏まえて、５年毎に計画を

作成するものです。計画では今後１０年から１５年に向けた新たな目標の設定と一

般廃棄物の処理の指針となる計画となっております。 

  また生活排水処理計画では、本町における生活排水処理の現況を把握、整理し、

現況における課題の抽出、将来における適正な生活排水を行うための計画を策定す

るものです 

  この計画については、パブリックコメントを今年１月１８日から２月１６日まで

実施していましたが、計画に関わる意見は有りませんでした。 

１ページをお開きください。下段に平成２３年度に策定しました前計画の目標と

実績を表にしております。こちらの表では、目標はリサイクルでございますが、３

０パーセントの目標でしたが３６パーセントと高いリサイクル率、また焼却処理な

どによりほぼ目標を達成したことが、最終処分場の延命に繋がっています。 

２ページ目、最終処分場の状況は、平成１６年度から供用開始しております。計

画では平成３１年度までとなっておりましたが、先ほど申しましたとおりリサイク

ル率が高く、資源化や焼却処理で減容されて延命されておりますけれど、平成３７

年度には限界に達すると予想されております。 

こちらにあります最終の目標年につきましては、平成２９年度を初年度としまし

て１５年先の４３年度とし、５年毎に中間目標とさせていただきたいと思います。 

続きまして、８ページから２０ページになります。こちらは２番としまして、大

空町の概要を載せています。町の自然的特性、社会的特性、これは人口、世帯数、

産業、交通、土地利用、観光利用等様々な状況を記載しています。 

 次に２１ページから２９ページ、３番としまして上位関連計画を記載しています。 

 国の計画、北海道の計画、大空町の計画を記載しています。本計画は、国が定め

ます環境基本計画、廃棄物処理施設計画、北海道が定めます北海道廃棄物処理基本

計画、大空町が定める第２次大空町総合計画、その他の整合性を図りながら、循環

型社会の構築及び生活排水の適正な処理などを長期的、計画的に推進するための基

本方針を定めるものであります。 

続きまして、３１ページからになります。４項目としましては、ごみ処理の基本

計画を８２ページにわたって記載しています。 

こちらの項目では、ごみ処理の現状と課題、基本方針、将来目標、ごみ処理基本
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計画について記載しております。平成２７年度までの実績に基づき現状分析を行い、

関係計画や人口ビジョンによる将来人口予測につき目標を定めております。 

４１ページには、ごみ処理の現状と課題であります。ごみ総排出量につきまして

は、平成２４年度の２,８００トンをピークにしまして、年々減少傾向にあります。

平成２７年度では２,５５１トンと収集ごみは年々減少傾向にありますが、直接搬入

ごみについては増加傾向にあります。 

また４２ページにつきましては、全国、全道の比較を掲載しております。平成２

６年度の一人当たりのごみ排出量は、全国が９４７グラム、全道が９９５グラム、

大空町は９０２グラムと低い状況であります。全国、全道の比較につきましては、

国の値が出ていないために、平成２６年度までの比較となっていることを御了解願

います。 

４７ページから５２ページについては、資源物の推移について記載しています。 

資源物については、どの種類も増減は見られますけれども、ほぼ安定した量が排

出されている状況にあります。 

５６ページは、ごみの焼却量であります。焼却量は年間９００トンから１,０００

トンで推移しております。このうち９割前後の高い割合で減容処理がされ、ごみの

埋め立て量の減容化に大きく貢献しています。 

リサイクル率では、生ごみの堆肥化や１７種類の分別の効果により全国、全道よ

り高く、平成２７年度で３５．７パーセント、全国では２０パーセント、全道では

２４パーセントになっていますが、本町は、非常に高いリサイクル率となっており

ます。今後もこの高い率を継続することで、最終処分場の延命を目指していきます。 

ページ７４には、平成４３年度の達成目標について記載しております。一人当た

りのごみ排出量は、平成２７年度の９２５グラムに対しまして、８６２グラム、リ

サイクル率につきましては平成２７年度の３５．７パーセントに対しまして、さら

なるアップを含めて３７パーセント以上としております。 

最終処理場延命に向けまして、さらなる分別処理と災害時の多量の廃棄物を減容

することが課題となっております。 

７９ページ目は、中間処理施設、焼却処理施設につきまして記載しております。 

整備から年数を経過していることもあり、老朽化も言われることから、今後、安

定的な処理をするために検討すること、それから施設の更新等の検討も必要になっ

てまいります。 

８１ページには、新たな最終処分場の整備予定を期待しております。先ほど申し

ました、ごみの減量化は続けておりますけども、このままの状況でいきますと、平

成３７年度には限界に達する想定となっております。 

８２ページ目は関連施策であります。こちらについては、災害時の大量発生に対

する対応や広域処理一般廃棄物処理施設の整備につきましては、広域的な連携処理
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について協議を継続すること、また不適正処理や不法投棄の防止など、町民や事業

者への意識啓発と周知の徹底を図ってまいることを期待しております。 

続きまして、ページの８４ページからなります。 

こちらは生活排水処理基本計画を記載しております。ページの１０１ページまで

続いております。生活排水処理の現状と課題であります。 

こちらにつきましても平成２７年度までの実績をもとに現状分析を行っておりま

す。 

８９ページであります。下水道普及率につきましては、８８％、下水道区域内人

口に対しまして９９％の高い状況にあります。しかし、腐食等による劣化や中間処

理施設であります網走市二見ヶ岡クリーンセンターの施設は、平成６年４月から稼

働しております。こちらの施設の老朽化も懸念されるところであります。 

生活排水処理の基本方針としましては、下水道整備事業の拡充、合併処理浄化槽

の設置推進、し尿前処理施設の適切運転、管理の適正化を推進することとしており

ます。 

生活排水処理の将来予測につきましては、９６ページに記載をしております。 

生活排水処理形態別人口におきましては、単独浄化槽人口が減少と汲み取りし尿

人口が減少する予想となっております。平成２５年度の実績では、年間６０５キロ

リットル、平成２７年度は年間５８８．２キロリットルと推移しております。 

生活排水処理基本計画につきましては、生活排水処理率は１００％を目標としま

して、公共用水域の水質と自然環境の保全と快適で衛生的な住環境の確保に努める

こととしております。 

以上、一般廃棄物処理基本計画の計画概要につきまして、御説明申し上げました。 

よろしく御審議くださいますようよろしくお願いいたします。 

 

◇議  長 これから質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。 

討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 

これから議案第１８号 大空町一般廃棄物処理基本計画についてを採決します。 

お諮りします。本案は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 
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（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、議案第１８号 大空町一般廃棄物処理基本計画については、原案の

とおり可決されました。 

 

    ◎日程第３ 議案第１９号 

◇議  長 日程第３ 議案第１９号 大空町町営住宅等長寿命化計画についてを議

題とします。 

本案について、提案理由の説明を求めます。 

山本住民課長。 

 

◇住民課長 議案書の２４１ページでございます。 

「議案第１９号 大空町町営住宅等長寿命化計画について 

大空町町営住宅等長寿命化計画を別冊のとおり定めることについて、大空町議会

基本条例第８条第２項の規定により議会の議決を求める。 

平成２９年３月７日提出 大空町長 山下英二」 

大空町長寿命化計画につきましては、二つの計画で一つになっています。 

最初に配付されております大空町住生活基本計画につきまして御説明を申し上げ

ますので、冊子の方を御覧願いたいと思います。 

それでは大空町住生活基本計画の計画概要につきまして御説明を申し上げます。 

開いていただきまして、１ページ、２ページ目でございます。 

１序章であります。こちらには計画策定の背景、計画策定の目的、計画の位置付

け、計画の対象と期間につきまして記載をしております。 

この計画は、住生活基本法第１５条の規定により策定された住生活基本計画及び

同法第１７条の規定により策定された北海道住生活基本計画を踏まえ、住民の地域

生活の根幹となる住宅施策を総合的、体系的に推進すること目的として、平成２３

年度に策定した大空町住生活基本計画以降の現状分析、住民意向調査などを行い、

５年毎に計画を策定するものであります。 

この策定に当たりましては、策定委員会を２８年９月１６日、２９年２月７日に

開催しております。 

また、パブリックコメントにつきましては、平成２９年１月１８日から２月１６

日におきまして行っておりますが、こちらの計画に関わる意見はありませんでした。 

続きまして、３ページからになります。 

第１章としまして住宅に係る現状と課題につきまして記載しております。 

こちらは３３ページまでわたっております。 

こちらの項目につきましては、自然環境の特性、人口、世帯の特性、既存住宅及
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び新設住宅の特性、住生活に関わる既存の住民意向調査、上位計画、関連計画の概

要、住生活に関わる課題につきまして記載しております。 

内容は、大空町の自然や気象、人口、産業、住宅の動向、第２次大空町総合計画

の策定において実施した住民意向調査から、住生活に関する内容について住生活基

本計画など上位計画と関連計画、統計調査などから読み取った住環境に関する現状

や意向調査結果などから、大空町における住生活に関わる課題を記述しております。 

続いて、３４ページからになります。 

第２章としまして、住宅政策の方向であります。こちらの記載内容は、住宅施策

の基本理念、住宅施策の基本目標であります。大空町総合計画の基本目標の一つで

あります豊かさ潤う生活のまちづくりを基本理念に、安全に安心して暮らせる住宅

住環境の形成、住宅のセーフティーネットとしての町営住宅の供給、大空町の環境

と調和した良質で省エネルギーな住宅ストックの形成、移住・定住促進に向けた住

宅施策の充実と四つの住宅整備に関わる基本目標を設定しております。 

続いて３５ページから４０ページであります。 

第３章としまして計画のフレームの設定であります。こちらの項目は、将来人口

の設定、住宅所有者関係別世帯数の設定であります。 

平成３７年度の将来人口としまして、大空町人口ビジョン及び総合戦略で掲げる

目標人口と同等に６，８００人と設定しております。 

続きまして、４１ページから４９ページになります。 

こちらは第４章計画の推進方針であります。住宅施策の展開方向、計画の推進体

制の整備であります。内容は、住宅施策の基本目標の達成に向けて各施策の展開方

向や、大空町の関連事業について記述をしております。 

以上が大空町住生活基本計画の概要であります。 

続きまして、大空町町営住宅長寿命化計画につきまして御説明申し上げます。 

配付をされております大空町町営住宅長寿命化計画の方をお開き願いたいと思い

ます。 

大空町町営住宅長寿命化計画であります。 

１ページ、２ページ目につきましては、序章であります。計画策定の背景、計画

策定の目的、計画の位置づけ、計画の対象と期間であります。 

この計画は、公営住宅等長寿命化計画に基づいた整備、維持管理及び効率的かつ

円滑な更新を計画的に推進することとして、大空町が管理する町営住宅の長寿命化

を図り、中長期的な視点に立ってコストの縮減と平準化を目指すため、また、人口

動向を踏まえ、老朽化した町営住宅を適切かつ効率的に再整備するため、平成２３

年度に策定した計画から５年が経過することで、情勢の変化に対応するため策定す

るものであります。 

３ページでございます。３ページから４８ページにつきましては、第１章町営住
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宅ストックの状況と課題を載せております。 

項目としましては、町営住宅の状況、入居者の特性、居住者意向の調査でありま

す。それから町営住宅に係る課題を記載しております。 

こちらの内容としましては、大空町におきましては、現在４７５戸の町営住宅と

４２戸の特定公共賃貸住宅及び５２戸の単身者住宅、あわせて５６９戸の町営住宅

を管理しております。そのうち１２８戸が耐用年数を超過して、その中でも８戸に

ついては入居停止としております。 

平成２７年度に入居希望として応募のあった団地は、比較的新しい住戸について

は２倍を超えるような状況になっておりますが、建設年度の古い住戸の需要が薄れ

てきております。 

町営住宅の住宅に対する意見を把握するため、居住者全世帯を対象にアンケート

調査を行いました。約半数の世帯から回答いただきました。その中からは、同じ住

宅に今後も住み続けたいという回答した方は、前回調査よりも１０％ほど増加して

おりますが、それに回答されたことは、建設年度の古い住宅に居住している方が多

く年齢も比較的高い方となっております。 

また、段差の解消や手すりの設置などで安心して住める住宅への移行希望してい

る方も５％増加しております。 

これらの調査の結果から高齢化等に対応した住宅の確保、低所得者への配慮、住

宅の適正な維持管理、居住水準の向上、住環境の整備、多様な暮らしのニーズに対

応する住宅の検討などが課題となっております。 

続きまして、４９ページからです。こちらは５１ページにわたりまして、第２章

町営住宅長寿命化に関する基本方針を記載しております。 

項目は、基本目標、居住水準等の目標の設定、長寿命化に関する基本方針であり

ます。 

町営住宅は、公営住宅法第１条により住宅に困窮する低額所得者に対して低廉な

家賃で賃貸し、または貸すことにより、国民生活の安定と社会福祉の増進に寄与す

ることを目的とされております。 

また、住宅確保要配慮に対する賃貸住宅の供給促進に関する法律の基本方針によ

り、真に住宅に困窮する低所得者に対し、公平かつ的確な供給を図るとともに、他

の公共賃貸住宅の供給や民間賃貸住宅への円滑な入居など、各種住宅施策と一体に

推進することによって、良好な住宅市場の形成を促し、重層的かつ柔軟な住宅セー

フティーネットを構築するという役割があります。 

本計画は、住宅のセーフティーネットとしての町営住宅の供給を基本理念とし、

少子高齢化に対応した町営住宅整備と住宅セーフティーネットの構築、適正な維持

管理による既存ストックの有効活用、より良い居住水準を確保した住宅住環境の形

成、多様な暮らしのニーズに対応する住宅の検討と四つの基本目標設定しておりま
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す。 

また、長寿命化に関する基本方針をストック状態の把握及び日常的な維持管理、

ライフサイクルコストの縮減としております。 

続きまして、５２ページからであります。 

こちらは６４ページにわたりまして、第３章長寿命化を図るべき町営住宅の選定

について記載をしております。項目は町営住宅の管理戸数の推移で、ストック活用

手法の考え方、長寿命化を図るべき町営住宅の選定方法、ストック活用手法の選定

結果について記載しております。 

計画期間最終年であります平成３８年における町営住宅の管理戸数は、５０２戸

としております。女満別地区が３３２戸、東藻琴地区が１７０戸を想定しておりま

す。 

建替え、全面的改善、用途廃止、維持管理など、これらの手法の中から町営住宅

のストック状況に応じた手法を活用し、その選定は公営住宅等長寿命化計画策定指

針に従い、１次から３次判定を行っております。 

１次判定結果としましては、全５６９戸の町営住宅のうち、３２７戸を維持管理、

２８戸を建替え、昭和４９年から昭和６３年度に建設された町営住宅を中心に１１

０戸を用途廃止とし、９８戸を継続判定としております。 

２次判定結果としましては、維持管理、継続判定となった４２５戸の町営住宅に

ついて、居住性能が現在の生活洋式に合致することから、維持管理とし、建設年度

からの経年に配慮して外壁改修としての長寿命化改修を実施します。 

３次判定結果としましては、維持管理して行く町営住宅について必要な改善及び

修繕を計画し、長寿命化改善を行うこととします。 

続きまして、６５ページであります。 

こちらは６７ページにわたりまして、第４章 建替事業の実施経過について記載

をしております。項目では建替事業の実施方針、建替事業の実施プログラム、建替

実施に向けた入居者への対応について記載をしております。 

計画期間に中央さくら団地の建替を実施しますけども、単年度の事業が突出しな

いよう配慮して設定しております。基本的には建設年度の古い団地から実施予定と

しておりますが、除却及び建替には入居者の実情に配慮するとともに、限られた財

源の中で優先順位をつけていく必要があります。 

建替実施に向けた入居者に対しましては、適切な時期に建設計画、移転料や傾斜

家賃の制度など説明を行いまして、円滑な移転を促進します。 

続きまして６８ページからなります。 

こちらは８１ページにわたりまして、第５章として町営住宅長寿命化のための維

持管理計画でございます。修繕事業、個別改善事業、長寿命化のための実施プログ

ラムであります。 
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町営住宅の長寿命化を図るため、計画期間及び構想期間における建替事業を含め

た具体的な整備計画を表に表しております。 

続きまして、８３ページであります。 

こちらは８４ページにわたりまして、第６章長寿命化型改善による効果を載せて

あります。ライフサイクルコスト算出の基本的な考え方、ライフサイクルコストの

算出及び縮減効果につきまして記載をしております。長寿命化型改善事業によりま

すライフサイクルコストの算出及び計画期間、及び構想期間において長寿命化型改

善を行う住宅のライフサイクルコスト縮減効果額を算出してこちらに記載をしてお

ります。 

以上、大空町営住宅長寿命化計画につきまして御説明申し上げました。 

よろしく御審議くださいますようにお願いいたします。 

 

◇議  長 これから質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

６番 松田議員。 

 

◇松田議員 先ほど、一般廃棄物処理基本計画が上程され、可決されました。 

ただ今、大空町営住宅長寿命計画。今回この二つの計画の中で、私、考えるとこ

ろがいろいろありました。 

内容もさることながら、今回この上程に至った中でいろいろ課題があったのでは

ないかと考えています。 

今回初めてこの二つの計画は、議決案件ということで、私ども議会も慎重審議し

なければならない立場にあります。ただもう一方、行政側もその取り扱いについて

は、慎重に取り扱ってもらわなければいけないということを考えさせられたところ

です。というのも、この両方の計画あわせて、やっぱりこれは住民生活の向上につ

ながるサービスの一旦だと思っています。その中で、今後いろんな計画が出てくる

でしょうけども、慎重に今回の上程に至るまでの経過を踏まえて、今後、今回の課

題を糧として取り組んでいただきたいと思います。 

これは今回の計画を所管する担当だけではなく、全課いろいろ基本計画を持って

いると思います。この取り扱いについても、今後、糧として計画の取り扱いについ

て考えていただければと思います。 

以上、申し上げたいと思います。 

 

◇議  長 副町長。 

 

◇副 町 長 ただいま松田委員から質問がございました計画の策定に関わる反省を踏
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まえていくということで、私から御答弁をさせていただきたいと思います。 

特に今回の２件の計画につきましては、議員が申しましたように、町民生活に多

大に関わる計画であるというようなことで、議会基本条例においても議決という重

い計画だという位置付けになってございます。 

冒頭、今回の計画策定に当たりましては、そこのところ十分、行政側として踏ま

えた対応になっていたのかというところでは十分反省するところがございます。 

まずもって、今回は、この審議に当たりますまでにいろんな議会として御配慮を

いただきましたことに対して、心からお礼とお詫びを申し上げたいと思います。 

これを踏まえまして、先ほど言われましたように今後、いろんな計画がまた新年

度も考えられております。計画策定に当たっては、まずは、その計画の趣旨を十分

に担当課、担当グループで協議をいただくとともに、特に今、自治基本条例におい

ては、パブリックコメントを実施しておりますので、この中で私が考えております

のは、当然意見を求めるということでございます。そういうことであれば、事前に

そういう公表というものをすべきではないかなというふうに、私は今思ったところ

でございます。 

そうしますと、いつパブリックコメントするかということも事前にお知らせをす

ることではないのかなというふうにも思っています。 

また、審議をいただく議会に対しましても、予め策定に当たるスケジュールをお

示しをするというなことも踏まえていきたいというように考えておりますので、私

としては、事務のトップといたしまして、新年度からすぐ、今回の計画の策定に当

たっての反省を踏まえて、改善できるところはどういうところがあるのか、またそ

のことをきちっと検証しながら、議会にも御説明をして、二度とこのような進め方

のないように、対応してまいりたいと考えておりますので、御理解を賜りますよう

よろしくお願いいたします。 

 

◇議  長 町長。 

 

◇町  長 私からも考え方、進め方について考えるところがございましたので申し

上げたいと存じます。 

今回のこの案件につきましては、議会の議決をいただくというものでございます

が、これ以外にも議決には至りませんけれども、さまざまな計画があります。 

私は職員にこの計画もそうでありますけれども、この計画を作ってどうするんだ

ということをよく問い掛けます。計画ができたときに、それが完了ではなくて、そ

の計画を持って町民の生活をどのように変えていくのか改善していくのか。そのこ

とをこの中の計画にうたい込んでいかなければならないのではないかと、一里塚と

しての計画であると、そのように思って尋ねたりすることがよくございます。 
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また、この計画をつくるに当たって、担当者が汗をかくことはもちろんでありま

すけれども、課の中全体が計画の内容、概要については承知をして、いろんな視点

がそこの中に盛り込まれていなければならない。もっと言えば、行政が提案するわ

けでありますから、行政全体がこの計画の概要については承知をして、その他のも

のとの整合性でありますとか、今町がどういった方向に向かっているのかというこ

とも承知していなければならないということではないかと常々職員に伝えておりま

す。 

そういう視点を考えますと、この計画をひとつその１年度の中でつくるというス

ケジュール、時間管理というものをしっかりとして、それぞれの時期にそれぞれ必

要なことをしていかなければならないものと思ってございます。 

例えば上司である者の考え方、町の基本姿勢がどこにあるか、今回この計画を作

るに当たって、どういったところを重視しなければならないのか、そういった打ち

合わせも必要であろうかと思います。 

また、議論がといいましょうか、こういったものの骨格が出てきたときには、中

間的に報告をする。それは上司にもそうでありますけれども、議会にもそういった

ものが必要ではないか。視点の中で抜け落ちているものがないか、途中でそういう

御指摘をいただくという作業も必要になってこようかと思います。 

また、町民にパブリックコメントという形で意見を求める必要もありますし、役

場の中のきちっとした総意として提案をするためには、庁議にも図らなければなり

ません。さらに、議決を求める案件いなかにかかわらず、議会に対しても常任委員

会等での説明も必要となる。それぞれにそれぞれの時間が掛ってまいります。また、

ものによっては、関係する町民の方々の各種委員会にお諮りをするという性格のも

のもあろうかと思います。そういった一連の流れを職員、その課、また、先ほど言

いました役場職員全体が意識をして、それぞれの時間軸をもとにお諮りをして、そ

れぞれ一つずつ積み重ねていかなければ、最終的な計画とはなり得ないと、そのよ

うに思っております。 

そういった重要なものであるという視点が今回に限らず、今年度行ったさまざま

な計画の中で、抜け落ちている点があったと、私もそのように思っております。 

私はもちろん、職員もこのことは重く受けとめていかなければならない、そのよ

うに感じております。 

先ほど、副町長は新年度からと、そのように申しましたけれども、私の気持ちと

しては、今回のこの議会から、こういったことは職員にしっかりと受けとめていっ

てもらいながら改善を図ると、そういう姿勢でなければいけないのではないかと、

そのように私自身も考えているところでございます。 

今回、さまざまな御意見をちょうだいいたしました。一つ一つ非常に重たい意見

であると、そのように受けとめまして、職員共々この改善に当たっていく考えでご
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ざいます。 

以上、私からの思いといいましょうか、考え方などについて、御答弁といいまし

ょうか、お話をさせていただきました。 

 

◇議  長 そのほか質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。 

討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 

これから議案第１９号 大空町町営住宅等長寿命化計画についてを採決します。 

お諮りします。本案は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって議案第１９号 大空町町営住宅等長寿命化計画については、原案のと

おり可決されました。 

 

    ◎日程第４ 議案第２０号 

◇議  長 日程第４ 議案第２０号 大空町職員の給与に関する条例の一部を改正

する条例制定についてを議題とします。 

本案については、既に提案理由の説明を終えておりますので、これから質疑を行

います。 

◇議  長 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。 

討論はありませんか。 

(「なし」の声あり） 

◇議  長 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 

これから議案第２０号 大空町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例制

定についてを採決します。 
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お諮りします。本案は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、議案第２０号 大空町職員の給与に関する条例の一部を改正する条

例制定については、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第５ 議案第２１号 

◇議  長 日程第５ 議案第２１号 大空町臨時職員等の勤務条件に関する条例の

一部を改正する条例制定についてを議題とします。 

本案については、既に提案理由の説明を終えておりますので、これから質疑を行

います。 

◇議  長 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。 

討論はありませんか。 

（「なし」の声御あり） 

◇議  長 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 

これから議案第２１号 大空町臨時職員等の勤務条件に関する条例の一部を改正

する条例制定についてを採決します。 

お諮りします。本案は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、議案第２１号 大空町臨時職員等の勤務条件に関する条例の一部を

改正する条例制定については、原案のとおり可決されました。 

 

    ◎日程第６ 議案第２２号から日程第１３ 議案第２９号 

◇議  長 日程第６ 議案第２２号 平成２９年度大空町一般会計予算から日程第

１３ 議案第２９号 平成２９年度大空町個別排水処理事業特別会計予算までの８

件を一括議題とします。 

本案について、予算審査特別委員会の報告を求めます。 

予算審査特別委員会委員長 深川曻議員。 

 

◇予算審査特別委員長 予算審査特別委員会における審査結果について報告いたしま
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す。 

本委員会に付託されました事件は、議案第２２号 平成２９年度大空町一般会計

予算、議案第２３号 平成２９年度大空町国民健康保険事業勘定特別会計予算、議

案第２４号 平成２９年度大空町後期高齢者医療特別会計予算、議案第２５号 平

成２９年度大空町介護保険事業勘定特別会計予算、議案第２６号 平成２９年度大

空町介護サービス事業勘定特別会計予算、議案第２７号 平成２９年度大空町簡易

水道事業特別会計予算、議案第２８号 平成２９年度大空町下水道事業勘定特別会

計予算、議案第２９号 平成２９年度大空町個別排水処理事業特別会計予算の８事

件であります。 

平成２９年３月７日の平成２９年第１回大空町議会定例会で設置されました本委

員会に付託されました事件は、今後の大空町の方向性に関わる重要な内容であるこ

とから３月９日、１０日、１３日に委員会を開催し、説明員の出席を求めて、その

内容等を慎重に審議いたしました。 

その結果、お手元に配付の委員会審査報告書のとおり、本委員会に付託されまし

た８事件は、全て原案を可決すべきものと決定いたしました。 

以上、当委員会に付託されました事件の審査結果を申し上げ、大空町議会会議規

則第７７条の規定による報告といたします。 

 

◇議  長 別に発言もないようですので、これから採決します。 

お諮りします。議案第２２号 平成２９年度大空町一般会計予算から議案第２９

号 平成２９年度大空町個別排水処理事業特別会計予算までの８件を一括して採決

したいと思います。 

御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声御あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、議案第２２号から議案第２９号までの８件を一括して採決すること

に決定しました。 

議案第２２号から議案第２９号までの８件に対する予算審査特別委員会の審査報

告は、いずれも原案可決です。 

議案第２２号から議案第２９号までの８件は、予算審査特別委員会審査報告のと

おり原案のとおり可決することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、議案第２２号 平成２９年度大空町一般会計予算から議案第２９号 

平成２９年度大空町個別排水処理事業特別会計予算までの８件は、原案のとおり可

決されました。 
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    ◎日程第１４ 発議第１号 

◇議  長 日程第１４ 発議第１号 大空町議会議員の議員報酬等の特例に関する

条例制定についてを議題とします。 

本案について、提案理由の説明を求めます。 

８番 松岡克美議員。 

 

◇松岡議員 議会側議案書、１ページを御覧いただきたいと思います。 

「発議第１号 大空町議会議員の議員報酬等の特例に関する条例制定について 

このことについて、大空町議会会議規則第１４条の規定により別紙のとおり提出

する。 

平成２９年３月１４日提出 提案者 大空町議会議員松岡、松田、齊藤、品田、

沢出」の各議員であります。 

３ページを御覧いただきたいと思います。 

議員は、非常勤特別職であることから、勤務時間や休日の定義はありません。し

たがって欠勤という考え方が存在しないことから、一般の会社員や自治体の職員が、

長期に欠勤した場合などのように、減給の対象とはなりません。しかし、支給され

る報酬も財源は、町民から預かる税金であり、近年では住民感情も考慮し、公務に

よる傷病などを除く、長期の欠席の場合、報酬の無支給や減額の規定を設ける議会

も少なくありません。なお、報酬の返上は、公職選挙法違反となるため報酬の減額

については、条例がないとできないこととなっております。 

このような状況に鑑みて、議員の職責及び議会への住民の信頼維持をするため、

大空町議会議員が傷病その他の事由により長期間にわたり町議会議員として、職責

を果たすことかできない場合、または住民の信頼に反する行為をした場合における

当該議員の議員報酬及び期末手当の支給について大空町議会議員の議員報酬及び費

用弁償条例の特例を定めようとするものであります。 

第１条は、趣旨であります。 

第２条は、用語の定義。 

第３条から第５条では、議員報酬の減額を規定し、第３条第１項で町議会の会議

等を欠席した日から町議会の会議等に出席した日の前日までの日数が、９０日を超

えるときは、日数に応じ１００分の３０から１００分の５０を減額するとしており

ます。 

第２項で９０日を超える日の属する月の翌月から減額することとし、超える日が

月の初日であるときは、その月から減額することとしております。 

４ページであります。 

第３項では、１８０日を超えるとき、３６５日を超える減額割合が変わるときは
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日割りで減額することとしております。 

第４条は、期末手当の減額であります。 

第１項で、基準日の前３カ月以内の期間で減額された月があるときは、期末手当

の額を減額することとし、第２項で減額割合が異なる場合は、高い方の減額割合を

適用することとしております。 

第５条は、適用除外として、公務上の災害等、出産、その他、議長が定め定める

場合としております。 

第６条から第１２条までは、議員報酬の支給停止に関する事項を規定しておりま

す。 

第６条は、議員報酬の支給停止として、議員が刑事事件の被疑者等として、身体

を拘束された日から当該処分を解かれる日まで、日割りにより議員報酬の支給を停

止することとしております。 

第７条は、期末手当の停止であります。 

基準日の前６カ月以内の期間において、議員報酬の支給を停止され、継続してい

るとき、または判決が確定していないときは、期末手当の支給を停止することとし

ております。 

第８条は、停止されていた議員報酬及び期末手当の支給であります。無罪判決等

が確定したときは、支給することとしております。 

８ページ、第９条は、議員報酬不支給についてであります。第１項で、有罪判決

が確定したときは、停止された議員報酬は支給しないこととし、第２項で刑事施設

に収容されたときは、その処分が終了する日まで支給しないこととしております。 

第１０条は、期末手当の不支給として、基準日の前６カ月以内の期間において委

員報酬を支給ないこととされた月があるときは、当該期末手当は支給しないことと

しております。 

第１１条で日割り計算方法は、当該月に支給すべき議員報酬をその月の現日数で

除した額といたします。 

第１２条で前任期中の減額、停止及び不支給も効力は、新任期に及ばないことと

しております。 

第１３条で疑義の決定は、第１項で議長が決定することとし、第２項で議会運営

委員会の意見を尊重しなければならないとしております。 

第１４条は、その他必要な事項は、議長が別に定めるとしております。 

この条例は、平成２９年４月１日から施行しようとするものであります。 

以上、提案理由の説明を申し上げましたので、御審議いただきますようよろしく

お願い申し上げます。 

 

◇議  長 これから質疑を行います。 
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質疑はありませんか。 

(「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。 

討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 

これから発議第１号 大空町議会議員の議員報酬等の特例に関する条例制定につ

いてを採決します。 

お諮りします。本案は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、発議第１号 大空町議会議員の議員報酬等の特例に関する条例制定

については、原案のとおり可決されました。 

 

    ◎日程第１５ 発議第２号 

◇議  長 日程第１５ 発議第２号 議会運営委員会の閉会中の継続調査について

を議題とします。 

議会運営委員会委員長から会議規則第７５条の規定によって、お手元に配りまし

た本会議の会期、日程等、議会の運営に関する事項等について、閉会中の継続調査

の申し出があります。 

お諮りします。委員長から申し出のとおり、閉会中の継続調査とすることに御異

議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、委員長から申し出のとおり、閉会中の継続調査とすることに決定し

ました。 

 

◎日程第１６ 発議第３号 

◇議  長 日程第１６ 発議第３号 各常任委員会の閉会中の所管事務調査につい

てを議題とします。 

各常任委員会委員長から所管事務のうち、会議規則第７５条の規定によって、お

手元に配りました所管事務の調査事項について、閉会中の継続調査の申し出があり

ます。 
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お諮りします。各委員長から申し出のとおり、閉会中の継続調査とすることに御

異議ありませんか。 

(「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、各委員長から申し出のとおり、閉会中の継続調査とすることに決定

しました。 

 

    ◎日程第１７ 発議第４号 

◇議  長 日程第１７ 発議第４号 懸案事項促進のための議員派遣についてを議

題とします。 

平成２９年度中の懸案事項促進のため、派遣用務の選択、派遣議員の氏名・人

員・派遣期間及び用務地等について、その都度、議長において検討の上決定し、議

員を派遣することにしたいと思います。 

お諮りします。発議第４号は、そのように決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、懸案事項促進のための議員派遣については、そのように決定しまし

た。 

 

    ◎日程第１８ 報告第１号 

◇議  長 日程第１８ 報告第１号 平成２８年度定期監査結果報告についてを議

題とします。 

監査委員から、平成２８年度定期監査報告書の提出がありましたので、監査委員

の報告を求めます。 

近藤代表監査委員。 

 

◇代表監査委員 ただいま上程になりました報告第１号 平成２８年度定期監査報告

について御報告いたします。 

平成２８年度の定期監査につきましては、平成２９年２月８日から２月２３日ま

で、後藤監査委員とともに審査を実施いたしました。 

今回御報告しいたします定期監査については、地方自治法第１９９条第４項の規

定に基づく監査であり、平成２８年度委託契約５０万円以上の契約事務、及び委託

料の支出について監査を実施いたしました。 

本年度の定期監査の実施に当たりましては、所管部署から委託契約関係書類及び

委託料の支出関係書類の提出を求め、担当者から適時説明を聴取し、契約の方法は

適法であるか、特に指名競争入札、随意契約による場合、その理由は適切に付され
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ているか、委託料の支出精算報告は、委託契約書どおりに適正に行われているかに

主眼を置いて監査を実施いたしました。 

監査の結果、お手元に配付の資料に記載のとおり、当該事務に関して、概ね適正

に事務が執行されているものと認められました。 

なお、契約事務及び支出方法について改善が必要な事例やその他事務処理上留意

すべき事項については、所管部署へ意見として、申し伝えたところであります。 

以上、平成２８年度定期監査結果の報告とさせていただきます。 

 

◇議  長 これで平成２８年度定期監査結果報告については終わります。 

 

    ◎日程第１９ 報告第２号 

◇議  長 日程第１９ 報告第２号 例月出納検査結果報告についてを議題としま

す。 

監査委員から、例月出納検査結果報告書の提出がありましたので、監査委員の報

告を求めます。 

近藤代表監査委員。 

 

◇代表監査委員 ただいま上程になりました報告第２号 例月出納検査結果の報告に

つきまして、地方自治法第２３５条の２第３項の規定により報告を申し上げます。 

検査の対象となった月は、平成２８年１１月分から平成２９年１月分までであり

ます。検査の内容は、毎月末の現金の出納状況及び基金の状況でございます。 

例月出納検査を実施いたしました時期は、１１月分につきましては１２月２６日、

１２月分につきましては１月２０日、１月分につきましては２月２０日に後藤監査

委員とともに実施したところであります。 

検査の結果につきましては、お手元に配付の資料に記載されたとおり相違ありま

せん。また、現金、預金の保管状況、その他特に指摘する事項はございません。 

以上、適正であることを認め、監査結果の報告と致します。 

 

◇議  長 これで例月出納検査結果報告については、終わります。 

これで本日の日程は全部終了しました。会議を閉じます。 

山下町長から発言があれば許します。 

山下町長。 

 

◇町  長 平成２９年第１回大空町議会定例会の閉会に当たりまして、一言お礼の

御挨拶を申し上げたいと思います。 

今般は、さまざまな御審議、そして議決をいただいた案件も多数ございました。
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とりわけ、平成２９年度大空町における各会計予算につきまして、慎重なる御審議

を賜り、またさまざまな御指摘もいただく中で御決定をいただいたことに、この場

を借りて、改めてお礼を申すところでございます。 

３月７日に開会をいたしまして、今日３月１４日でございます。あと１週間もし

ないうちに地域振興施設が完成をするところでございます。 

早かったような短かったような、また長かったような気もいたしております。 

初めてこの地域振興施設、こういったことを東藻琴の市街地で考えるとしたらど

うだろうか、職員に話をし、そのための計画の構想を練るための予算を提案させて

いただいたのが、平成２１年の秋であったかと思います。１２月の議会ではなかっ

たかと、そのように記憶をしてございます。 

それからいろいろな町民議論をいただいて、完成が間近などがこの平成２９年の

春、随分掛ったなと、そんな印象を強く持っております。 

この議会の中の質疑の中で、一般質問をいただいた施策が、その翌年度実施され、

効果も上がっていると、対応についてスピーディーだったと、そんな御評価をいた

だいたものもございましたけれども、行政の歩みというものは、いつもなかなか遅

くて進まないものだと、最近つくづく感じております。 

女満別小学校建替えしたいと、そんなことを私が言い始めましたのは、平成１５

年、当時女満別町でありましたときの選挙戦からでございます。しかし、校舎が立

ち上がりましたのは、平成２２年でございます。 

今回といいましょうか、この年度、広域穀類乾燥調整貯蔵施設、晴れて発注する

ことができました。契約を結んだところでございます。しかしこの構想も私の中で

は、平成２２年程度からいろいろと考えてきたところであります。そんな中におい

て、管内の農協連といろいろな協議を推し進めながら、今般に至ったものでござい

ます。 

まだ実現はしておりませんけれども、東藻琴の特別養護老人ホーム、是非とも増

床したいと、当時の東藻琴福祉会の理事長から要請を受けましたのは、平成１８年、

合併間もないころでございました。やっと２９年度、本体の増床に係る予算のお認

めをいただいたところでございます。 

また、一般質問でもありました将来の高校のあり方、合併間もない平成１８年の

１２月に一般質問をいただいた折、町長、２頭追うものは１頭も得ず、そういう言

葉もある。将来の高校のあり方について十分検討していくべきだと、そんな御質問

をいただいたところでございます。そのときの私の答弁は、今ある女満別高校、東

藻琴高校、その魅力を最大限に高めながら、生徒数を確保することであります。 

その当時は、そう答えておりましたけれども、一方で職員には議員の言われてい

ることはもっともである。将来の大空町としての高校のあり方を町民議論を喚起し

ながら進めてほしいと、そのことを申し上げて早や１０年であります。やっとこの
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議論が煮詰まってまいりまして、大詰めを迎えているところであります。 

そのように、時間が掛っても進んできたものもありますけれども、挫折を繰り返

してきたものもございます。 

認定子ども園、今回、構想の予算を認めていただいたところでありますけれども、

もっと言えば、豊住校の統合のときに、その校舎を活用して認定こども園的なスタ

ートを切れないだろうか、そんなことを思っていろいろ御議論をいたしましたけれ

ども、町民議論は盛り上がらず、なかなか賛意を得られなかった経過もございます。 

また、外郭団体の賃金の見直し、これも私が女満別町時代から各団体にいろいろ

な機会を捉えながらお願いをしてきたところでありますけれども、なかなか進んで

おりません。やっと新年度において一部の団体から、そういうことを進めたいとい

うことで、支援する形で、そのコンサル料などを予算化させていただいたところで

ございます。 

このほかにも、いろいろな思いや構想計画もありますけれども、なかなか実現し

ていないものが多くございます。 

団体の統合でありますとか、新しい制度、また施設の整備は、たくさんたくさん

ございます。行政の歩みというものは、本当に遅々として遅いものだなと感じてい

るところでありますけれども、諦めてしまっては、おしまいだと常々思っておりま

す。舵を切り、そして漕ぎ出さなければ目標に到達をしないということだと思いま

す。 

物事を進めるには、財政の課題もございます。また、町民や議会の御理解もいた

だかなければなりません。しかしその発端をつくるのは、私は職員ではないか。行

政に身を置いている者ではないかと、そのように思います。職員がその気になって

取り組みを行わなければ、全くスタートを切れない、動き出さないというものでご

ざいます。その職員のやる気、資質の向上というものが大切であろうと、改めて感

じたところでございます。施設や制度というものは形となって見えてまいりますけ

れども、その職員の資質というものについては、なかなか見えづらいものであると、

そのように思っております。 

今回の議会の中の御質疑や御質問からもいろいろな御指摘をちょうだいしたとこ

ろでございます。先ほども言いました新年度というよりは、今からこの職員の資質

を向上する、職員教育を徹底するということに取り組んでまいりたいと、改めてこ

の議会の中で強く強く感じたところであります。 

実質的な資質の向上はもとより、管理体制、そして組織のあり方、そういったも

のをもう一度見詰め直して、町民のために働ける組織づくりに努力をしてまいりた

い、この定例会の中で考えさせられた一番大きなことでございました。 

このことをこの場を借りて皆様にお約束をいたしまして、この定例会に当たって

さまざまな御審議御指導いただきましたことのお礼に返させていただきたいと存じ



２２ 

 

ます。誠にありがとうございました。 

 

◇議  長 これで平成２９年第１回大空町議会定例会を閉会します。大変お疲れさ

までした。 

 (閉会 午前１１時０９分) 


